























ユダヤ^：&設途上にあ 6 パレスタィン地^ ( 阖上黑色の！^は全世界ユグヤ人の共有財逸としてシオン阐•か購人せし土地) 
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ユダャ_民族の 
國家を持た.ない 
活動や勢力が觸 
るが、決してそん 
米國は其の勢 
たといはれて居 
漸く其の主權を 
ら悦 Jfx やうと し 

つゝ今兎に角進 
日本人はそれと 
世界の經濟界 


き 




在- 


世界に 於ける勢力は、吾々 の想像以上に偉大で 
分散寄生民族であるが爲め•國家的に吾々の眼 
れて來ないから、全く吾々は彼等を路傍の人の 
なものではない。 

力上から見て、半ュダャであつたのが、最近汎ュ 


る。ソヴ* * 1卜聯邦は' スターリンがレ 


- ーン 


ユダャ人の手から取り戾した。獨逸は今や、ユ 
て、ナチス團があせつて居る。英佛は、！！ダヤ人 
んで居る。國際聯盟は、完全にュダヤ人に占據 
爭って十三對一になった。 

は誰がリードして居るのか、我々は誰の手を通じて綿花を買 


ぁる。彼等は 
前に，直接其の 
如く考へて居 

ダヤ國になつ 
に代つてから 
ダャの覊絆か 
と協調を保ち 
されて®る。 





つて、誰の手で生糸や人絹を賣捌いて居るのか、日露戰爭當時日本の外债を一 
手に引き受けてくれたのは誰か、續いて東淸鐵道を一手に買收せんと策動し 
たのは誰か、現時歐米の言論通信機關の支配者は何國人か X 一方左傾思想の 
發案者及び此が實行者の主なる人々は、何民族に屬して居るのか、以上は皆ユ 
ダャ人ではないか。更に又、我が國のみならず，世界的に供給 さる、 活動寫眞 
のフィルム、卜—キー は*ユダヤ •トラストの ものではないか、又近頭流行す るジ 
ャズの家元は何處か、米國ユダャではないか。 

ユダャ民族は、軍艦や飛行機を直接持つて居ないが、確かに世界の隱然たる 
一大勢力である。從つて我々に對する影響も、現在並に將來に互つて甚大で 
ある。 

今世界を向ふに廻して、崇高なる使命の下に'活動しつ V ある 非常時日本人 
に取つ て’ ユダヤ民族に關する正當なる認識を持つ ことは、 無用で あらぅか？ 
私は國民がユダャ民族に就いて觀察し、更に我が國内を® I みる ことが 現下の 



急務であると思ふのである。此の意味で本書が、多少讀者の參考とならば幸 
甚である。 

本書は、私が各所で講演した謂は V - 原稿集である。過般私が某所で講演し 
た際、我が敎育界に活動せらるゝ橋本福松氏が、痛く感動せられ、本問題は、我が 
敎育界に是非普及するの必.要ありとし、其の場で私に原稿を懇筘された、私は 
氏の熱誠に感じ、原稿に更に筆を加へ、氏の■需めに應じた。それが氏の- f - にょ 
つて、印刷裝禎されて'本を爲したものが、卽ち本書である。 

私が原稿を加除訂正するに當つて、あれも入れたい、之も加へたいと&々私 
の頭に湧出したが，結局私の時間が之を許さない、加之本書の目的が難しいユ 
ダャ問題を論ずるのではく’ユダャ民族の實相を二般に理解して戴くのが目 
的であるからして、此の位にして思ひ止めた、従つて讀者が一讀されて、多少物 
足りな く 感ぜら る、 所も あらぅと 思ふが、此の點を豫め御説承願度い。 
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尙ほ本書完成に當り，同憂の士風間又四郞先生が、原稿整理に多大の援助を 
與へられたることを深謝す。 
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ダヤ民族は我々日本人と 
一 fe 父涉炉 


的は# V . 日^--^降 樣に*世界最高の文明を有する民族でありまして、其の人口は 
千 E 百四十五 萬 九千、改宗及び混血ユダャ人を合します と、 凡そ五六千 萬、 之が世界到 - S 處に 
分散居住し•而も各國に於て牟乎として抜くべからざる勢力を掌握して居りますが*今やシオ 
-1 ズムに依つて皆明瞭なる民族意識に醒め、各々民族的強烈なる自覺のもとに、其の理想に生 
き其の使命に向つて邁進して居るのであります。此のユダャ人と、今方に世界の巨人として東 
洋の一角ょり、全世界に臨みつ、あります處の我々更生の日本人とは、果して沒交渉なもので 
ユダャ民族は我々 H 本入と 沒交渉 か 一 









ユダヤ民族の世界支配？ 11 
ありましやうか0 

亞米利加の資本の八五^、獨逸の全資産の七五^を Ih - め， W 蘭西に於て怫蘭西人の財産の二 
倍强を所有し、叉全世界の商業利得の二分の一を日々其のポヶットに收め、今や全世界の資本 
の約三分の二を掌握してゐると言はれるユダヤ民族は、我々日本人の經濟生活並に之に關聯し 
て無關係であり得ましやうか。 

黃金力に於て世界を！ドし、從つて有らゆる方面に於て*世界第一を以て誇つてゐた亞米 
利加が、最近一朝にして經濟的パ-ーックにょり名實共に顚落せんとしつ V ある其の原闪は、苴 
額の金貨が一部に偏在したのに原因して居ることは周知の事實でありますが、其の金の偏在は、 
謂は^總ての資本がユダヤ人の乎に掌捤され、其の金をユダヤ人が自分の金陬に死藏密削した 
のがもとであります、然らば我が對米關係に於て、此の偉大なる黄金力を有する米國 - f ; タヤ人 
と日本人とは、密接な關係 なしにすみましやう か。 





共產社會主義の所謂赤化思想なるものは、今口まで全世界に如何なる影響を si したでありま 
しやうか。英吉利も伊太利も獨逸も、自由なる亞米利加及び佛蘭西さへも共産主義の浸潤に惱 
まされ、東洋に於ては支那の赤化益甚しく、特に此の思想に對して最も堅固なるべき箬の我が 
日本人さへ、其の各階級ょり共産主義者緩出しつゝある有様でありますが、共の主義の本尊-た 
るマルクス、ラッサール並に之が實狀に着手しましたるトロッキー、ジゥノウィエフ、ョッフ 
リーブクネヒト、ベラ.クン等、此の主義の唱導者並に實行荠中主なるものは、何れもユ 
ダャ人であることを、世人は果して御存じでありましやうか。之等の思想を鹿み、之等の主義 
の宣傳實行に努めました所のユダャ民族に就て、我々口本人は果して何等研究する必嬰がない 
でありましやうか。抑-斯の如き思想が、何に故にユダャ民族の問に生じ、又ユダャ人は如何 
なる目的で、此の主義の實行に努めるのでありましやうか、此等の主義の分析檢討批判ょりも、 
先づ此の根本問題に就て、日本人はハッキリトした認識を持つことが，必要ではないでありま 
しやうか。 

ユダャ民族は我々 H 本人と沒交涉か 这 




ユダャ民族 S 世界支配？ 四 

獨逸に於ては、ヒットラーがナチス團をして、或は經濟界 ょり 或は學藝界 ょりユ ダ ヤ 人を追 
放し、到る處大彈壓を加へ*甚しきはユダャ人の手に成りましたる所の獨逸に取つて 有害と 認 
むる著述さへ、遠慮なく焚書を爲しつ、ありますが*獨逸のナチスは何が故に斯くもユダャ人 
壓迫を爲し、彼等を獨逸の各方面から逐放せねばならぬのでありまし やぅ か。 

歐米の有らゆる言論機關にして、ユダャ人が直接經營するか、或は又直接經營せざるまでも、 
土ダャ資本の這人らざる言論機關なしと申して居りますが、獨り我が日本の言論 界の みは、 全 
くユダャ資本に拘束されずに居りました。然るに最近は日本の言論界に さへユダャ 資本の 侵入 
を耳にする次第であります。 

又日々數百萬の觀客に * 偉大 なる 衝動を與へ、大 なる 感化を及ぼして 居ります所の 一®^訪 
寫眞並にトーキーは、全然ユダャ人の世界的獨占事業でありまして*今や 其の勢力は我が 一流 
劇場の經 S 迄及％、日本人£日彼等 S 大 Q 金を支拂靑年男女 S タリ-ンの變 



轉に怍ひ、共の形容ょり心情に至る迄•其の跡を追ふて居りますが、我が一般の人々は此のこ 
とを 認識して居らる-■であり ましやう か。 

此等言論党傅力の侵入に對し、吾々日本人はユダャ人に感謝すべきでありましやうか、それ 
とも無關心に看過すべきでありましやうか0 

世界に六惚八干餘萬の敎徒を有するキリスト敎の本源たる舊約聖書は、ユダャ人に依つて書 
かれ、又救世主キリストはユダャ人の中から生れたのであります、此のユダャ民族は經濟力其 
の他に於て、隱然支配的勢力を振つて居るのでありますが、此の古き謎の尺族に就て知ること 
は， 吾々 日本人に無意味なことで ありましやう か。 

世界の革命、卽ち怫蘭西大革命、露西亞革命、獨逸革命、洪匈利革命、西班牙革命ょり靑年 
土耳古黨の革命さへ、殆んど革命といふ革命に犬なる役割を浈じたものはユダャ人であります 
が、此のユダャ人なるものは*現代の吾々 日本人と 果して無關係で ありまし やう か。 

ユダャ民族は我々 H 不人と沒交涉か u 
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ジュネーブに於ける U 支交渉は、日本を如何なる立場に導いたかと云ふことは、敢て申すま 
でもないことでありますが、國際聯盟に於て活動せる有名なる人々を、民族的に觀察致しまし 
たならば、夫れはドラ■モンド事務總長以下殆んどユダャ人でありまして、日支交渉は全く日本 
人對ユダヤ人の對抗であつたと見ることが出來るのでありますが、尙且つ之等の人々を有する 
處のユダャ厌族は、果して再々日木人と沒■交渉と申すことが出来 ましやぅ か。 

將來滿洲_に外國の資本が &■ 人するものとすれば、それは外面に於て、英吉利資本であり亞 
米利加資本であるかも知れませんが、其の實質はユグャ資本であるべきであると當然觀察され 
るので あります、 事實に於て彼等の投資計畫が旣に完成され てゐ るので あります が、此のユダ 
ャ 人の活動を、果して我々日本人は無關心で濟 みましやぅ か。 

シオ-1ズムとはユダャ國復興の意味でありますが、此のシオ-ーズムの思想が、全世界ユダヤ 



人に 浸潤し つ i ある 今日、 此の地上に新たなる 一國が 生れ出でんとしてゐる事實は、世界に於 
ける我*日本人と して、 交渉のないことでありまし やぅ か。 

ユダャ人に對する觀察に就いては、我が日本に於て は、 各種各樣の觀察をして居りますが、 
我々日本人が世界に臨む上に於ては、之を正當に觀察して行く事は極めて必要なことであると 
思ひます、卽ち圓いものは [ ffl い樣に、四角のものは四角の様に、正確な觀察と認識とをユダャ 
民族の上に持つことが、大國民として緊要なことであります。 

此の意味に於て私は、私のユダャ民族に關する硏究を、善惡共に憎愛の念を放れて御紹介し 
やぅと 思ひます。従つて之に關する觀察並に對策は讀者に一任致します。素ょり私は 私と して 
のユ.ダャ民族に對する意見を持つてゐるのでありますが、今それに就て述べる ことは 本書の本 
旨でもなく H 的でもありません。要は讀者がユダャ民族に對する關心を喚び起し且つ之を正當 
に理解し、而して更に我が國内を省みて、我が大和民族の現況と使命とに想到せらるれば足り 
るのであります.〇 

ユダャ民族は我々日本人と沒交渉か 七 
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二、平和戰 とユダャ 民族 

列强の利赉關係が益錯綜し、國際關係が愈-複雑となり行く今口に於きまして、一 W が戰爭に 
訴へて、事を決することは弈易なことではありません。火藍を切つたが最後、一か八かそれこ 
そ興亡を w しての戰帘となり、ことに依れば其の戰爭は*直に世界戰爭を惹き起すに至るので 
ありまし.て、昔の様に、戰爭が一國對一國では終末はつきません〇從つて戰爭惹起者の貴任は、 
更に重大となつたのであります、卽ち滿洲事變や、メキシコの內亂等は別として*苟も世界の 
列强同志が、必耍上からも*自己の野室からも-國家間の粉爭を戰爭行爲に訴へることは容易 
でなくなりました0 

併し大戰带が輕易に出來なくなつたから、各國の野諸は消滅し、利害關係は均等を得て、戰 
爭原闪が減少したかといふに、決して左様ではなく、戰爭原囚が益-根を張りつ V 、人類の眞 



の世#平和に對する理想には、愈：遠ざかりつ、ある感があります。玆に於きまして列强は> 
銃砲戰に代ふるに、外交戰、經濟戰•官：傳戰及び思想戰に依つて，或は協調し或は征服し、或 
は®略を爲すやうになつたのであります。卽ち比の大砲や軍艦を用ゐないところの*眼に見え 
ない戰带を稱して、私は平和戰と名づけます。平和戰には背後に，阈尜の實力が、大なる役割 
を演じて居ることは巾すまでもありません。 

彼の平和戰たる華府 frli 及び偷敦#議に於て，米英は如何に我が海軍に戰勝を博し、我が帝 
國は 死傷こそなけれ、幾多の軍艦を擊沈 して、 如 M に屈辱的條約を締結した ことで ありましや 
う。又 H 支交渉に關しまして、國際聯盟の外交並に宣傅戰に於て、如何なる苦惱を吾々は體驗 
したで ありましやうか。又 現に帝 國は、 對英對米對支の經濟戰に於て、如何に血の出る やうな 
苦鬪を續けて居る ことでしやう。 又ソヴ J 11 卜聯邦ょりする思想戰には，獨り勞働者のみなら 
ず、我が社 ft の各 M - を擧げて*如何に侵略され、國民國家が如何に惱まされて居る ことで あり 
まし やう かり 

從つて！；防なるものも、今日に於きましては、非常に廣義のものとなりまして、此の平和手 

平和戰とユダャ K 族 外 
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段の侵略に對する阈防が緊要になりました。平時には此の平和戰带が、或は备種同時に重複錯 
綜して行はれますのは勿論、戰時になりますと、更に濃密繁刺に行はれるのでありまして、此 
の平和戰に準備なき國家は、平時は勿論實際の戰爭に當りましても、戰勝國たることは、絕對 
に至難なことと信ずるのであります。 

私が今、斯様な平和戰に就て、特に御話致すのも外ではありません、ユダャ民族は、優秀な 
る文明と、特に强烈なる民族意識と鞏固なる團結とを有するに拘らず、國家を有せず又隨つ.て 
軍備を持たざる關係上、各 < 國籍を思ひ々々の國に置き之を背景としつ、、自己民族の生存と ? CS 
帝ょり受けたる使命を果すベく、彼唯一の手段たる各種各様の平和戰の準備を完成して*世界 
に臨みつ、あるものでありまして、世界中最も巧妙なる平和戰の大家は、 -« にユダヤ民族であ 
るからであります。 

事實に於きまして，世界大戰の結果、各國は勝荠も敗者も非常な傷手を蒙り、今猶ほ苦しん 
で居りますが、其の中で獨りユダヤ民族のみは、世界の富の大半を握り、故國パ ー レスタィン 
に建國の保障を得て益<繁榮し、或は仇敵露西亞大帝國を倒して、共の支配権を掌振し、或は 



獨逸に、將米國に、牢间たる勢力を打ち立て、之に事實上君臨したのであ n まして、今日獨逸の 
ナチス團のユダャ人排斥*一九二四年ソヴェ卜聯邦に於ける、スタリンのユダヤ幹部の排 P 
など、呰その反動に外なりません。抑<世界大戰を惹き起したのが、ユダヤ民族の計畫的陰謀で 
あつたとさへ見做されて居る程、彼等は平和戰に巧妙なのであります。然るに我々日本人は、 
ユダヤ人と反對に、平和戰にかけては最も拙劣でありまして、私は拙劣といふょりは寧ろ平和 
戰法を知らない正直な國 K - だといつた方が適當な位と思ひます。從つて吾々は平和戰に備へる 
と同時に.、ユダャ W 族の戰法を知り.尙ほ一旦事のあつた場合には、彼等が非常な破天荒の隱 
れたる力を現はすことを考へ、それに對し十分注意を拂ふことが必要であると思ふのでありま 
す。 

何にも私が斯ぅ申したからとて，スタリンやヒットラーの眞似をして、ユダヤ排斥を鼓吹す 
るのではありません、それは吾々が米！：の東洋策戰を論じ、露國の軍備を考察し、叉は英國の 
商略を探究したからとて、反米排露抗英主義を宣傅するのでないと同様でありまして，私は對 
手の備を知らずして、徒らに或は反米或は親露を爲さんとするものは*杖なき盲目の步行の如 
平和 戰とユダャ民族 二 
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く*危險栩まりなきのみならず、其の親反何づれの目的を も 達する ことが 出來ない ものと 思ふ 
のであります。 

況や國家なくして*民族的優越觀を有し•民族愛に燃ぇ則結强固なる，ーダャ民族、或る意味 
.に於て世界の大勢力を有する見ぇざる國家の民族、平和戰の勝利#たるユグャ民族、特に我々 
口本人と全く沒交渉の如くにして、將來愈-交渉多かるべきユグャ民族に就て、多少とも認識 
を深め S くことは、世界の日本人として、極めて緊要な こと、 思ひます。 



三、ュダャ人の特性 

一、ユダヤ人の家庭と子女敎育 

支那人には支那人臭い處があり、ュダヤ人にはュダヤ人臭い處がありますが.之れは卽ち其 
の民族の謂は' ir 特性の發揮に外なりません。 

そこで我々はユダヤ人を理解する爲めに，ユグヤ人臭い處をハッキリと搁んで、其の特性を 
認識して置くことは、彼等に依って生ずる種々な問題を、正當に理解する上に必要なる大切な 
條件で あると 存じます。 

パタヤ人は一般歐米人と違ひまして、非常に强い家族的の意識を持って居ります。この家族 
的なる點に於ては、殆んど我々日本人の家庭と大差ありません。 

家庭内に在りましては.男尊女卑でありまして、家の主人が家族の尊崇の中心となり、主婦 
ュダャ人®特性5 
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は主人の1言附 けに 依つて、恰も我々日本人の やうに fit 々默々として働いて居ります。又子供の 
敎 育には 全力を注ぎ.子供は 又よく親 Q 命に從ひ、成長してからもよく^,養を g みます。 

梅して歐米人は、一人前になりますと老人を蔑しろにし、甚しきは邪魔者扱 ひさへするのを 
見受けますが、ユダャ人は我々同様に老人を非常に尊び且つ大切に取扱ひます。 

子弟の敎育に就ては，我が國に於て は 家庭と言はず社會 といはず、 一般に歐米化して 參りま 
すが、ユダャ人は其身歐米に在りながら、尙ほ堅 R.1 なる ユダャ敎的家庭 精神を以て進んで 居り 
ます。\今私は之に就ての實見を御紹介致し ませう。 

私が嘗て塊太利 Q ゥ v , -ンに 於て.或るユダャ人©家庭を訪問した 時でした。恰度 主人が不 
在でぁりましたので，主婦の饗應する色々の果物のジャムを匙で辟めながら紅茶を 啜り、よも 
やまの話を致して厝 りました が、共時に私は突然次の様な質問を發 しました。 

「この 填太利と一 K ふ國は以前帝政 S でぁりましたが*今で縫奎義共和國■つたので、 

反ユダャ產も消滅し、ユグャ人壓迫もなく、貴女方は愉快に暮らす ことが 出來 ませう」 

と申しますと*其婦人は手を振つて 



「どうして-^、そんなことがあるものですか。此のゥィーンの街に於てさへ、我々ユダヤ 
人に對する排斥は相變らず行はれ、我々に對する侮蔑は依然として耳目に映じて居ります」 
と-私の言葉を打消しますので私は 

「そ ttt 變ですね、歐洲の帝政國家に於てこそ、そんな事もあつたでありませうが、こんな 
共和國になつて尙ほ反ユダヤ主義が消滅しないといふことは、日本人としてはどうしても理 
解が出來ません J 
と中しますと、婦人は之に答へて 

「唯今ゥィーンに於ける第一流の人物、第一流の學者、第一流の金持、第一流の辯護士，第 
一流の醫漭、之等は殘らず我々ユダャ人です。然し之れには®因が御座います。 

一體ゥィーンの一般子弟の有様を御覽なさい〇中學にでも行くやうになれば忽ち煙草を吹 
かし酒を飲み*大學生にでもなると夜は遲くまで女と一所にダンスに耽り、外に出る時は女 
の腕を抱へて步くのを以て自分の誇りとして居る樣な有様です。それで大學を卒業すると* 
もう一人前になつた氣でそれ以上勉强するものはありません。 

ユダャ人 si ： 性 S 
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然るに我々 t タヤ人の子弟は、大學を卒業す るまで 一杯の酒 も飲みません。た yr 學業に向 
て一肅命で勉强して居.—す。従？他 QI 巴人達 S ベて. 成 管ょ いことは 勿論で 
あります。 而かも大學を^■業してからも、ノラ クラと 遊んで ゐる者は一人もありません、 學 
生當時と同様に皆眞面目で、一生懸命勉强を續 けます〇從っ て 我々ユダヤ人が現在ゥィーン 
に於て、總ベての方面に第一流の位置を占めて ゐることは當然ではありませんか。 

然るに彼等は自分の怠けて居ることを棚に上げて、我々の地位を 怨み、 ユダヤ人はクリス 
卜を殺した人間 Q 子孫で—から排斥しろと、所謂；^ダヤ囊を叫ぶ®は果して i であ 
りませぅか。我々は共和國に在っても彼等から受ける侮辱は同じことで、非常に不兪决に過 
ごして居ります」 

と物詻りました。讀者は此の I 婦人の言葉に依って*私と同樣ユダヤ人に關する幾多の' 4 f ¥ t を 
發見されたでありませぅ。 



一一、非ユダヤ人は堕落、ユダヤ子女は純潔 

自IIへ？- •フォ1 ドが「ユダヤ人 S し米國人に對する雪」として次81 

とを述べて居ります。 _ _ __ _ __ 

「^"かュパャ人の薄 ㈤ に導ぃて居る sf — 勢力 Qlir 悉 i ダヤ人 
11! 係のものであると云つても過言ではない。若き人々 ょ、 今日諸君に多大の弊害を與へて居 
る處のか Q スボ-ッ服なるも®を考案したものは何人であらうか1このスタィルはユタヤ 
'人の洋服商に依つて考案されたものである。彼等ユダヤ商人は技術の前には規則もなく、又 
道德上の觀念もない。 

更に又幾多の觀衆を驅つて、慨嘆すべき道德上の危機に至らしめつ i ある熇 G フィ」ル 

ムの墮落に對しては、何人■任を負ふべきであらう か，。 _ _ 

又かの演舞場、騷々しき公衆飮食場、安惯なる寶玉商及び强き衝動と放縱 Q 中心たる快樂 
の#、歐米に於ける斯樣なる場所の經營者は果して何人であらうか。 

ユダヤ 人 s 特性 一-*: 
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更に諸对ょ*今試みに貴 任觀 念に乏しく平凡なる容貌の持主で、虛飾に憂身をやつしてゐ 
る is へ來 り、 S — 裝飾 S ら其®思想希 SI 、 全部 i 札を附ける 
ものとしたならば、そ SSR ダヤ人に依？作られ、其 S 傳— け，皆奪ひ盡さる」 
•こ記さねばならぬであらぅ。 

現代の 靑年 にして、 映畫館 に暇潰しをしてゐる者は、旣にユダヤ人の宣傳に依る主義及理 
論を甘受して居るも Q であり、又上流の靑年にして「性の自由」や「躉制限」 に耳を傾け 
る もの も亦、ユダヤ人の主義及理論を體得しつ、—ものである〇 
この讓 S 論に附 f Q 、放縦 性 S ?ヤ人 Q 蠢 、敎鲁又は非，,ダ1經營の蠢 
か fQ ではない•、主として？ヤ S つ 51 處 Q 1、 運動•蠢から由來 
して居る Q で—。然し此樣な慨嘆すベ慕柄は 、 f く 將來に於て i を絕？とは 困難 
であ言。そして又此 Q 主なる犠牲はユダヤ人®青年でなくして、寧ろ非 ユダヤ人® 靑年で 
ある。勿論 > T タヤ靑年中にも、極めて一部 Q 者は、斯樣な社會的 害毒を 受けるも®— らぅ 
• R 然 L ながら非ユダヤ人靑 年の 蒙る大寄に比する時は、實に微々たるものである。 



ユダヤ人は S 如く非， r タヤ 人 q 神經を si る ばかりでなく、 其の麻痒 8 過中から 
旣に利益を收めつ、あるのである。而かも彼等は此の行爲の爲め、自身は勿論其の子女と雖 
も犧牲となることはない。之れが彼等の特長であつて、ユダヤ人靑年は非ユダヤ人靑年の大 
部分に比し、遙かに誇り高く、而も純潔に其の靑年期を經過するのである」 

現在日本に於ける靑年男女は、以上のユダヤ人子弟に關する物語に就て、大に顧る必要がな 
いで ありませ ぅか。兎に角何れも大に味ふべき言葉だと思ひます。 

三、强烈なる同族愛 

次ユダヤ人は强烈なる同族愛に燃ぇて居ります。今ユグヤ人が世界中に、散り'^バ 
ラバラに、分散居住して居るにも拘らず I 彼等は其の强烈な同族愛卽ち民族愛に依つて堅く結 
びつけられて居るのであります。 

其の證據には「ユダヤ人に乞食なし」と謂はれるほど相互扶助がょく行届き、獨逸に於てナ 

11ダヤ人 e 特性 一九 
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チス團が i ダヤ人墨迫すれば、滿洲 Q ,ーダ1は S て直に之£じ、獨逸製 S 不買同盟 
を— n し、ジ H ルサレムに於て了ラビア人と Qis を 惹起すれば、 英米のユダヤ人は直に 

各-其の 1か して' I 軍隊を—して 5、 SQf さしめ4、此の世界に 

がてダヤ人に關する限り、大小を問はず全世界の大問題と して其の掌中にある 
一一 H 論機關に依つて、全世界に喧傳せ られるのであります 0 

口露戰役8、英米 Q 4 グヤ財 S 憂 S 、 日本£し財政的 S 助を與へた Q であ—す 
が*之 Sri ダヤ人は日本人を 1 義£手 ょり 救はんとして動いた®では1 
ん。結 S ユダヤ人に依つて財的に助けられ、— f 戰勝を博した®で 1から、 日本人 
とし-广 rT タヤ- < Q ® 機如何 y 拘らず、共 q 援助に對し感謝しなければならぬ處でありますが、 
其の援助 s 根本精神 ！ r h ダヤ民族 S 大多数を居住艺めて居る處 Q、s 亞富に於ける歷 
史ソ"ユタヤ人货£し、 H ダヤ人等は日本 Q 兵力を藉りて、帝園に S し .S 亞に 
在住する同族を、11國產ょり—としたのであ—して、ユダヤ人ヤコブ.シッフ 
等の日本£する財的 S は、謂は1ダヤ人©同族愛 S 8 f 發して居るのであります。 




ノジ行—^^^相沍を贺して届るのでぁります〇 


四、ユダヤ人は宗敎的民族 

ュダャ人は宗敎的民族であります。ュダャ民族は宗敎的に起り*宗敎に依つて國家を喪 ひ， 
宗敎に依つて民族が存續して居ります。此のことは其の歷史を llf すればすぐ解るのでありま 
すが*ュダヤ人がュダヤ敎を棄てた時、卽ちュダヤ族籍ょ〇除去せられるといふ特殊な民族で 
あります。 

從つてュダヤ人は武の精神に缺乏し、昔から武人として有名な人は殆んど稀であります。ソ 
ヴ H 丨卜露西亞に於て、革命以來ュダヤ人は各方面に非常な勢力を獲得しましたが、軍隊だけ 
には良い地位を占めることが出来ませんでした。ュダヤ人は軍人になつて戰死したり、飛行機 
に乘つて犠牲者となるやうな、馬鹿な眞似は出來ないと云つて居るさうであります。こんな氣 
持の民族でありますから、モーゼやキリストのやうな大宗敎家は出ても*一人のナポレオンも 
秀吉も現はれません、之がまた亡國の民たる所以でありましやう。 
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一一11. 


五、 韌强なる忍耐性 

ユダヤ人は非常なる忍耐力を有し*ょく至難なる境遇に耐へる力を持つて居ります〇これは 
彼等の歷史並に環境が自ら斯くあらしめたのでありませぅ。又一方から見れば此の艱難に耐へ 
る力を持つて居ればこそ、今日までの境遇に耐へ得たのであると見ることも出来ます。兎に角 
ユダヤ人は、個人としては忍耐力に富み、民族としては實に根强い民族であります。 

六、 ユダヤ人は開拓の天才 

次にユグヤ人は個人たると團體たるとを問はず*開拓の天才であります〇卽ち現在の亞米利 
加はユダヤ人に依つて發見され、 H グヤ人に依つて開拓されたと云つても過言ではありますま 
い。現在の亞米利加の文化は醇化されたるユダヤ文化であるとまで申されて居ります0 
過去三十年來、英國に於ける印度總督は、レ I ジング卿を初め一人殘らずユダヤ人であつた 
のであります。更に又、英國が士耳古軍を追ふて、パレスタィンを占領した寺、其の第一 代の 
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總督は矢張りユダヤ人のサム H ル卿でありました。 

又、上海、香港等の土地を開發したのは何人でありませぅか。之れは英國人ならぬユグャ人 
であることは、それ等の土地の草分けの外國人として、又現在最大の富豪となつて居る赉港の 
サ ー .チ'|ルチ H1 タ ー、上海の h ブラ* ハ T r ン等を見れば解るのであります。 

七、金錢と投機的營利事業 

投機的營利事業殊に金錢に就ては狡猾で拔目がありません。ユダャ人と言へば直に金の問題 
が連想される位でありまして、之れに就ては敢て.說明をする必要もない位であります。 

ユダヤ架典「タルムード」に' 

「非ユグャ人の黄金は我等の所要なり」 

と敎へ、又ユダヤ敎「トーラ」には 
「海の富は悉く爾の方に向ひ 
諸國民の金庫は爾の許に集められむ」 

ユダャ人の特性 fi 
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と述べてあり、又一八六◦年全世界ィスラ K ル同盟創立に際し*其の創設立の一人に して 當時 
の怫國大臣アドリフ•クレミエは 

「若しも金が第一の力なれば出版物は第二の力で ある。」 

と 論じて居りますが、現在彼等の理想の如く、倫敦の取引所も伯林の 取引所 も、紐 育の取引所 
&、將又啥爾賓に於け る 取引所さへも旣に其の鍵はユグヤ人の 捤る處であります。 

又、日本の輸出 K 易の王座を占める絹の相場は，我が 財界を して 一喜一憂せしめて 居ります 
が、共の騰落は、亞米利加に於け る シルク.アッソシヱ I ション のユダヤ人ヂァ ー リ ー に® つ 
て届ひの儘に左右されて居る のであるといふことであります 0 ML に角ユダヤ人に遭つ ては-金 
に懸けて は 全世界如何なる民埃も之れに敵 ふものはありません 〇旣に 世界の 金の 三分の二が 彼 
等に捉られて居る といふこと に依つて、此の ことは 如實に說明されて 居るのであります。 

八、最も不得手は農耕 

ユダヤ人は自ら耕作す る 事を嫌ひます〇ユグ ャ 人に 取りまして 農業は 最も不得手とする fit で 
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あります0 

其の第一の證據は、ユダヤ民族が各國に於て農村に居住するもの斟く、殆んど各國の首府、 
若く は之に次ぐ大都會に集中居住して居ることに依つて明かであります。 

勿論パレスタインの ユダヤ建國は「農は 國 家の.基なり」との主張の 下に、 ユダヤ人に對して 
農耕開拓を獎勵して居りますし’又事實に於てミクゥ X .1 イスラエルには、早くからユダヤ農 
學校を建設し、農事®篇に努力して居ります。從つてニダヤ移民が自ら■を手にして居る 
ことを見ることが 出來るのでありますが、然しながら之れは貧弱なる移住民の仕事でありまし 
て、パレスクイン とても農業に從事する處のユダヤ人が、耕作其のものにはアラビア人を使つ 
てゐるものが尠くないのであります。之れが爲めに或る歐洲人は私に 
「シオン 團の農業本位は結局アラビア農夫を使用する ことで ある」 

と惡口を 中し t とが—ました。1棄國 y 於て、ニダヤ人 S 業 safs は非常に 
多い のでありますが，之も農耕者としてではなく、農産物取引者或は其の仲買人として、農事 
に關して居るのでありまして，目下亞米利加に於ける農村の窮乏は、是等の農業に携はるユダ 
ユダヤ 人 Q 特性 5 
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一 5 C 

ヤ人の限りなき搾取の結果に外ならぬので あります。 

今や アメリヵの 農村は、是等.ユダヤ人に依つて.盡 物は 勿論其の種子より土地に I 
彼等の1られ、一般養2ダ IQg — 鑫り S つて、殆ん —奴の如き狀態 

に—といふことは在米日本人の親しく私に報じて居 —であります。 

又 嘗て 波蘭货 て、現在 S 米利 .* n 同樣 Q .2 が生じて、獨り費が困窮した ばかりでな 

く . 其 QIQI1 般 1 人が、，,ダヤ人に SIISS ふ— 

げにほとく閉 a し、111£?ユダ X 6 抗 - t -. る購買組合 I 織し、ユダ 
ヤ人の搾取壓迫より逃れたと云ふ歷史を持つて居ります。 

斯様なことで、兎に角ユダヤ人は、縱令農業に 關係しても、 自 t 農夫と— なく、 他 
を使役してゆく Q で？まして. 彼 S 農業采得手で— d ふよりは、寧ろ彼等に取つて 
鋤鍬を 持つて n ッく働いて S ことは、 まだ f ; くつ51 いらし く、 耕作は 
性格に適してゐないので ありませ ぅ。 



九、權力の尊重 

ュダヤ 人は權 力を 尊重し•社會的地位の優越を 誇りとすると 申します。 

之れは、彼等が永い間外國に在つて、ュダャ特殊部落9ット I )の生活を營み、永らく社會 
的に解放せられざる生活を營んだ爲めに*解放された後は*神の選民たる優越感と共に、社會 
的に優越者た らんと する焦慮の念が、斯くならしむるのではないかと思はれます。之れを惡く 
言へば一種の成上り根性を發揮するのではないかと思ひます。 

十、ユダヤ人は東洋人 

ュグヤ人の性格は、東洋的色彩を帶び、且つ非常に派手好みの民族であります。我々は一般 
にュダヤ人を西洋人として眺めて ゐま すが，西洋人はュダヤ人を東洋人として取扱つ て 居り ま 
す。 然し之れが本當 でありまして、 彼等の故鄕は西洋で なく、 東洋の一部 小 亞細亞から出發し 
たのであります。 

H ダャ人 Q 特性 S 
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我々が西洋人の中にュダヤ人を見ても、よく其の特徵が、服裝や装飾品に依って一見區別さ 
れるほどであります。卽ちネクタイなど4非常に濃厚な派手やかなものを結び、指輪なども相 
當のュダヤ人は、大抵ダイアの素晴らしいのを輝かして居りまして、中には指輪全體を大粒の 
ダイヤで包んで居る極端な連中も居ります。 

十一、ユダヤ人の能力と勢力 

ュダヤ人は一般に知的能力が非常に秀で V 居ります。従って昔から有名なる宗敎家、學者、 
藝術家、思想家等無数に輩出して居ります。 - 
ルロア.ボーリュー氏は 

『ュダヤ民族がアリアン文明に對し，偉人を供給した救は、アリアン種族それ自身よりも遙 
かに高率である。卽ち英人，佛人又は獨人の一千人の中から發見する學者、技術家、其他卓 
越したる人物よりも•西歐ュダヤ人の一千人中から•是等の人物を發見するこ i は、其の=1 
倍乃至四倍である』と 



ジ"•ン.フォスチ 1 ル.フレザ ー 氏は 

『ユダヤ人の平均腦力は統計 M 依ると、英人ょりも四^、スコットランド人ょり二% • だけ多 
いことを示し、但し農事に對してユダヤ人に何等見るべき處はない』 

次ぎに嘗て大阪毎日新聞に報ぜられた處に依ると 

『在英ユダャ人は英吉利全人口の百分の五であるのに、英國に於ける知名のユダャ人は、英 
國の知名の士中百分の六を占めて居る』 . 

叉、 獨逸に於て獨逸人約六干萬人中、ユダャ人は凡そ六十萬人の人〇を有し、其の割合は百分 
の一に相當して居ります。然るに之れは數年前の統計ではありますが、最高學府の敎授數が三 
千百四十人中ユダャ人は九百三十七人を占めて居ります。人口比率から云へば獨逸人敎授三千 
百四十人に對し猶太人敎授三十一人位が相當でありますが*それが九百三十七人でありますか 
ら 、獨 逸人に比べて約三十倍の多數に上って居る譯であります。然るに最近は獨逸のユダャ敎 
授百分の六十に達しましたから、其の比率は更に驚く可きものであります。 

元來醫者はユダャ人の得意とする處でありますが*ドィツの醫師は人口一千に對し獨逸人醫 
ユダャ 人の特性 K 
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師一名、ュダャ人醫師八名の割合であります。若しュダャ人と獨逸人とが同率とす^. f ±*、 獨逸 
人醫師百名に對しュダャ人醫師一名でょい譯でありますが、それが反對に獨逸人醫師一名、ュ 
ダヤ人醫師八名でありますから、其の人 n の割合から中しますとュダヤ人醫師は獨逸人醫師の 
八百倍になつて房る譯であります。 

尙ほ辯垂 si ダ XQ 方 S か£率高く、獨逸 q 辯護 is 千五百名中*二干五 
百人はュダャ人でありますから、獨逸人の約七十 I 倍に達して居ります〇更に大工業、大■會 ®t 
の取締役たるもの猶太人の方が十數倍、同じく監査役たるものが猶太人二十數倍に相當して居 
ります。 

此の狀況から考へますと*獨逸人は獨逸人の獨逸であるやら、ュダャ人の獨逸であるやら解 
-らぬことになります。 

十二、露西亞革命後のユダヤ支配力 

帝政露西亞に於きまして、恰度今の波蘭にあるュダャ人も、其の帝政下にありました©3、 
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n 多 r ノ笔孕 c !: 奇 ®' f にありましたので、 


露西亞總人口約一億五千萬中、ユダャ人が槪略六百萬人ほど届つたのであります。此の帝政露 

西亞の革命に當つて、在露ユダャ人は、露西亞人に比しまして*姐何に大なる役割を演じ、又 

如何に大なる支配力を獲得したでありませぅか。之れは次の表が明らかに物語る處であります。 

露西亞支配するは何人か(千九百二十二年調〕 

主な6國家機關 
人民 委頁會 


軍 

內 

外 

大 

司 

文 


110- 


委 

務 

務 

藏 

法 

部 


頁 

B-( 


會 

省 

省 

省 

省 

省 

新聞及雜誌記者 

國民經濟會議 

也方 コム $• サ I ル 

赤十字代表者 

社會救護委具會 


代表的役員總數 

ニニ 
四三 
六四 
一七 
三〇 
一九 
五三 
四二 
五五 
三三 

八 

六 


役晟中の猶太人 
一八 
三五 

四五 
一二 
二六 
一八 

四六 
四一 
四四 
一二 

八 

六 
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五 

四一六三ニニ 
五二一四二七八 


四 

四一四三二 
七〇二三〇五八 




名に過きず•而して露猶兩人種以外六十七名は波刺•チヱック、 
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職業 委員 會| 
舊制度國家事業調査委员會| 
都市復興委負 
笫四囘全露勞兵代表者會議 
第五囘全露勞兵代表者會議 
s K 社會國家勞働中央委負會 
計 

備考五百四十五名中露人は三十一 
獨逸等の外人な P 


以上の表に依って、少くも革命後暫くの間、露西亞が何人に依って支配され たか、といふこ 
とが明かでありまして、元來ユダヤ人は革命の オーソリチーとは 申しながら、 其の露西亞人に 
比して革命的活動能力の卓越して居る處が又窺はれる と 思 ひます。 





四、 ユダャの著名なる人物 

次ぎに此のユダヤ人から、どんな人物が出てゐるか、極めて一部ではありますが有名な人々 
を列舉して見ませぅ0 

宗教及思想界 

モーゼ(舊約全書記述者、十戒を神ょり授けられた) 

ィエス•クリスト (耶蘇敎の救世主) 

スビノーザ(大哲學者〕 

ハィネ(大詩人〕 

カ ー ル•マルクス(說明の必要 もありません) 

ユダャの著名なる人物1 




. ユダヤ R 族の世界支配？ & 

ラッサール(之れも同樣です〕 

モー,セス.メンデルスゾーン ( 晚年ドイツの y クラテスと 謳はれた大哲學者) 

ベルグソン9ランスに於け S 火? r 率者〕 

ポルト.ラウィン(イタ” 1 に於ける大詩人* ,a 想家として寧ろガブリ 1 ル. ダ ヌンチォの 雅號 を JEI 
て有名であります) 

言論界 

B イテル男(世界的通信界 S 權威， W イテル通信に依て聞こゆ〕 

ウォルフ(之れもロィテルと妓んでゥォルプ：迎信として世界的に有名であります) 

ハースト(米國ハースト系新聞 Q 親玉〕 

エセフ，フリッツァー(|1ユ1ヨーク.ゥォールド新聞創設者〕 

マキシミリアン•ハルデン(辛辣なる筆にカイゼルを苷しめた有名なる記者〕 

アドルフオックス(紐育タイムス社長) 



藝術界 

サラべルナール(世界一と謳はれたフランス女優) 
ベラスコ(アメリカの有名なる 劇作家) 

フルダ(ドィツの劇作家〕 

ワグネル父子(ドィッの大音樂家) 

メン V フルスゾーン(大铒 學家の孫、大作 曲 家) 
ジンバリスト(ロシアの 火提琴家〕 

ヨセフ•ソロモン(英陶畫家〕 

マックス•リーベルマン(ドィツ畫家) 

探檢家 

グウ ィッド 0一 H 丨ョーク 高等 法院判亊 •有名なる 法學者) 
ユダヤの著名なる人物 
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コロンブス(アメリヵ發見者〕 

ヴァムべリー(アジア大陸探檢者〕 

エミンパシア(アフリヵ探檢者) 

スタイン博士 (支那、トルキスタン探檢者〕 

オッペンハイム(中部メソボタミアに於てヒッタイト帝國の首府を發堋した人〕 
ナンセン博士 (北械探檢者) 

法律界 

トビアス•アスサー(和 m 國際法學者) 

ヨセフ•ウンゲル.-'填太利國際法學老〕 

ジ H リング(獨逸國際法學者〕 

リョンカーン(佛國際法學者) 

ルイス•マーシャル(米國辯護士、米阈猶太人協會々長) 
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醫學界 

HI ルリ ヒ (ドィツ 醫學者，六 〇 六號發見者：> 

ナイッサー ( ドィツ醫學者.猫菌及淋菌發見者) 

ロンブロゾー C 伊太利の法崧學泰斗〕 

フランケ C 肺炎球菌研究者〕 

ワッセルマン C 徽森血液；§斷7ッセルマン反應創始者〕 

數學界 

ミン n スキ丨(数の原理に關する指導的大家) 
シュワルツチルド C ホッツダム天丈臺長、数理大家〕 
ハダマルト(ハダマルト法の創設者3 

アイン - V ュタイン(相對性职理發見者〕 

ユダヤの著名なる人物 


S 
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1バー (« K 斯發明者〕 

ルツ C へルッ光線發見者). 

界 

ロスチャィルド C 英及び佛 Q 兩家.旣に十九世紀に於て，歐洲の諸帝王は〇スチャィルド家と相談な 
しには戰爭を開始す5ことは出來なかつたと申します：> 

ヒルッシュ「獨逸財界 E 頭〕 

ホフマン.シュタール(填太利財界巨頭〕 

クーンロ JC プ•シッフ CH 露戰役に際し日本の外債五億を一手に引受けた米國 Q 富豪〕 

サー.チ H ルチ H 丨ター ( 香港第一の富豪〕 

ハードン(上海笫一の富豪〕 

エブラ(同上〕 

ソスキン(吟爾资笫一 e 富豪〕 


政 


界 

米國 

ストラウス(勞働商務卿) 

モルゲントー(大使〕 

ゴンパース(勞働黨首領〕 

ボーラー ( 上院議員、排日巨頭；> 

英國 

ビーコンスフィールド•ヂスレリー伯(ヴィクトリア女皇時代の大宰相) 
レーヂング卿(印度總督、外相〕 

モンターギユ(蔵相•印度事務大臣〕 

ヘンダーソン(內相〕 

ユダヤの著名なる人物 
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スノーデン(蔵相〕 

モンド(勞働大臣) 

サム H ル C ハレスタイン總督•自由某互頭〕 
サイモン C 現外相〕 

佛 國 

ミルラン C 大統瓴〕 

パンルベー(首相〕 

クロック(蔵相〕 

ドラモンド(阈際聯盟事務總長〕 

獨逸 

H I ベルト(ドイッ共和國笫一代大統領〕 




ラッサ ー ル(社脅民主的大政治家) 

リーブクネヒト(社會黏首領」 

ラーテナウ(外相〕 

ゾルフ(前日本駐在大使) 

露 國 

トロッキ ー" カーメネフ、ジノヴィエフ、ヨッフェ、クラスーシチョーコフ等 


ユダャの著名なる人蚊 
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五、ユダヤ人の外貌的特徵 

以上に依つ て rl ダヤ人 Q 特性 if 、 槪略會得されたと思 ひますからして、之れ位にして置— 
して，序でにユダヤ人の外貌的特徴に就て簡單に御 紹介致しませぅ。 

ユダヤ人は一般 L ! 露西；^人や！ gj 米利加人 ぼ ど丈け が高くありま^,ん。日本人に比べて僅かに 
大きい と云 ふ位 Q 程度であります。 .1 言に して云へばゾングリして ゐ ます。 中年以上の ものに. 
非常に猫 S 者％多く、正面から見て if 一寸解—せんが•側面から 見ると此 Q 特徵がょく現 
はれてゐます。 

鼻は一般に 鷲鼻でありまして、 所謂 ユダヤ 人 鼻としての特徴を發揮し、特に男子に甚しく女 
子は差程では あ Q ません。耳は 大きく正面を向いてゐるものが多く、口は山羊の 口を 思 f せる 
樣な趣があります。 






ユダヤ人のータイプ 
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婦人は割合に小柄でありますが*髮の毛も眼も東洋式な處がありますから*日本人の目から見 
るユダャ婦人は非常に美人であります。歐米で日本人が見て非常な美人だと思はれる婦人は、 
先づユダヤ婦人であると見て差支へない位であります。 

然しユグヤ婦人の特徴として、中年以上になつてから非常に肥滿して、四斗樽の樣な形にな 
るものが®くありません。 

以上述べました外貌上の特徵は，勿論ユダャ人に依つて顯著に現はれてゐる人と然らざる人 
がありますから、一槪には申せません。中には支那人に似た日本人がある様に、アングロサク 
ソンに似たユダヤ人もあります。 

然しながら宗敎傳統風俗は勿論、其の根本の血液がもと-^セム族で、アリアン人でないの 
でありますから，少し接すれば、それがユグヤ人であるかどぅかと云ふことは明瞭致します。 

殆んど大部分の歐米人は*一見して其のユダヤ人たる事を判別致します。之れが判別が出來 
ない樣では、日本人にして支那人か日本人かを區別することが出來ないと同樣に鏗別力に缺け 
た人間であります。 

ユダャ人の外貌的特微 31 
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穴、名士のユダヤ人觀 

ft にユダヤ人 Q 1 S 特徴に就て述べましたから、今度は外國 SS ユダヤ人に對して 
如何なる觀管下して居るか、謂は JX 彼等のユダヤ人觀を紹介す ることは、吾人 S 考に— 

(トリウモン〕 . ユタヤ人は飽くまでタル ム ー ドを信仰せ り〇從つて其の / =• 日印 上彼等は_ユ 

ダヤ人當 して敵 1 く義務 ありと なし、道 1.4德 S 行とに f て—の f 
滅亡する 義務ありと確信せり。然れ ども 之等の義務は彼等 獨特の心理狀態に過ぎず ：.：• 何人が 
1 音— りし' 何— S て？ ISIS 掠められぎしか。— 
パリ市に—— の „ k t ィルド家は、一 軒と雖も 8黨の攻 擊—け f しに あらず 





'パ- I $と坳 も共産黨の攻 擊を受け ざりしにあらず 


や、.皆是れユダャ人なりしが故なり。 

(ヴィクトル.ユーゴ I 〕 . 現代に於ても，自分の名稱を誇りとしてゐるユダヤ人は*地獄 

の直接の產物でぁる。其の年代記は戰慄すべき行爲に滿されてゐる。ユダャ獨立國でぁった間 
は野蠻行爲に專心し、其の征服さる、や、ファタセイ式神政に狂氣してゐる。 

(ゥ X スバシヤン) ……黄金革命は此の忌憚すべき人民の目錄なり。 

(ゴーメル)…… ユダャ人は陰險なる僞瞞者、不良なる會計官にして之れが爲め多くの人は苦 
しめり。 

( n — ラン) ……絕ぇずイスラ H ルの家を發ばけ。凡て彼等は僞瞞者 fe り。 

(マルチン.ル—テル) . 予は彼等の文書に依りユダャ人を判斷せん。彼等は我等をゴイ 

C 豚の意にしてユグャ人が非ユダャ人を指す侮蔑の稱號)と憎めり。而してユダャ人は學校に 
於て、敎會に於て，家庭に於て、吾人に有らゆる不幸を神ょり降さんことを祈禱せり。又彼等 
は我等の所有物を掠奪し、我等の支拂ふ利子に依て我等を破産せしめ、而かも我等を慘酷なる 
嚴刑に處せんとせり。斯かる行爲は古しへの偶像信者と雖も試みざの處にして、現今彼等の外 
名士のユダャ人觀 g 
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か、る惡德を敢てするものなし。之れ惡魔は自らユダヤ人を造りたるが故なり。ユダヤ人は愚 
昧慘酷にして往時ょり財物を惜しみ-嫌惡すべき迷信に耽り以て富を得，而かも彼等の罪悪を 
寛容し來れる非ユダャ人を惡くみ、總ベての民族中、最も破廉恥なる民族なり。之れを獰猛な 
る米國のヒュー n ン人及び野蠻なるィ a コン人に比較する時は、之等の民族は寧ろ人道の敎 
師、深遠なる哲學者なり。ユダャ人は不幸に逍遇する時は意氣消沈し、幸福を獲得する時は勇 
氣百倍す。 

(リハルドゥ•ワグネル)……ユダャ人は生活に對し利己的意志を代表し、利益の打算に强き 
狡猾なる動物の典型にして、人生の惡化に勝誇りたる惡魔の化身なり。 

( n ストマ— □ フ〕 . ユダヤ 人は フランスを 食ひ壶す毛蟲や蛆蟲である。 

(アポロ|||)……國家國民の利害はユダヤ人に關する範圍に於てのみ存して居る。ユダャ人 
が惡事に誘惑することの出來ない高潔の人と交際する時は、出來得る限り眞面目に交際する。 
其際善事を奬める事もある。然し其の善事から何か落ちこぼれを利用しやぅと狙つてゐる。然 
し不德義漢に遭ふならば其の企てを利用すべく益-奬勵助長する。南部及北部諸縣の住民はユ 






乙^诗咅刀=?吉誇摧 CT --^ lAIS コ 


ダヤ人が地方民に飲酒勝の弊風を鼓吹し、ゥォ；を與 へ、 愛飲者®財産が居酒屋に注ぎ込 
まれる様に仕向けることをよく知つてゐる。又地方民に窃盜を煽り盜品を質に取り淫蕩を手俥 
ひ、婦女子を誑かし、人の弱點を是認して自分等の利益になる如く導き、遂に滅亡に引入れて 
頓著しない。 

(ナポレオン第一 世〕 . ユダヤ 人の支配する官署 、ユダ ヤ人が金庫及び家政の鍵を握つて居 

る家庭、或る一課をユダヤ人に委ねてある行政廳、或は學生として、叉は學者の融資者として 
彼等を收容する大學等は、是非とも乾燥を要するポントの泥澤である。神の選民は地球上痴炉 
よりも恐ろしく*他民族の體に附着せる寄生蟲である。 

(ゲ—テ) . ユダィズム2ダャ主義〕 は、全人類に對する敵愾心を根據 として 建てられた も 

のであるから恐るべきものである。 

(ベ— トル 大帝〕 ……朕は我が露國に於て、ユダヤ人よりも寧ろ異敎徒或はマホメット 敎 徒を 
見度きものなり。ユダヤ人は詐欺師にして詭計家なり。彼等が如何に努力し如-何に朕の隣人 
に贈賄するとも、我が國內に於ては彼等の爲めに住家を建て商業を營ましむる能はざるなり。 

名士 s ユダヤ人觀 四七 
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(ビスマ—ク)……宗敎上の信仰を無視し、國家の基礎を發掘し、不法手段に依りて所有櫬を 
脅迫し、破産を以て贸易を平定し、農業の健全を键害し P 輿論を惑亂し、而かも自己の幾多の 
敎義的習憤に依りて國民の動亂を助長したる彼等は、一般生活の總ベての敎義上に於て、決し 
て默認し難き亂民となれり。 

(トルストィ〕……ユダャ人は棒を以て諸君の脊中を打たん U されど諸君はユダャ人に叩頭頓 
首すべきなり。 

(ドストィエフスキ—〕……ユダャ人及び其の長老會は卽ち露國に對する陰謀團なり。 

(ヵント)……彼等に好意を有する！：家の市民たる事を名#とせず、却つて其の國民を欺くこ 
とを好める商人のみにて、其の全民族が組織せられ たりと せば甚 しき 奇怪なり。 

(ポンタン〕■:…ユダャ人の說敎は常に呪咀の聲に滿ちたり。彼等は軍人としては卑劣なれど 
も兇惡にして慘忍なり。……彼等に哲學ぁるも淺薄なり。商業を營むも詐欺なり。 

C ド—リング)……ユダャ人は寄生蟲の形狀を以て他國民の體内に居住を定め、地上の到る處 
に利己主義と慘忍主義とを發揮せり。……彼等の出現せる地は場所の何たるを問はずユダャ人 











に羽 ei « と慘通 3 謀とを lw - t り £ ……狃等の出現せる蚶は場网の侗たるを問はずュダャ人 


に關する問題を惹起せり。 

(カント)…… 世界各國民の中に一の民族が雑居してゐる。彼等は自己の法律上、他の民族を 
敵視し、又國王の命令を無視し、又此の民族は我等の法律を度外し、我等の處置に反抗し、我 
國が幸福を得られぬ樣に最大の奸謀をめぐらしてゐる。 

(匕フ テ〕 ：：： ユダヤ人：^神に選ばれ—民族で—から*非ユダヤ人に比べて一頭地を拔き、 
心身共に非ユダヤ人ょり秀で、居ると考へ、従つて他民族は地上ょり吹き拂はるべきものと思 
ふてゐる〇 

(フランツ.リスト) ……ユダヤ人に取つて、好ましからざる人を罰したり殺したりすること 
は，卽ち彼等の所謂「獨立自由」なるものである。 

次にユダヤ人自身の觀るユダヤ人は何んなでありませぅか、ユダヤ人が神®如く尊崇するへ 
ルッル博士は、自己氏族に就て次の樣に觀察して居ります。 

(ヘルツル) . 吾人ユダヤ人は下方に對してプロレタリアと化し、社會の覆滅者と なり、- あ 

らゆる革命黨の下士團を造り、之れと同時に上方に對しては恐るべき我等が黄金力を增大せし 
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むるのである。 

(ヘルツル)……多數のユダャ人の居る處にはどこにでもユダャ問題が發生する。問題のない 
處には•移住するユダヤ人が問題を持つて行く。吾人は素より我々を排斥しない處に行くので 
あるが、吾人が出現すると問題が起つて來る。この事はユダヤ問題を政治的に解決し ない 限り 
到る處、文.化の發達せる H 土 (怫國を見よ)に於てさへ事實であり*又事實 として 現存するの 
は必然である。憐れむべきユダヤ人は今や反ユダヤ主義を英國に持つて行く 〇旣に米國には持 
ち込んだ……〇 

以上の諸文句を後章にある「ユダヤ聖典の内容」に照しますと、誠によき對照であります。 





七、フリ ー メーソン結社の話 
一、7リ—メ IV ンは祕密結社か 

我々がユダヤ诏題に關発して、フリ I メーソンのことを承知することは、頗る重要なこと、 
思ひます。 

「フリ ー メ ー ソン」 とは 英語の稱呼で あります が、露語及び佛語で「マッソン」と呼ぶのも 
同樣&ものを指して居るのであります。 

數年前まで日本の所謂學者と云はれる連中まで、フリーメ I ソンはあるがマッソンなど、云 
ふものはない とか、 實に認識不足のつまらぬ議論を堂々と新聞雑誌に發 表し、 又甚しきに至つ 
ては其の存在さへ否定した學者もありましたが、現在に於ては之を否定する様な人は一人もな 
く、 フ リーメーソンに關する注意が一般に眞面目に向けられる樣になつたことは國家の爲めに 
フ91メ1ソン結社の 話 S 
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誠に喜ばしき事と思ひます。 

過般ジュネ ー ブに於ける日支問題以來、ユダヤ問題と同時に フリーメーソンのことが非常に 
論議されましたが、之等の議論を見ますと大槪は一方に偏して居て、其の全貌を明らかに論じ 
たものは極めて少ない様に思はれます。 

卽ち或る人はフ リーメ I ソンを以て全世界を攪亂する大陰謀結社で あると 主張し、又 或る人 
はユダャ人の陰謀的祕密結社であると決し*.'叉或る人はフリ ーメー ソンは一 部の人が云ふ樣な 
陰謀的祕密結社で1 S い.而 i 謹な、社交的 Q 結社で 1 駿 して 居 
ります。 

一つのものに對して斯ぅいろ/\に論ぜられては、讀者がどれが本當であるか、 其の去就に 
迷ふのは勿論、其 SS 認識は結局、不認識ょりも却つて有害な結果になりはしないかと思 
ふのであります。 

そこで之れを私の硏究から見ますと、このいろ-^な議論は何れも間違へては居らぬけれど 
も、フリ ー メ ー ソンの楣の一面を論じたものに過ぎないものであると思ひます〇衣 つて 今から 



V 1グ-和£7:-|5を511ヒ^毛^に述きなレも«でぁると思ひます。依って今から 


ブリーメ ー ソンに 關する私の研究の | 端を-簡單に御紹介 致しまして 其の全貌を明らかにし， 
御參考 に供し 度い と思ひます0 

第ーフリーメーソンは祕密結社であるかどぅかと云ふ問題であ-りますが、所に依りましては 
祕密結社でなく單に公開せざる結社であると稱して居る處もありますが、單に公開せざる結社 
と申しましても、之は程度問題でありまして、公然たる結社でないことだけは明らかでありま 

ナ。 

上海に參りますと、或る店では公然フリ ーメ — ソンの持つ處の三角定規とコンパスのぶつち 
がひの徽章を賣つて：5り，又私がジヱルサレムで時々 K 物に行た店でも，フリ ーメー ソンの徽 
章を店頭に陳列してゐたばかりでなく、其の^:が私に向つて 
『あなたはフリーメーソンに何故人らないのか』 

.と平然質問しフリ~メーソン.メムバーの利益を說いて人#を勸めたことがありました。 

併しながら其の内容に至つては*何處も同様祕密でありまして、祕密の 中にフリ ーメ ー ソン 
*) 眞價があるのであります。 

フ9丨メーソン結社の話 S 
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二、 7リ—メ —V ンの起源 

フ リーメー ソンの意味に 就て は、 人に依つて 種々なる 說が あります が、今二三の比較的首# 
し得る說を參考に述べませう。 

フリ ーメー ソンの起原に就ては、從來メムバー鲽が之れ を 誇大的な ものにし やうと試みた結 
果、一般に神話的で、其の起原はハッキリして居りません。或はピタゴラスやユーク リットな 
どもフリーメーソンに關係があるとも云ひ-或はローマ時代の建築組合が其の前身であると云 
ひ、又或る人はソロモン殿堂の建築者と稱せ ?>• る、技師ヒラムがフリーメーソンの創設者であ 
ると主張し、又中には十四世紀頃にあつた欺堂騎士の組合が其の濫腺 であると 申して居るもの 
も居ります。現にスデンの大地方組合の如きは、自ら聖堂騎士組合の直系であると主張し 
て居りますが、さうかと云つて之に對 する 證據は別にない様であります。 

三、 V ロモン殿堂建設技士ヒラムとフリ—メ lv ,\ 




玆でヒ ラムと いふ名が出ましたから、ヒテ就て一寸お話しを致しませぅ。 

ヒラムはソ B モン玉の時に榮華の殿堂を建築した有名な技師であります。此の殿堂を建築す 
る際には王が自ら建築我を投じてヒラムに建造させたと云ふょりは、當時の人々に其の職業及 
び身分に應じて技術竝に材料を寄進させたのであります。 

例へば®エは石を運び之を刻み，材木屋は材木を寄附し、彫刻家は其の彫刻技術を寄進して 
H ホパの殿堂に獻じたのであります。ヒラムは其の當時の大技術家で、今で申せばソロ'モン殿 
堂の建設技師長であったのであります。 . 

このヒラム がフリ ーメーソンの創設者だと信じて居る人もあります が* ヒラムは殿堂建築落 
成後、其の建築祕傳のことから W 人の弟子に殺害されてしまひましたが、四人の内の一人は逃 
走し三人は逮捕されたのであります。現在 フ リーメ ー ソン結社 員の ドナのノッ4「三ッ1—を 
用ゐ ，又フリ ーメ ーソンの 用ふるあらゆる表徵は「三」の救を用ゐますが、之は此の逮捕され 
た三人に起因するのだと申して居ります。これとても古い話であり又確たる證據もありません 
から、眞僞のほどは解りませんが、或る一部の結社員は之を フリ ーメ ー ソンの起原と信じ，私 

フリ I メ — V ン結社の話 1 
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に說.明して吳れたことがありました。 

四、昔のフリ—メ—ソンと其の遺業 

そこでフリー メーソンなる名稱はどこから出たかと申しまするに、昔の職エメ ー ソンから出 
たもので あると 云 ふこと だけは、今日に於て何人も疑はない處であります。 

この 職エメーソンは謂は V - 石 H 、 大工、左官などの組合でありまして、他の總べての組合の 
様に其の棟梁は建築術の祕訣を其の職人や徒弟共に傳授したものであります。 

昔、桃梁は其 Q 5 S 子共 S 連れ、其 S 有—技術 S て S 洲を蠢し、仕事のあ 
る處に滯在し*常に仕事から仕事へと移動してゐました。 

建築抜術のまだ一般に進歩して居なかつた當時の歐州諸阈に於て、諸帝王の壯麗なる大宮殿 
を造るには、普通の平大工には到底出來なかつたのでありまして、此の建築祕術を傳へて居る 
處のフリーメーソンの團體のみが之をよくしたのであります。 

彼等は恰度昔日本の職人に職人氣質が あり、 又俠客仲間や之れに加はる仕事師などの間に、 



所謂仁義なる獨特の道義的風習があつた様に、職エフリ ー メ ー ソンの仲間には彼等特有の 風習、 
合圖、記號竝に技術の祕密を持つて居りました。 

そして普通の平大工 や、 ffl 舍の敎會堂を建てる程度の平職人に對して「自由なるメ ー ソン」 
と云ふ名の下に彼等と區別され -- C 居りました。 . 

又一方、此の「自由なるメーソン」なる名が、彼等が自由に歐洲に仕事を迪つて遍歷したか 
らばかりでなく*中世紀に於て彼等の技術は各國帝王や法王に認められ，特別に自由及び特權 
を與へられたのにも因るのであります。 

英國では此の種の組合の最初のものは、旣に紀元九三六年に於て、第一の大組合が 3 1クに 
集#を催して居ります。又怫蘭西では一二五八年パリにあつたことが記蘼に殘つて居ります。 

歷代の英國王は建築術を獎勵したので、 フリ ー メ ー ソンを 「王の技術」と稱する樣にな りま 
した。從つて今 口に 於ても巍々たる古城や、大きな石橋や宏壯な大寺院等が，フ リーメ ー ソン 
の遺業として摩つてゐるものが尠 くありません。 

この 職エ メーソンはィングランド、スコットランド 及び獨逸に於て隆盛を極めましたが、第 

フリ1メ—ソン結社の話 1 
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十七世紀の初め建築術の衰退に伴ひまして遂に消滅しまし尨。 

然し英國だけは其後も繼續しまして、段々身分のある素人が此の組合に入る様になりまして、 
英國のフリーメーソン組合に，新たなる傾向を生ずるに至つたのであります。 

當時毎月行はれたフリーメ —ソンの儀式には市民、貴族竝に學者が參加して其の組合員たる 
ことを 認可されました。然し之等の人々は職人でないので之を擬會員と稱したのであります。 
是等の中には フ リーメ ーソ ンの派手な宴#や組合の祕密に好奇心を起して引きつけられた もの 
もありましたが、新人#者があると其の出費で大宴會を催し、又多額の人#金を出させたこと 
も、此種の新人者を歡迎し其數を增加せしめた原因でありました。こんな調子で遂には英國の 
フリーメーソン 組合は、眞の會 ft ょりは 擬會員の救が段々多くなつたのでありました。 

五、職エフリ— メ IV ンよリ精神的7リ—メ—リンへ 

斯くて、一七一九年フリーメーソンの爲めに記念すべき大變動が起りました。卽ち！！ンドン 
及びゥ H スト.，、ンスタ ー にある 四つの古き職エフリ ーメー ソン組合は、相合して一の大組合を 



組織し、一人の大楝梁を選定し、 ES 若干の學者.神學者の採助を得て組合の儀式及び憲伴 
を改造し習惯を整理しました。 

當時牧師 Q ヤコブ.アンダ-"ソンは其の憲法を起^■し*一七二三年之れを^^に附しました 
が、之れが今日に至るまでフリーメーソンの爲めに m 要なものになつ.て居ります。 

斯くて 本来の職人フリ i - ソン 結社は、精神的のフ？ メ— ソン結社に變つたのでありま- 
して、 要するに今口の フリ ーメ ー ソンは 英國が本家本元であります〇從つて 現世界に 於けるフ 
リー メーソンの 元首は英國の コン ノ ー ト殿下であります。 

元來フ？ メ 'ソン結社の第一の義とされてあつたものは、服従でありましたが、此の精 
神的フ？ メ ..ソンに變つてから、全人類は一致 q 宗敎を奉ぜねば—ぬといふことが、第一 
の義務となりました。卽ち其 Q 意营霞具は善良にして忠實、名春を重んじ公明正大でなく 
ては 1。そして其 SS び信仰 S 何に拘らず、 S 全人類 If 宗 f 奉ずること 
に依つて*吾相離反せんとする人類 S に於ける一致 Q 中心となり、且つ S — 友®を壤 
り 上げる手段となすこどになつたのであります。 

7リーメーソン結社の話 • 竞 
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兹に於て言で極めて S であつた結社 s _ は、非常に不明瞭と なり、 之れ £し種々 
なる解釋を下す樣になりました。 

例へば結社員は一定の前提の下に於て、謀反及び革命を煽動す る權利を有す。 場合に依ては 
謀反を實行する義務を有する、とさへ云ふものが あるに 至つたので あり i す〇卽 ちフリーメー 
ソンの機關新聞フリー メー ソン.ク a =クルは次の様な ことを 發表して ゐ ます。 

『若しフ y 丨メー ソンは如何なる狀況に於ても反抗してはならぬといふならば.そ， rL は彼等 
の最高にして又最も神 si なる市民としての義務を毀損することになる。謀反は一定の場合に 
於ては一つの神聖なる義務である』と。 

なほ多數の權威 あるフリ ーメー ソン 新聞は、略々之れ と同樣なる意見を述べて 居ります。 

この英國に於けるフリ|メーソンの大組合が出 來上りまして 後、フ y 丨メーソンは 全 歐洲に 
5:つて非常な發達を遂げましたが、屢< 謀反の權利を實行した爲めに-治安維持上壓 迫を 蒙り 
ナポリでは一七三一年、波蘭では|七 一二 四年、和蘭では|七三五年*佛蘭 西では一七 三 七辛- 



塽太利では 一七 九四年に夫々禁止されました。然しながらそれにも拘らず是等各阔の細合の攀 
は 次 m こ增 加したのであいます〇各國のフリーメーソン結社は更に合して大組合を組織し ili 
に之れが世界的大組合に編入されて居ります。 

組貪は通常.見習、職 H 、 楝梁の三階級に分れてゐますが、此の區分は職人フリソ 
ン時代に起つたもので、其後各國のフリ•-メーソンは各<種々なる階級を設けて居ります〇卽 
ち十一階級あるも®、二十五階級1、三士 一一 階級あるも®、 I に九十五階級®ものも办 
ります。通常は スコットランド 式の三十三階級が廣く行はれてゐる樣であります。 

六、規定と義務 

备フリソン結社に共？る規定は、くソン結社 S 死を以て其 e 規定と祕密 
とを遵守するの義務を有し、又上級結社員に對して絕對の服従を•要求すると共に相互扶助と連 
帶責任の義務を持つて居ります。之れがフリーメーソンの極めて重要なる條件であります。そ 
してフリ ー メトソンは表面上は慈善事業を以て其の侦命であると稱して居るものもあります 

フ y T メ1 ソン結 ！¢1 の話 
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.が、元來其のモットーとする處は*自由平等傅愛でありまして、卽ちフランス革命の思想は此 
の自由平等博愛を實行したものであると申されて居ります。 

是等から觀察しますと、此のフリーメーソンの唱へる自由平等博愛も•表現の方法に依ては 
非常に恐ろしい結果を招來するものと云はねばなりません。 

玆に於てフリーソーソンの目的に就て、之を明瞭ならしむる必要が あると 思ひます。 

フリ ーメー ソンの最高幹部の一人である カールチ H . ラ.タントは一九〇〇年八月三十 一日 パ 
リに開設された萬國フリ—メ I ソン事務所の H 的に就て次の如く言つて居ります。 

'『萬國フリーメーソン■事務所開設の目的は 

一、 全世#フリーメ1ソンの力を合一せしむること 

二、 世界を紛亂に陷る、爲め必.要なる據點となること 
而して其の最後の目的は世界共和國の建設である』 

と說明したのであります。 

尙ほ一八八九年七月十六、十七兩日開催されたパリの第一囘フリーメー ソン# 議は、フラ ，〆 



ス大 革命百年1に開かれた念1りますが、此の 席上に於て カル チ r フ.タントと同様な 
る意見が發表されました。® ち7リ ，メ 1ソン®目的は無神論的世界共和國の^^でありまし 
て、當時 SS フランコ リンは、式の樣に其©目的を率直に述べて居— す。 

『十 A 叱 r«j も一七八九年(卽ち佛蘭 西革命〕を も 有しなかつた各國 に、 君主政治及び凉敎の沒 
落する時が來るであらぅ。こ®日は 最早 や 遠くはな S 。 吾人は此日を期待して ゐる® である 
此日に於て！ V リ1メ-ソン的四海兄弟なる實が擧げられる®である。之れ卽ち吾人の將來に 
對する 理想で—、そして此日 Q 一 ai か S らん二と—こと—人 S 任である」 
と0 

尙 ほ 匈牙利の フリ-メ- ソンの有力者へベジ'が*フ？メ■"ソンの目的£ て、 SS 
述べて 居ります 0 

『世界マッソン 同盟に依つて世3^を®かす％如き重大問題に對しては、全裳の7リ-メ I 
ソンは 合.一せる偉大なる、勢力を及ぼし*フリ1メ1ゾン的の意義卽ち共和政體に有力なる如 
く時事問題を解決すべきである』と。 

フ 9. 1 メ —ソン 結社の話 ご 
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七、終局の目的と世界大戰 

以上に依つ て， フリ ー メ ー ソンの終局の目的といふものが、世界共和國の建設にある ことが， 
明瞭でありませぅ。 

之れが爲めに民衆を！ g 動して描威 ある 支配者、卽ち彼等の所謂「暴君」 に 反抗せ しむるの必 
要があつたのであります。又君主政治を消滅し、各國民は精神的に開放され 改造され、 R . つ支 
配權を阈民の手に掌捤すべきであつたのであります。其際に於て各國氏の上に立つべきものは 
何人でありませぅか。言ふまでもな くフリーメー ソン以外に此の任に當るものはない とい ふ C 
とを彼等は巾して居ります。 

事實に於て過去に於ける世界大戰は、フリ ーメーソン 結社員に依て計畫 さ. れ 、フリ ー メーソ 
ン結社 M に依つて口火を切られたと中されてゐます。卽ち一九一四年六月二十八门塽國皇備フ 
ランツ •フヱ ルヂナンド大公は、サラヴォエに於て、セルヴ ィアのフリーメーソン結社員の爲 
めに暗殺されたのであります0 



尙 I が匈牙利に於て フリ -メ 1- ソンのロッヂを見學しました 際、その管理者マ'ドク氏は 
『填重 儲 Q 暗殺者は、 此 Qn ッヂに於て相談され、結社員は茲で夕食を共に して、 暗殺者 
を遂つた』 

と 私に語りました。.然し他の一人は之を雲しましたが*鬼に角故填國皇儲の暗殺がフリ1メ 
1ソン結社 S 手に依つて|れたも®であ S とは疑ふ餘地 S りません。 

註フリ— メ1ソン.ロッヂとはフ？ メ.■ソン座と■するが■フリ I メ-ソン結社員の—する 
會堂である。其の內部は結社貝以外は絕對祕密で何人も入ることが出來ない。 

八、7リーメーソンとユタヤ關係 

フリ1メ1 ソンとュダヤ人との關係に就ては、ソロモンが其の創設者であるといひ、或は曩 
に申した通り殿堂建設技師ヒラムが始めたとも云ひますが、此事はハッキリして居りません。 

然し結社員の用ふる言葉には非常にへブラィ語が 多く、 又ュダヤ式の形式が多分にあるので 
フリ il ソンは—ュダヤ Q 結社でないかと一寸考へられないでもありませんが、其の歷史 
フ！ メ t ソン防社の話 
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は前に述べた通り、ュダヤ人とは全く無關係に職エフリーメーソンから發逹し*其のユダヤ臭 
い處は舊約全書を信じてゐた基督敎徒に依つて揷入されたものであると申して居ります。 

此のフリーメー ソン 結社の創立當初に於ては，ュダヤ人は此の結社に入る事に努めましたけ 
れど、當時ュダャ人は絕對に人ることを拒絕されました0 

初めてユダヤ人のフリーメーソン結社が出来たのは、一七八〇年頃でありまして、フランク 
フルト.アムマィン市に二つの組合が設立されたのであります。然し此のュダャ結社は他の結 
社からは承認されませんでした。 

其內に段々ュダャ人の人社に贊成する意見が現はれる様になりまして、遂に|七八三年フラ 
ンクフルト.アムマィンの結社がユダヤ人を採用することになりました。 

然し一八 I 一年に至りまして、非基督敎徒を排除する樣になつたのでありますが*其後|八 
四四年に至りまし- C - 再び該結社はュダャ人の加入を許すに至りまして、今0では該結社の重奥 
なる地位は殆んどュダャ人を以て占むる樣になりました。 

匈牙利に於ては一八九〇年代に新たにュダャ人を採用する様になり、其後十年にしてュダャ 



人で指蠢地位に就くものが出來 S め.某督敎徒の此の組合—るものが續出しました。遂 

に S 大警 S 於 5、 匈牙利 メ i ン結社®有力者は.殆んど5ヤ人に依て占 

められる有樣となつたのであります。 

怫蘭西の雜誌アヵシアは一八二三年に* 

『ユダヤ人たき組合なし』 . 

と報吿して居ります。 

.フ？ メ 1 ソン結社は 一 S 澤結社と呼ばれる？で、貧乏人は人らぅとしても人ることが 
不可能であります。 莫大な人—-を 納め、 更に S 數畐の—を納めなけれ1せん。 
此點から中しますと.金 S まれたユダヤ人5? メ •■ソンに人ることが極めて容易なこと 
でありまして、而も1 なく、 又— S 民的背—持たぬユダヤ人が、社 S あらゆる有力 
fxi し、而も强固 t 世界的連繫を有する大祕密結社に人籍 す— とは、彼等の活 

動上最も便利であり又望ましい處でなければなりません。 

從って各國 Q 結社が、ユダヤ人を入社せしむる様になりまして以來、ユダヤ人か續々として 

フリーメーソン結社の話 
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人社すると同時に、入社後は最も熱心なる結社員となり-又他の結社員と違つて道樂半分でな 
く眞劍に此の團結を利用しやぅと努力したのは當然なことであります。 

其の結果どこの國でも-結局ユダャ人が最も出世し、内部に勢力を張り*遂にはフリーメー 
ソン結社をユダャ主義化して，之れを左右する大勢力を獲得するに至つたのであります。 

フリ ー メ ー ソンが其の歷史に於てユダヤ陰謀と何等關係がなかつたに拘らず、 フリ ー メ ーソ 
ン結社卽ちユダャ陰謀團であるかの如く、人が考へる様になつたのは以上の次第からでありま 
して*又其の結果から考へて見ますと無理からぬこと V 思ひます。 

九、結社數と結社員 

フリーメーソンの階級に就ては前に述べましたが、主なる國の結社數竝に結社員は槪要次の 
如くであります。 

英吉利 結社数三一五五 結社貝 四十萬人 
佛蘭西 結社數 四七〇 結社員三萬三千人 



獨 逸 結社數 五五九 結社貝五萬八千人 
米國は特にフリーメーソンの大なる發達を遂げ大結社 一 Tr 個、 ィ結社一萬六干ぉ社 fl 护二 
百萬を算すると中します。 

以上の外、西班牙、波蘭、露西亞、支那、日本を初め各國にあります。 

次にフリーメーソン結社員で有名な人々を擧げて見ませぅ。 

米國ではワシントン、マッキンレー、タフト、ルーズヴエルト、ウィルソンなど殆んど代々 
の大統領こしてフリーメーソン結社員ならざるものはありません。又結社員ならざるものは大 
統領となる資格がないとまで申されてゐます。なほ有名なランシング、ハウス大佐、パーシン 
グ將軍、ゴンパースなどもフリーメーソンです。 

歐洲ではボルテール、ナポレオン、ポアンカレー、マッチーー、ソン-ーノ、ダヌンチオなど 

尙ほ支那では孫逸仙が世界的有力者でありました。 

4上はほんの一部に過ぎませんが、現在歐米に於て有名なる政治家、外交官は先づフリ 
1ソン 結社員ならざるものなしと斷定して誤りないでありませぅ。 

フリーメーソン結社の話 六九 
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我國に於ては勿論、祕密結社は法律上厳禁されて居りま十から、東京其他に a ッヂが あると 
いふ ことを 耳にして居りますが、勿論之は日本人の入社して ゐる ものでなく、外國人の結社で 
ありせぅ。然し日本人の 冇力 者で フリ ー.メー ソン 結社に入つ てる 人もないではない といふこと 
であります。 

十、帝國と7リ—メ — V ン國家との對抗 

今まで說明したことに依つて、フリーメーソン結社なるものが、如何なるものであるかとい 
ふことが*大體お解りになつたこと、思ひますが、尙之を結論的に申上げます。 

フ yl メーソン 結社は非ユダャ人に依て創設され、又發達したものである。 

而して近世紀に於てユダャ人が之に入社を許され、現在に於ては該結社の中心勢力は殆んど 
各國共ユダャ人に掌握さる、と共に、該結社はユダャ人に依つて指導されつ、あります、又現 
在は、ユダャ人のみを以て成る處の結社が設立されて居りまして、之に對しては絕對に非ユダ 



ヤ 人を 入れない といふこと であります。卽 ちフリ ー メ ー ソン 結社には、非ユダヤ人の設立した 
ものと、ユダヤ人のみを以て設立したものとがあるのであります、私が嘗てスタンプールに滯 
在中•或る土耳古人が、 

『今の土耳古共和國の大臣連は殆んど結社員である、そして此の結社の中にユダヤ人は勿論 
人つてゐる。然るにユダヤ人の創設した結社がまた別にあつて、之れには一人の土耳古人を 
も入社せしめない、實にユダャ人は勝手なものです』 

と私に話をしたことがありました。 

フリーメー ソン結社は表面，人道主義特に 自由 平等博愛をモット ー とし、其の事業として慈 
,善事業を爲すものであり、結社員の相互扶助を目的とする社交團體であり、職工、徒弟と稱す 
る下級 メム バ ー は事實斯の如く思惟し、又實行して居るのでありますが、然しながら フ y 丨メ 
1ゾンの目的は 民族及び 國家を超越した處の世界的圑結であつて、 フリーメー ソンに依つて支 
配する世界共通の共和國を建設すると云ふことが、其の理想であ5、其の目的である處から考 
へて見て*國家的でない事が明らかであります。殊に共和國建設の爲めに最も障害となるもの 

フリ丨メー ソン結社の話 七一 
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は帝國であり王國であるのであります。 

更に又、フ リーメー ソンの死を以て誓ふ處の誓約は、絕對服従で あり、 連帶責任で あり、 祕 
密嚴守であります。故にフリーメーソンの最高幹部が或る，方策實行のために命令を發する時 
は，其の結社員たるものは、其の好むと好まざるとに拘らず、其の W 肢の如く働かねばなら-ぬ 
ことは明らかなる處であります。 

之れを過去の各國に於ける歷史に鑑みまするに、佛蘭西革命を初めとして、又世界大戰を合 
一!として各國のフリーメーソンが如何に活動し、其の結果各國の帝冠が如何に嘴落したか、今 
やフリーメーソンの目的に副はない國家は世界中に口本帝國あるのみであります0 

英國は帝國であるけれども、其の實際政治 ■« 共和國と同様であり、而も其の皇室自體が旣に 
フリ ー メー ソンで あり、英國の政策卽ちフリーメ ー ソンの 政策で あると さへ 稱せら る k に至つ 
てゐるのでありますから之は問題にはなりません。 

今や大 E 本帝國は、世界フリーメーソン國家の中に、唯獨り毅然として彼等と相對峙してゐ 
るものと私は考へるのであります。 



t の意味から考へて、4，帝國はフリ ー メ ー ソン的意味から*之に對抗する非常時であると云 
つても過言ではありますまい。 

n - し世界列强中に於て^'太利はムッソリ 1- 一に依つて、フリーメ—ソンの危機より救はれ 
歐洲の一角に毅然としてフリーメーソンを睥睨して居ります。 

又獨逸はヒットラ—に依つて「ユダヤ人の證」より眞の獨逸に還元すべく救はれつ、ある 
と同時に*フリーメーソンの災害より逃れつ、あるのであります、卽ち先般ヒットラーは獨逸 
に於ける最も有力なるフリーメーソン結社「三ッの地球」に大彈壓を加へユダヤ人結社員は逐 
放され、共の結果「三ッの地球」は純粹の慈善圍體に變化するに至りました。然し獨逸のナチ 
ス 團の舌#は米成品であります。果してうまく行くでありましやうか、どうでありましやう。 

今まで私はフリ-メ-ソン結社が、現在ユダヤ人の®人に依つてユダヤ化され、共の虛要な 
る位®はユダヤ人に依つて占められる樣になつ.た事を述べましたが*兎に角フリーメーソンは 
表面は人道的社交的結社であり*或は單に公開せざる結社であると稱するものもありますが、 
在弟、職 H 階級はいざ知らず、其の最高統帥部の策謀により、フリーメーソンの最終目的達成 

フ”丨メー ソン 結 St の 話 i 
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の爲めには、平和の天地に大禍亂を卷き起し得る、世界一帶に至る大祕密結社であるのであ 



八、 國際 Iff 盟とユダヤ人並 


フリ-— 


ソン 


一、國際聯盟と日支問題 

昭和八年 一 1一十ー ロの貴族院本會議祕密會に於て赤農氏は內田外相に對してユダヤ國際 
聯盟の內幕を曝露し、ユダヤ人乃至フリ~メ1ソンに對して銳く外相に質問を發して居ります 
が、新聞に報ぜられた其の質問應答の一部を次に揭げて見ます。 


赤 池 濃；^ - 國際聯盟の蔭にはユダャ人の祕密結社が暗躍してゐ石〇ドラモンド事務總長 

も支那に厚く反日傾向が著しいではないか。是等の陰謀を何故阻止しなかつたか。我國側と 
して聯 a 當局の背後の實體を認識してゐたか。 

外相 —— 外交 上公然と 是等ユ ダャ 系の運動を阻止する ことは 出來なかつた。 

國際«盟とユダャ人並にフ9 — メ1ソン ， S 
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赤池对-ユダャのフリーメーソン結社は H 本が國際聯盟脫退後更に我阈の經濟上社會上 

に ffi 惡なる魔手を仲ばして壓迫を加へて來るであらう〇之が/ ij 意ありや。 

外相^-有益なる忠吿である。 EF の處何等之に對する具體的對策はないが考慮する。 

と答辯し赤池君の聯盟内幕啜露は多大の衝励を與へた。(東京 H 々# 聞二月二十二 H 夕刊所載) 

然らば 一 ffi 國際聯盟とユダャ人とはどんな關係がありませうか〇抑阈際聯盟は米阈大統領ウ 
ィルソンに依て唱導提議されたものでありますが、此のウィルソンの祕書役として ウィルソン 
に大小となく進言し、裏面に於て大活動を演じた人物は誰れでありましたらうか。之れは有名 
なヂスレリ ー といふ亞米利加ユダヤ人でありまして*米國人は 彼を 稱して超ユダヤ人と申して 
居ります。亞米利加あたりの晞さでは.ウィルソンは此のヂス レリ ー の ロボットで あったとさ 
へ一一 M はれ、國際聯盟なるものはもと-^-ヂスレリ ー 等のユダヤ人並にフリー メ I ソンの 人々 こ 
依つて提 fr されたものであると言はれてゐるのであります。 

そこでユグヤ人に依つて提言された國際聯盟に對して、ユダヤ人は如何なる解釋をしてゐな 




でありませぅ か。 

次に一九二五年十一月十五口發行かヴュー.ジュネーヴ紙に揭げられた「ユグヤ人と_際聯 
盟 j と題するユダ ヤ人に依って書かれた IB - 事を硏究して見ませぅ。 

『 . その 指導 精神からして 國際聯盟は ィスラ ヱルの運命に二重の關係がある。 W 際聯盟は 

國際 in ] 題の平和的解決の機關であるからして、國際民族たる此のユダヤ民族ょり以上の確固 
たる i : 拨を受けることは川來ない。而してユダヤ民族の國際主義はィデオロギーではなくし 

て現- K の問題であり死活問題である。 . 吾人は國際主義の最初の 具體的 提案者であった… 

…阈際聯盟は、ュダヤ民族が其の全世界へ離散以來、民族生活の根底をなして居る事柄を、 
政治的に實現するのである。』 

以上の記事に依りまして其の成立の如何を問はず、少くもユダヤ民族の W 際聯盟に對する根 
本觀念は明瞭であると思ひます。 

又事實に 於て、 國家を 有せず而も世界に分散居住するユダヤ人が、ユダヤ政策實行の爲めに、 
此の阈際聯盟が如何に便利なものであり、ユダヤ人が之を利用せんとすることは*彼等， * c して 

阈際聯盟 とユダヤ 人並に フリ I メ I ソン 
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當然 のこと であらねば. なりません。 

そこで此の國際聯盟成立以來ユダャ人等は、此の國際聯盟に確固不拔の地盤を築くべく、不 
斷の努力を拂つて來たのであります。卽ち其の結果として、最近に於ける聯盟の內外は次に述 
ベます様に殆んどユダヤ人を以て充たされるに至つたのであります。 

先づ第一 fc 、|3支問題勃發以來我々日本人の腦裡に深き印象を與へた處の聯盟事務總長ドラ 
モンドは佛阈ユダャ人であります。事務次長の一人は杉村陽太郞氏でありましたが、今一人の 
事務次長はアブノールといふ佛蘭西ユダヤ人であります。 

最近ドラモンドが事務總長を勇退致しますと，又もや事務次長であつたユダャ人のアプノー 
ルが事務總長に就任し、依然として國際聯盟の元締はユダャ人に依つて占められてゐるのであ 
ります0 

國際聯盟は W つの部から成立してゐますが、一人の部長はリツ トン 調査團の祕書長と なりま 
した佛蘭西ユダャ人のハー K であり、今一人の部長はかの有名な波蘭ユダャ人 ラィヒマン 博士 
であります。 



更に聯盟の經濟部長は獨逸ユダヤ人ソルターであり、寅傳情報部長は同じくユダヤ人なるコ 
ンメンであります。 

日 支 交渉の 大詰に活躍したチ K ッコスロバキヤ代表べネッシュは、矢張りユダヤ人でありま 
して、 彼はチコ ヱッス ロバキヤ建國以來の外相であり、又聯盟創設者の主なる一人でありま 
す。今囘日支交涉事件に彼が小國側のリ丨ダ丨として、如何に活躍したかは我々の記憶に新た 
なる處であります。 

尙、西班牙の代表マダリアーガも亦•ユダヤ人でありまして、彼の活動も素晴らしいもので 
あります。 

更に最後の總#に於て議長をつとめ - fe 伯耳義代表ィーマンスもユダヤ人でありまして、ベネ 
ッシュとは無二の親友であります。 

此の外に聯盟の外廓に於て我々は大なるユダヤ人を見るのであります〇卽ち英國外相サィモ 
ン ft もユダヤ人であることは有名なる事實でありますが、共の前任の外相レーヂング卿も亦ユ 
ダヤ人であります。 

W 際聯盟と ユダヤ人並に フリ~ メー ソン 七九 
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なほ^件の當初活動し.其後間もなく死んだ W 蘭西の有名なるブリアンの祕書官長は、誰れ 
でありませうか。支那通にして而も親支主義者であつた處の、之れもユダヤ人であるレ ー ゼで 
あります。 

更に又、支那本國に在りまして滿洲事變、上海事變に大なる交渉を持つた處の英國公使ラム 
ブソン、米國公使シムブソンは何れもユダヤ人*上海：丄部局長(市長〕として有名なるフッセン 
デンが、之れ亦米國ユダヤ人であることは周知の事實であります。 

以上列攀致しました人々の個人々々に就て、ユダヤ人であることを御存じの方も少くないで 
ありませうが、斯の如く系統的に集めて見ますと、今更ながら阈際聯盟の内外に於ける活動役 
者の、殆んど大部分がユダヤ人であつた、といふ事實に一驚を喫する次第であります。 

そこで 私は、日 支交渉の論議は民族的に見て結局 •口 本人對ユダャ人の論带であつたと云つ 
て決して過言でないと思ふのであります。 

以上申述べました處を一曆明瞭ならしむる爲め一表にしてお目にかけませう。 
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右の表に依て聯盟のュダヤ勢力なるものがハツキリ致しましたが、更に進んで U 支問題以来 
の彼等の活動振りに就て一 W 致しませう。 


11、ユダヤ人の國際的活動の周到なる準備 

如何なる仕事を爲す上にも*之れが準備といふことが殆んど其事の成否を支配する大切なる 
事でありますが、殊に戰爭であるとか國際會議であるとか、いふ様な重大問題に關しては、實 
行そのものよりも、先づ第一に周到なる計畫準備の必要なることは申すまでもありません。 

例へば我々は、今囘の滿洲事變勃發當初竝に熱河討伐の疾風迅雷的なる日本¥の行動に就て 
驚嘆措かざる處でありますが、此の疾風迅雷的行動を爲し得たといふことは、之れに對する周 
到緻密なる計畫準備にあつたのでありまして、如何に日本軍が勇敢機敏であると申しましても 
















何等の計畫なく漫然と敵に向つたのでは、到底今日の如き痛快なる活動は出來る箸のものでは 
ないのであります。 - 
例へば滿洲問題が次第に險惡となりまして、或は滿洲に於て日本軍と張學良軍との衝突が免 
かるべからざるものであると察するや、在滿日本軍は之れに對する處の準備を日夜怠らず、聞 
く 所に依りますと*若し〇〇中隊が奉天城攻擊に向けられた場合には、〇〇小隊はどの門から 
向ひ a つ〇〇上等兵は此の城壁を昇り、其際は石垣の何れの處に右手を掛け、どの石に左足を 
掛けるかと云ふ處まで準備してゐたと云ふことであります。九月十九日午後十時柳條溝ょり事 
件が突發した爲めに、之が實行には至らなかつたのでありますが、斯の如き準備、少なくとも 
精神的準備と覺悟とがあつてこそ克く與猛果斷、僅かに十分の一にも足らざる寡兵を以て、疾 
風の秋の木の葉を捲くが如く*大敵に殺到して之を席卷し得たのであります。 . 

熱河の戰勝に於ても、共の戰勝の原因は同様であると思ふのであります、それを單に支那軍 
が弱くて、日本軍が强いのだと簡單に片附けるのは餘〇に m 純な考へであります。 

話は、ひどく横道に這入りましたが、.ュダヤ民族は世界唯一の國際民族で あり、 而も其の策 

國際聯盟とユダヤ- A 並にフ”1メ —ソン S 
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謀に於ては世界無比の民族でありますから、各種の重大問題に臨むに當りましては、勿論之が 
準備を怠つ たことは ないのであります。 

今、之を歷史的に觀察し、若干其の例を舉げて見ませぅ。 

『旣に一九〇ーニ年 シオ-ー スト第六囘會議に於て、世界大戰は豫言せられ、共の推移と結果が 
吿げられ、尙ほユダャ人が乎和會議に於て執るべき態度さへ大體に於て決定せられて居た』 
と云ふことが、亞米利加に於ける唯一のユダャ對立者として、ユダャ人の活動に關す：忌憚な 
き意見を發表し、之が爲め遂にユダャ財閲の忌諱に觸れ、徒らに四十1®の巨財を擁して沒落に 
瀕しつ、ある處の自動車王へ ンリー.フォー ドの著書に明記されてあります。 

又、ユダヤの學者として有名なドクトル. H ス.ベルンシュタィンのシオ--ズムの書に次の如 
く述べてあります。 

『露阈に革命勃發するや、シオ-ーズムは啻に壓迫されなかつたばかりでなく、更に勝利の行 
進を開始した。一九一七年五月に於ける露國シオンズム主義者#議は、意味深長なる政治上 
の一大示威運動で.あつた』 



世界大戰後、平和會議が開催せられんとする其の一週間前パリに於て、ユダヤ會議が開催せ 
られたといふことであります。 

今 N の日支事變が勃發しジュネーヴの國際聯盟に於て日支問題が討議せらる、や、昨年八月 
ジュネーヴに於て、全世界ユダヤ人#議が開催せられ、本問題に對するユダヤ民族の執るべき 
方针が決定せられました。 

尙ほユダヤ人と密妾なる關係を有するフリーメーソンの會議が、聯 M 間催中屢‘催されたこ 
とは、當時ジュネーヴに居つた日本人の知つて居る處であります。 

之に依つても、ユダヤ人が今囘の日支問題に對して、如何に周到なる準備を以て向つたかが 
明らかなる ことと #じます0 

三、第二次世界戰爭への近迫 

阈際聯盟とは單なる阈際會議ではなく實は國際議會である、卽ち W 際聯盟と稱する®際議# 
を中心として、阈際政：^行はれて M ると見ることが、聯盟に對する? S 當なる觀察であるとは、 

國際聯盟とユダヤ人並にフリーメ —y ン 〈玉 
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我が代表® • 問の實話であります。 

旣に之れが議會である以上は、そこに黨派が必要であることは勿論であります。從つて大國 
は各 < 小國を率ゐ、小國は大國をパト a ンとして、各'其の意見を遂行する ことを 考へてゐるの 
であります。 

, 阑際聯盟の此の愦況を看取した處の支那は、旣に四五年前から聯盟に地盤を築くべく大なる 
努力を拂つて來たのであります。之が爲めに聯盟事務局を第一に利用する事を怠らなかつたの 
であります。卽ち支那側は聯盟に對し支那の文化的開發を委托したのであります。 

_際聯盟としては、支那の犬なる信賴を受けたのでありますから•非常に喜んだ ことは申す 
までもありません。 そこで 彼の上海事變の際に、國際聯盟は其の衞生部長たる ドクトル1フイ 
t マンを支那衞生施設改善といふ名 H の上に支那に派遺したのであります。 

このライヒマンは眞如の 無線電信 所に寢臺を持込んで、三百餘通の 日本に 不科 なる電報を 刻 
々聯盟に報道したことは御承知の通りでありまして、 ライヒ ヤンは 全く 支那の 傀儡となり、支 
那を呼ぶに「我が支那」と申す ( i どの支那最負でありますから、日本に對して有利なる 電報を 



打つ害はありません。 

國際 聯盟は、次ぎに支那交通施設改善といふ名目の 下に、 交通部長ハースを支那に派遣しま 
した。彼も亦、支那を呼ぶに！'我が支那」といふ代物であります。ハ-スが支那にやつて來て 
からどん な活勐をしたかは*諸君の旣に想像し得る處でありませぅ。 

一體四十二對 一 Q 結 fp し、遂に a 本が聯 f 脫退しなければ —8 な管に陷れた處 
の、 a 本に非常に不利にして支那に非常に有利なるリットン報吿書なるものは、誰の執筆に成 
0たものでありませぅか。 

これぞ卽ち、今申しました國際聯盟交通部長で、且つリットンの祕書官長となりました此の 
佛@西ユダヤ人ハが起案したも Q でありまして、ハ-スがリットン調査團®中に於て、如 
何に横暴秦力を振つたかと 一 M 二とは、フランス代表クロデル將軍が 

『自分は他國人と戰ふょりも、自國のハースと戰ふ方が遙かに骨が折れる』 

と浩歎したことに依つても明らかなことであります。 

櫧盟脫退9_箭問題として、兎に角吳問題に於て、日本が如何に不利なる情況にあつ 

國際櫛盟とユダヤ人並にフリ了メ I ソン 八七 
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たかと云ふことは、之に依つて十分會得される處と思ひます。 

尙又、特に 聯盟内で 犬に活動し、我々 の 腦裡に深く印象され てゐる 處のチ H ック代表べネッ 
シュも •今申したハー スもラィヒマンもスペィン 代表マダリアーガも是等何れも マッソン 團員 
であります。 

尙聞く處に依りますと、顏惠卿も顧維鈞も亦此の結社員であると云ふことでありますから， 
其の間互に機微なる聯繫があつたであらぅといふことは，聯盟開催中屢<其の祕密會議が行は 
れたことに徵して看取し得る處であります。 

然らば國際聯盟を左右するユダヤ人竝にフリーメーソンが、日支を紛亂に陷れ、我が帝國を 
孤立に陷れたのは果して如何なる目的がそこに藏せられてゐるのでありませぅか。 

此のことに就ては、フリーメーソンの授終最高の： E 的に照らして御判斷に任せ度いと存じま 
to 

我々は第二次世界戰爭の一刻一刻接近しつ、ある事を感得せずに居られないのであります。 



丸、映畫に 依るユダャ 侵略 

I 、現代の流行と我が傳統の破壊 

現代の我國に於て*映*といふものは、旣に藝術的趣味的の鑑賞範圍を超えて、一般 M 衆の 
生活必需品の域にまで進んだと云つても差支ありますまい。 

この映畫に依る人心の推移*殊に靑年男女の心に反映する影響はどんなでありませうか。實 
際映畫は是等民衆に對して如何なる影響を輿へてゐるでありませうか。 

第一に現代のモードを仔細に檢討したならばどうでありませうか。例へば男子の服裝に於 
て、肩の張りやズボンの形に至るまで、殆んどスクリーンに映ずる亞米利加俳優の著想に依つ 
て.流行は次第に變化して行きます。之れが爲めに氣の利いた洋服屋は，映*の封切り毎に之れ 
を11いて、注文者の先手を打て流行の先驅けをやらねば，食つて行けないと云ふ有様でありま 
映*に依5 ユダャ 侵略 八れ 
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す。 

殊に若い婦人に至つては*ディートリッヒの映畫を見ては、直にディートリッヒの弈貌に扮 
し、シルヴィアシド-一1がスクリーンに現はれますと、之れ亦世を擧げてシルヴィアシド-ーー 
たらん とする 有様でありまして、近頃では銀座な どを 步いて見ましても、殆んど眉毛に毛の生 
えてゐない女が少くない有様であります。 

極端なる連中は、我が民族獨特の黑髮を赤く縮らし、自分の眼玉が靑くならぬのを嘆つてゐ 
る有様であります。是等の ものは 旣に化粧の範圍を超えて、全く映畫的扮裝に憂身をやつして 
ゐるのであります。 

又我が第一流の新聞は、如何にジァーナリズムの風潮とは云へ、態々貴重なる紙面に映畫欄 
を設けて映畫の紹介に努め，叉幾多の月刊雑誌は、此の映畫の記事に依つて、其の販賣高を增 
加せ んと 努力して居ります。 

此の映畫の勢力たるや、誠に偉大なるものでありまして、目下の日本の若き靑年男女が’有 
形 無形に 映畫に 依つて受くる釤響 は、 蓋し甚大なるものが あるので あります。遂には此の影響 



が家庭ょり道德にまで及び、我が尊き傳統を破壤してスクリーン化しつ i あります。 

.然らば此の映畫なるものは、何人に依つて製作され、何人に依つて販賣され、而して映畫に 
依つて收められたる利益に對し、ひそかに微笑んでゐるのは果して何人でありませぅか。之れ 
は言ふまでもなくュダヤ人であります。 • 

玆に今からュダヤ人の映畫支配に就て"少しく御紹介することに致しませぅ。 

二、ユダヤ•トラストの劇場占領 

そも^^ 演劇は、 ュダヤ人が、民衆に對する趣味の指導及び精神轉換の^器として彼等が. 
最初から 重要視した處でありまして、ュダヤ人に依る劇國の支配と云ふことは今初まつたこと 
で卜丄 く、次^こ於ては旣に_著なる事實となつて居ります。卽ちュダヤ人は劇場を支配するこ 
とに 衣つて他设族を指導し、同時に之に依つて莫大の黃金を集めつ、あるのであります。 

米阈に於ける劇界は西曆一八八五年までは、非ュダヤ人の支配下にありましたが、同年以降.. 

映镫に依るュダヤ侵略 九一 
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漸次にユダヤ人の手に M しました。 

それから以後、ユダャ人經營者の^加するに伴ひまして，舞臺上の技藝妓に S 的精神は非常 
な加速度を以て墮落し、劇は鑑賞的藝術ょり遂に商品と化し、同時に觀客も若き人々を本位と 
するに至りました。從つて天才的名優の古典的後雅なる藝術ょり肉感的喜劇、滑榕劇が盛んと 
なり*時代を追ぅて、ユダヤの宣傳に依るスターがもてはや3れる樣になりました。 

殊に今まで下等なものであり、下品なものであるとされてゐた處の淫荡極まりなき非道德的 
な演劇が、無遠 r « に演ぜられ：樣になりました。 

米阈に於て、斯くユダヤ人が劇界に進 m すると同時に、ユダヤの演劇トラストなるものが 企， 
てられ、僅に約十年問にして全米 W の重要都市に於ける三十七大劇場を支配し、更に彼等の結 
束に依り、逐次に非ユダャ人經膂の獨立劇場を佼蝕し、其の獨立劇場の經營難に陷るに乘じユ 
ダヤ.トラストは 悉く之を M 收し盡したので あります 。彼の 紐 育に有名なる オペラハゥス、メ 
卜 a ポリ タンはオト•ヵンと いふユダヤ人の支配する處でありまして*彼 オト•ヵンは 目下米.. 
國劇界に於て絕對的勢力を掌握して居るのであります。 



三、活動寫眞の出現とユダヤ獨占 

斯くて今ょり 一二 十數年前，活動寫璧るも Q が現は t や、此 Q 瞀なごダャ人は齡支 
配の雲として、產大1蠢け Q 材料として、之れに誓した S 中すまでもありません" 

アメリヵ 新聞 Q 報ずる處に依る と* 一九二一年の頃に 一一 r ョ-ク で活動寫眞館主大會が供 
かれました時に、其の m 席者五百名中*ユダヤ人ならざるものはドクトル.ジュームス•ヱム， 
ブリンガム ー人であつたと云ふことを同博士 S として傳へて居ります。 

現代映畫に就て或る私 Q 友人が非常にょく私 S 明してくれましたので、以下此の友人の -W 
研究を土臺として御紹介申します。所謂人口に a 炙されて居ります處の映畫會社は悉くュダャ 
人經營でありまして*パラマウント會社はユダヤ人アドルフ.ッーカーに依つて經營され、メ 
トロゴ1ルドウィンメ-ヤ-は*ユダヤ人了カス•リ r 、 ルイズメ ' T 、 力-ルレム- 
ル等、又ユナイテット•ア1チ K ッ社は、ジョセフ.ニム.スケンク等のユダヤ人に依つて支. 
配されて居ります。 

映晝に依る.！ダャ侵峪 S 
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是等の活動寫眞に著手したユダャ人は、何れも E 萬の利益を獲得しました。例へばアドル.フ， 
ッーヵーは、佛蘭西のユダャ名優サラべルナール主演の「椿姬」及び「イサべラ女王」竝に伊 
太利のチネス社の大作「クォヴァヂス」の全米興業權を買受けて*数十萬弗の巨利を博しまし 
た。そこで此の莫大なる利益の記念として*映畫會社フ H — マス.プレーャースを設立し.友 
人 K ル.ラスキー製作會社と合併して、フェーマス.プレーヤ—ス.ラスキーなる會社を設け， 
ッーヵー自ら其の社長となり，ラスキーを副社長として映畫製作機關を確立す ると 共に、一 M 
にはパラマゥント.シアター..チ H I ンを組織し之を擴大し、映畫劇場支配に成功しました。 
卽ちフ H 1マス•ブレーヤースこフスキー會社が，世界第|の映畫會社パラマゥント.パブ y 
ックスの母體なのであります。 

斯樣な譯でありまして、米國に於てはユダャ.トラストの進出と共に、 一 ■般劇場は 皆 活動 寫眞 
館に改變され、而もフィルムの製作ょり切符賣りに至るまで*總べてユダヤ人の獨占 となり、 
更に俳優もユダヤ人ならざるものは、如何' 1 C 天才があつても所謂スターとなることが出來 な V ' 
といふ程度にまで進みました。 






日本の鐵道省が、特別列車まで仕立て、彼れを優遇したに拘らず、彼れが一 Bi をも與へなか 
つヒ處のチャーリー•チャプリンは實にユダヤ人であります。 

叉日本のフアンをして熱狂せしめ、往來止めの盛況を演ぜしめたダグラス • 7 "ヤパンクス 
及びメリー.ピックフォードは夫妻共にユダヤ人であります。 

其也 ロイド、 キ ー トン、.シト a — ハイム等仲れもユダヤ人でありますし、又監督は例外なし 
.にユダヤ人で有名なるルビッチ' スタンパ-ダ、グリフィス等何れも然りであります。 

此の亞米利映畫は獨り我が日本を風靡したばかりでなく、歐洲諸文明國ょり南洋の端まで 
之を風靡し盡したのであります。 

私が先年パリーに於て佛蘭西の映畫を見度いと思つて友人に話した處、どこの映畫館も怫蘭 
西物でなく矢張り亞米利加映畫でありましたので、私は怫蘭西まで來て米國映畫を見る必要は 
な、，と思つて止めたことがありました。 


映*に依るユダャ 倭略 
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四、卜—キ—並に我が映晝界 

活動寫眞も故近非常な進步を遂げまして、トーキーの時代に入りましたが、此のトーキーは 
從來の映畫を逐次に驅逐して*八，やトーキーならざるものは映畫に非ずといふ位にまで進出し 
て參りました。勿論このトーキーの特長をユダャ人が見遁す窖がありません。之も八，まで同様 
全く彼等に依て完全に掌捤されました。 

目ド國際的トーキーとしましては Av . E. と R. c . A. 及び Tcbis の三種に限られて居りま 
すが*>\<.1:,式はゥェスターン.エレクトリック會社の專賣であり，«_0.^式はレヂオ.コ 
1ポレーション.オブ.アメリカと稱するヴィクター蓄音器會社の姉妹#社の獨占で、共にユ 
ダヤ人の經營に依り全世界に手を伸して居ります。又 Tcbis (トービス. クラン グ フィルム.シス テ 
ム〕 はト ー ビス會社が、シーメンス及びアル ゲマ イネの二會社の特許權を結合し、ベルリンに 
根據を置く新會社を創設したもので，此のトービス會社もシーメンスやアルゲマイネと同様に 
和蘭在住のーユダヤ人の獨占的支配下に置かれてゐます。 



從つて 今日トーキ ー に關する限り、共の機械ょり消耗品に至るまで、總べてユダヤ #■ 社から 
供給を受け、ユダヤ#社に對し莫大の金を我々は支拂つて居るのであります。 

日本に 於て は 帝都に K ' ける帝國劇場、邦樂座、大勝館*武藏野館等を初めとし.日本全國殆 
ど無數に映畫館が設立せられ*又は劇場が映畫館に改造せられましたが、之等の映畫館に於て 
用ふるフィルムの使用權利金、賃借代ょり器械に至るまで巨萬の費用は毎日毎夜ユダヤ人に向 
て支拂は 「てつ、 あるのでありまして、甚しきに至りましては劇場そのもの、支配權まで、ユダ 
ヤ#社に掌捤された處もあるといふことであります。 

更に又、亞米加利映畫の特色として我々の特に注意すべきは、インターナショナリズ•ムの宜傳 
と同時に非愛國的の鈹吹をなし* H 家を否定する如き言動を以て却つて英雄的の誇りを感ぜし 
むるが如く仕組み•甚しきは帝王の奢侈傲慢篇照して農民の困窮を表はし.又赞官の傲慢非 
常識を巧妙に表はして帝王垃に官憲を呪 nli するの觀念を起さしめ、义人道主義を楣に.戰禍を誇 
張して反戰反軍の思想を詖吹し，更に恩義を否定して金錢第一、成功第一を表はしイゴイズム 
映©に依るユ矿ヤ倭嵴 £. 
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を宜傳し，一方に於て浮華輕佻奢侈逸樂の都會生活を謳歌し、モダー I ズムを宣傳し、映畫に依 
つて彼等の欲する世界流行を作成し、更に露骨たるものに至つては、ユダャ民族を以て世界に於 
ける最も後秀なる神の選 M であるとの宣傳を、遠慮なくフィルムに織込んで居るのであります。 

然しながら之等映*の 一^は、以上と全く正反對の映畫、卽ち忠君愛國或は家族主義、國家 
主義のものを作成して民心に投じ、金傭けをすることを怠らないのであります。 

以上の事柄は、我々が過去に於て見物した處の各種輸入映畫に就て靜かに考へましたならば 
其の何れのフィルムが結局如何なる影響を M 衆に與へて居るであらぅかといふことを，明らか 
に觀取することが出來ませぅ。殊に近代 H 本映畫も、多くは此のユダャ品の飜譯燒直しである 
といふことでありますから、其の影響は更に大きくあります。 

斯くて一般民衆は、此のユダャ.フィルムのテキストに依つて*彼等の思ひの偉に指導され 
つつあるのであります。卽ちユダャ人は、我々日本人ょり莫大の利益を搾取すると同時に-日 
本人の風俗ょり其の精神に至るまでユダヤ化しつ、あるのでありま，す。 

此のユダャ人の資本的日本侵略に就ては、單に此の映畫ばかりでなく蓄音器、自動車*電氣 



事業等の 方面に*或は完全に或は部分的に、手が仲びて居るのでありますが、果して之等の事 
こ就て策知して居られる人はどの位ありませうか。私は多くの人々が全く之等の事に就て無關 
、レに映畫館に入り*マツダ. m -' a を點じ*コロンビアやビクターの蓄音機を樂しみ、ペガサスの 
ガソリンを以てシボレーを奔らせたりして居るのであると思ひます。 

斯くて 我 S 本人は*無意識 S に生活費 Q 何プロセントかを' ユダヤ人に支拂つて居るの 
であります。 

然し 之 t こ就て、考へ方に依つては、我々はユダヤ人のお蔭で安い自動車にも乘れ、ビクタ 
I の音を聽く こと も出來るので あるから、 之に對して多少の金を拂ふのは當然であると、斯樣 
に考へられる 人もありませうが、然し fe がらユダヤ人の黃金に依る世界支配は前にも中しまし 
た M り.ユダヤ 人が 神ょり 受けたる使命で あると 同時に彼等の計畫的進出なのであります。 

突々口本人には日本人の使命が.あり、叉帝國は自給自足を以て、立國の精神として居るに鑑 
みま すれば、 浸々乎として息むことなき彼等の財的進出に對し、單に隨喜の淚を流して歡喜し 
で居ること W : 果して適當でありませうか。 

映«に依るユダヤ侵略 を 
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聞く處に依りますと*世界に於てユダャ映畫の影響下ょり解放され、其國獨自の立場ょり國 
產映畫を莫大な費用を以て獎勵し、眞の其阈獨自の映畫に更生しました國は•ムソリーー-の仅 _ 
太利だけださぅであります。 





十、 ジャズの家元と其の供給 

一、ジャズの源泉 

近時ジャズが我が國にも大流行を来しまして、青年男女は勿論、無邪氣な小學校の生徒まで 
が口ずさむ やぅに なり，我が國民音樂に非常な影響を與へます と 同時に、之を風靡し つ、 ある 
觀がありますが、此の ジャズなる もの i 起原は、米國の基督敎會で、西印度の土人が喜んで歌 
ふやぅに、土人の音樂や歌を、宣敎師が取り入れたのが元で あると か申します。 

併し現代ジャズの流行は、映畫や豚ダンス同様、亞米利加ユダャ人の一事業でありまして， 
ユダャ人の組織ある計畫的準備の下に•日々新しいプ P グラムが世界的に供給されて居るので 
あります。西印度土人の音樂に源を發しました所の此のジャズの音樂的奇聲は、元来猛獸の聲 
や猿の叫びを、激越な二三の音符で、巧妙に裝ひましたものであり、其の音律の中には、放逸 
ジャズ S 家元と其の供給 i 
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なる感®性が多分に盛られてあることは御承知の通りであります。 

最初此のジャズが、米阈に於きまして、一般國民的音樂として取扱はれました其の最初の試 
みは、昔の俗謠音樂家でありましたところのユーリアス.ゥィッドマルクといふ男にょつてな 
され*此に一連の紐育ユダャ人が追従しました。其の中で一番活動したのは、ィルビング.ベ 
ル リンデと いふユダャ人と、.今一人®西亞生れのィストア•ベルリナー とい ふユダャ人であり 
ました。 

此等ユダャのジャズ供給者達は、當初同じやぅな歌を一ーッ三ッのテクストにして供給しまし 
たが、 上調子の青年達は、 自ら 時代の尖端を切らんと-夢中になつて歌ひ初めますと•更に下 
品な第二のテクストが發行され、次に第三のテクストが流行するといふ具合でありまして、魔 
窟からは深い意味のないメロデーは、少しく哀調を帶びてひ , Sr き出し、やがて此の限界は破ら 
れて、街頭に進出し、更に一般家庭に倥入しました。勿論當時米阈の一般家庭ではジャズを下 
等な音樂として嫌つたのでありますが、次第にジャズの潮は全家庭を侵し*更に遠く海を渡つ 
て、全世界の流行にまで進みました。我が國も現時其の影響下に人りまして、ダンスホールは 



申すに及ばず、家庭の音樂に或はラヂオの放送に於てまで、日常ジャズの音律が*吾々の耳底 
に響くやぅになつたのであります。 

二、ジャズの支配と流行 

斯くてジャズの通俗化と普及に伴ひまして*ユダヤのジャズ ft 畫は大當りとなり、米國の某 
州の如きは、此の俗歌の出版所の八十八パーセントは、トラストを成形して居りますところの 
七ッのユダヤ音樂出版所に屬し*殘りの二十パーセントは、此のトラストに關係のないュグヤ 
人に屬して届ると申しますから、ユダヤならざるもの僅にニパーセントといふ譯であります。 

八，米國ジヤズの大家は、先きに映畫の處で申しました紐育の、メトロポリタン、オペラハゥ 
スの支配若たるオト•ヵーンの次男のヵーンで、彼は作曲家として又指揮者として、其のユダ 
ヤ式天才を發揮し、該方面をリードして居るのであります。 

斯様な次第でありますから.我が國もジャズの俊入に依つて，國民音樂が侵蝕されつ、ある 
のでありまして、ジャズ其のもの i 善惡利害は別問題と致しましても、兎に角無邪氣な我が靑 
ジャズの家元と其の供給 一 g 
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年中には、名實共にユダャ人の吹く笛に踊り、其の夕 y 卜の指示の如くに歌ひつ、、ユダャ化 
されて行くもの、斟くない.ことは拒むことが出來ないと思ひます。 

歌や音樂や踊りは、人間自然の感情が、其の心琴に觸れて發するものでありますから、各民 
族各地方各‘違つた特徴を持つて居りまして、姝に音樂は國民性や民族性を如實に表現して居り 
ます。又同一國民に於きましても、亡國には亡國的歌が唱はれ、革命前には革命的歌が聞ぇ、 
興隆の國に士氣盛んな元氣の滿ちた歌が流行するのであります、従つて近頃我が國に於けるジ 
ャズ、ダンスの流行は> 靑年が西印度土人的ユダャ的な、而も放逸的氣分にひたりながら、何 
時とはなしに、我が獨特の國民精神を消磨されて行くのであります。 

ジャズの本場米國に於きましては*旣に心ある米人は、其の流行によりまして、眞の國民的 
音樂は、次第に姿を沒し、青年は日に增し下等輕薄となり、果ては道德的廢顏を來しつ V ある 
を嘆じて居りますが、畫夜を問はず浸々呼としておしよするジャズの勢には抗することが出來 
ず、唯徒らに慷慨するのみであります。 

併し聞く所に依りますと，伊太利のムッソリ 1- 一は、ジャズの流行によつて、伊太利精神の 




不純と なるを看取 L 、 遂に斷呼として外國ジャズを嚴禁するに至りました。之に依つて兎に角 
ユダャジャズの侵入は防止されましたが.今虞は伊太利製ジャズが、流行し出したといふこと 
であります。日本でも和製ジャズが次第に現はれて居りますが、之.でジャズ流行の底力の强さ 
がょく解る と 思ひます。 

私が斯のやうな御話を致しますと、中には君は舊式で時代の尖端を行くジャズの味が解らな 
いとか、或はジャズとはそんなものか、何にもジャズ位でユダャ人を攻擊しないでもい i だろ 
う、君もナチスか、など、言はれる人もありましやうが、併しユダャ人を好むと好まざるとに 
拘らず、又ジャズを理解すると否とに拘らず、心靜に以上の事實を考ふる時’何人もユダャの 
見.えざる支配力の如何に大なるかを感得せざるを得ないでありましやう。我々日本人は、縱令 
音樂でも歐米人の如く、ユダャ化さる、ことは決して名#でも光榮でもな V 'と思ひます、況や 
國民性に影響する所大なるに於きましては、我が識者は、ジャズは一部若いものの流行だなど 
と看過せずに、流行の本源と影響とを認識すべきで «>. ろ；っと思ひます。 

ジャズの家元と其 S 供給 一 S 
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十一、ユダャ人の人口と分布 

國際聯盟に於けるユダャ勢力に驚いて以来、續いて獨逸ナチス圑のユダャ人壓迫から近頃屢< 
ユダャ人のことが、新聞雑誌上などに論議されてゐますが、一體ユダャ人の人口といふものは， 
世界にどの位あるのでありませぅか。 

ユダャ人は御承知の通り、全世界各地に分散して居つて、人間の住んで居る處でユダャ人の 
住んで居ない處はないといふ位に擴がつて居りまして、其の總人口はユダャ人側の統計にょれ 
ば干五百四十六萬人といふことであります。 

此のユダャ人側の統計はユダャ敎を奉ずるユダャ人であつて、ユダャ人の間ではユダャ敎を 
奉じないユダャ人、卽ち基督敎を奉ずるもの或は囘々敎に改宗したものはユダャ人と認めない 
と云ふことになつて居るのであります。之れは宗敎民族たる處の誠に面， □ い處で、吾々日本人 



の考 へとは 非常に違つてゐるのであります〇從つて兩親がユダヤ人であつても其の子供が基 
督敎に改宗すれば设早やユダヤ人仲間では、之をユダヤ人と稱しないばかりでなく、其の人口 
の中にも數へられない譯になるのであります。 

嘗て米國に於て、一部のユダヤ人が米國人から差別待遇を受けたことを憤慨して 
『吾々は米國に國籍を有する眞 Q 米國人である。ニダヤ人とは民族.の名稱でなく單なる宗敎 
的名稱に過ぎない。然るに米國人取吾々を特殊民族 扱 ひに する のは 怪しからん』 

など、自分に都合のょい.ことを言つて、米國政府に突込んだこともあります。 

然しユダヤ人は種族としてはセム族でありまして、人類學上アングロサクソンとは全然其の 
發生を異にしてゐるのであります。 

そこで此 Q ユダヤ敎を奉ずる處 Q 眞 Q ユダヤ總人 S 、 世界分布狀態を表を以て示しますと 
次の通りであります。 
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前表以外にユダヤ敎を奉じないユダヤ種族卽ち改宗ユダヤ人，混血ユダヤ人等廣義の意味の 
ユダヤ人は更に多くありまして、前表に示した純粹ユダヤ人に之を合算致しますと•世界に約 
五六千萬人 Q 人口に上るユダヤ人が存在する譯であります。卽ち凡そ吾'^日本人と同じ位のノ 
口があるのであります。 

ユダヤ人自身から見れば、改宗者は H ダヤ人として數へられぬ？ありますが、然し吾々が 
考へますと、たとひ改宗したとして' ニグヤ人 Q 本質に大なる變化が t _ ではない®であり 
ますから、たとひ昨日までユダヤ敎を奉じて居て今日から囘敎徒になつたとて肉體的には勿 
論の こと、 其 S 統的 Q 精神、其的 QSSW は、俄かに了ングロサクソン同様にな 
11ダヤ人 e 人0と分布 一 S 
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る譯のものではありますまい。而かもユダヤ人は其の習癖に於て非常に强い爲めに混血ユダヤ 
人でさへ寧ろユダヤ^:癖を濃厚に持つてゐると一般に認められてゐる樣な有樣であります0 

近頃ソヴ x 1卜 a シアに於ては，ユダヤ人で a シア美人を妻君にしてゐる者も尠くない樣で 
ありますが、之れは例外で宗敎上ユダ- r 男子は、 I 切他民族の婦人を娶ることを禁ぜられて居 
るのであります。但しユダヤ婦人にはユダヤ M 族の利益を菰す場合に限つて*異敎徒との結婚 
を許して居ります。從つてソヴ=1トロシアの例外を除いては、大體に於て混血ユダヤ人と申 
すのは、ユダヤ婦人を母とし*非ユダヤ人を父としてゐる者である_であります。 

此點から考へますと、今申しました混血ユダヤ人がユダヤの習癖を濃厚に持つて居ることは 
尤もな次第で、家庭に於て母たるユダヤ人の敎養を多分に受けますから、自らユダヤ式習癖を 
持つ譯になります。 

是等の事實は決して偶然の結果ではなくして、ュダャ人がユダャ式傳統に依り*如何に其の 
種族を保持する爲め忠實であるかと云ふことを窺ふことが出來 ると 思ひます。 

以上に依つてユダヤ人自ら、ュダヤ人位種族的純潔を保持するものは世振にないと誇つて居 



るのも、充分首肯される次第であります。 

土耳古のス、.、ルナ及び希職のサロ-一力には、囘敎に改宗したユダヤ人が澤山居りますが、之 
れを調べて見ますと、囘敎徒に改宗し5上は、土耳古人— i 人でも相 J まは—シド 
シ結婚し—っなも Q ですが、ユダヤ人に限りそんなことはない®でありまして、依然として同 
敎ユダヤ人の結婚は、ユダヤ人仲間に限られて居ります。 

之等のことを見ても、ユダヤ人がたとひ改宗したとて、他宗敎民族と融合した譯ではなく矢 
張りユダヤ人は依然としてユダヤ人でありまして、改宗したことに依つて單にユダヤ人が此の 
改宗者に對しユダヤ人として數へないといふに止まつてゐるのであります。從つて吾々がユダ 
ヤ人を観察する時には、ユダヤ人等がユダヤ人として數へる人々ばかりを、ユダヤ人として敎 
へる事は適當でなありまして、蒙ユダヤ人も混血ユダヤ人も、同じくユダヤ人として 
吾々が觀察する方がょり適當と信ずるものであります。 

前表に就きまして一寸說明して置き度いことがあります。 

ti ダヤ人の人口と 分布 三 
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大陸別の表を見ます と 第一番が 歐洲で ，第二 番目が亞米利加になつて ゐます〇從つて混血ユ 
ダヤ人なども、此に比例して歐米 ( C 多い ものと 見.て差支へ ありま 4 ，ん〇 

次に第二表に於て下の方に都會に於ける 人口を 示して 置きましたが、之れを上の方の_の國 
のユグヤ人總人口に比べます と、 非常に面白い事實が發 見されるのであります。 

例へば英吉利に於ては二十九萬七干の人口の內で、十七萬五千は ロンドンに住んでゐます。 
佛蘭西に於ては、總人口十五萬の内で六萬はパリに住んで居ります。亞米利 加に於て は、 三百 
三十萬の總人口の內の百五十萬は-ー ューョークに 住んで ゐます0 

四五年前に私が モス コ ーに 參りました 時には*モスコーのユダヤ人の總人口は三十萬であり 
ましたが、最近 Q 調査依ると僅か數年間に二十萬を增加 して、 唯今 モスコ1には 五十萬の ユ 
ダヤ人が住んで居ります。 

卽ちユダヤ人はどこの國に於ても、決して偏僻な 片田舍 には 住まないで 、其の大部分は其の 
國の首府及び其他の大都會に住んで居るのであります、 從つ てユダ ヤ 人の活動は 人口に比して 
非常に偉大なものであります。 



要するにユダヤ人といふものは、どこの國でも 都會集中主義—るのが統計上の雲で 
あります0 


ユダャ人の人口と分布 
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十二、パレスタインに於けるユダヤ 

人口の消長 

以上で世界のユダヤ人と其の分布狀態はょくお解りの事と#じますが、それではユダヤ人の 
舊本國である處のバレスタイシには一體どの位のユダヤ人が居りませぅか。之に就て一寸申述 
ベて見度いと存じます。 

バレスタインのユダヤ人は人口十五萬八干人であります。現在パレスタインには、囘敎徒で 
あるアラビア人を初め各種の民族が住んで居りますが、其の合計は凡そ八十八萬七千人であり 
ます。從てユダヤ國としては其の人口頗る僅少でありますけれど、彼等の世界流浪後の歷史を 
見ますと非常に增加した譯でありまして、尙ほ年々增加する一方であります。 

ユダヤの歷史を顧みますと西暦紀元前一九二〇年、かのモーゼが埃及を脫出し、スヱズの地 
峽を渡つて對岸のシナイ山に參りました時には、約六十萬のユダヤ民族を率ゐて來たと傳へて 



居ります 。従つ て 其の當時には隨分盛んな民族であつたと思はれます。 

又、 ユダヤ人が口丨マに追はれて世界に流れ出した當時、卽ち西暦一三〇年頃にはパレスタ 
インに、約五六百萬 Q ユダヤ人が居たといふ事が記されて居ります。然し其後パレスタインの 
人口は非常に減じまして、二七0年頃 q 麗 ss ' 總計僅かに 一2士一一名 S ぎなか 
つたと云ふことであります。 

然しながら十九世紀になりまして、ユダヤ人は次第に諸國に於て解放され' ニグヤ精神が勃 
興す ると 共に•ハレ K タインに歸還する者が段々 と 殖ぇまして、一八九五年にはぉ五萬の人口を 

有するに至りました。 . 

更に世界大戰の結果、パレスクインが英吉利の委任統治下に人り、ユダヤ人が自由に其の土 
地で、故國 復興運動をや t と％出來る樣にな—してから、年4加致しまして、兎に角今 
口では前に串しました f * 十五萬八干人 S 人2有するに至つた次第であります。 

そこで茲 H 其 Q 增加率集す處の脊揭げて見ます。之れは最近®ものではありませんが 
ジ H ルサレムに於て英國政廳が調査した移民統計であります。 

パレスタインに 於け 5 ユダヤ人 nsifi's 一 S 
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總人口 八八七、〇〇〇 

ユダヤ人口 一 五八*000 C 總人口-|對スル比率一割七分五厘〕 


移民の統計 
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備考此等〇移 R ' か四十七ケ國より來れるものにして內波蘭移民五割九分.露 W 移比一割五分を占む 


この表に於て入國移民といふのはパレスタインに他國から移つて來たユダャ人の事でありま 
して、他出移民といふのはパレスタインを退出したユダャ人の數を示して居るのであります。 

そこで此の二つのもの i 差引は、實際パレスタインに殘留したユダャ人の數、卽ち增加した 
數を示したものであります。 















パレスタィンと 云ふ處は非常に#い沙漠の樣な處で-世界备國からユダヤ人が歸還致します 
けれども、暑いのに閉口して逃出しさぅではないか、從つてパレスタィンのユダヤ人の人口は 
段々に減つて行くのではないか、といふ質問を屢<受ける CD でありますが、然し兎にも角にも統 
計上の示す 通り、 ュダヤ移民は年々增加してゐるのでありまして、而もパレスタインに於ける 
ュダヤ人は世界一の m 產率を有し、 h ホバの神の示されたる「產めよ殖えよ」といふ訓へを如 
實に實行して居りますので、ュダャ人の人口は年々增加する一方で、歐洲大戰直後六萬人であ 
りましたュダヤ人口が，兎に角目下三倍に近い人口になりつ、あるのであります。 


パレスタィンに於けるユダャ人口の r ? r 長 m 
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十三、パレスタインは何んな所か 

一、パレスタインの位置 

それでは一體パレスタインといふ處は、どんな處でありませぅか。 

バレスタインは小亞細亞の一部でありまして、地圖に示しました通り、スエズの地峡を隔て 
で埃及と境してゐる國であります、東にはアラビアの沙漠を按へてゐる處でありますから暑い 
ことは暑いのです。それで中部から南の方は、殆んど沙漠地帶で部落も非常に少なく，人口も 
頗る稀薄であります。中部から北は、土地も相當に肥えて居りますので、人口も段々に稠密に 
なつて參ります。 

現在のパレスタインは、ガラリアといふ湖水から流れるジョルダン河及び死海、それょり西 
め方を申すのでありまして、昔ユダヤ民族が神から約束された處のシオンの地と申しますのは、 



此のジョルグン河以東の土地、唯今の囘敎王國トランスジルダンを含んでゐるのでありまして、 
北は佛蘭西の委任統治國である處のシリア國に境し、西は鷗飛ぶ紺碧の地中海を隔て、、歐洲 
大陸に臨んでゐるのであります。 

此の國が、面白いことには亞細亞と阿弗利加と歐羅巴の交叉點に在りまして、昔から大陸橋 
と呼ばれてゐる處であります。従つて其の地勢上に於て地中海を扼し*スエズの運河を抱いて 
ゐる爲めに、歐洲方面と東洋方面との交通の要點に位して居ります。 

其のむかし、交通が船舶のみに依りました時代には、海と運河を控へて居ることは、大切な 
ことで ありましたが、航空機の發達した現在に於ては’歐洲方面から小亞細亞を通じて埃及並 
に支那の新®方面に進出する爲めに、此のパレスタインは航空路の要點に當りますので、私が 
彼地に滯在致しました當時、旣にカンラン山上には飛行機着陸場が設置された樣な狀況であり 
まして、三大陸の中間に在る といふことは 一層の重要さを加へて參つた次第であります。 

バレスタインの面積に就て申し殘しましたが、それは一萬方哩でありまして極めて小さなも 
のであります。 

パレスタインは 何んな所か I 一ール 
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二、ジョルダン河の聖水と死海 

•ハレスタインの 地勢は*北方 シリアの 方面からレパノン山脈が南に走り、此の山脈がジ•■ル 
グン 河及び死海の方面には非常に急峻な斜面をなし*そこに犬なる大谷地に形成し、西の方は 
地中海に向て極めて緩やかな傾斜をしてゐます。 

このジョルダン河と申しますのは、北の方から流れて先づガラ リア 湖に人りますが、 この ガ 
ラリア湖は一名チビリアス湖と申して居ります。チビリアスは其の水面が非常に低く、地中海 
の水面ょり約二〇◦米も下にあるので#) ■ ります。更にこのチビリアスから, , II たジ B ルダンの流 
れは遂に死海に入りますが、死海は地中海の水面ょり低いこと約四〇◦米でありまして世界最 
低の水面を有する湖であります。 

チビリアス湖は普通の淡水で、水が非常に美しく蒼く澄んで、周圍の山々を其の水面に浮べ、 
又魚類も澤山棲んでゐますので、湖畔には漁船も多くつながれて居ります。 

然るに死海は名の如く所謂死の海で、一つの生物も接息して居りません。その譯は湖水が非 




キリストが聖者ヨハネより洗禮を受けしジヨルダン河の聖流 









常に鹽分を含んで居るからでありまして*鹽分の*が二五^に及んでゐます。從つてジョルダ 
ン河を流れて來た小さな貝類などは、湖中に人るや否や直に死滅して*其の貝殼は湖畔に打上 
げられてゐます。 

この二五%の鹽分の中には、單に食鹽のみならずポッタシ'' 1ム、マグネシユーム、硫黄， 
憐、アスファルトの如き各種の藥品を含んで居りますので、ユダヤ人は旣に大會社を組織して 
此の死海の水から莫大なる收獲を擧げやぅとしてゐます。卽ち露西亞ユダヤ人ネボメィスキー 
氏は英一:人タロック少佐との合資に依つて、昭和二年十一月三十日に九十九年間の期限を以て 
死海の利權を英國から和借したのであります。 

一寸聞いた處に依りますと、死海の水に含む處の各種成分の價額は二干憶と唱へられてゐま 
す。 

ジョルグン河は其の河谷に沿ぅて灌木の林が續いてゐますが、その上流チビリアスから落口 
附近は非常に奇麗であるのに、死海の近くになると水が非常に濁つて不透明になつて居ります。 

むかしキリストは聖者ヨハネから此のジョルダン河に於て洗禮を受けたのでありますが.此 
パレスタィンは 何んな所か 一5 
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のヨハネはジョルダン河畔で蝗と蜂蜜のみを食べて生きてゐたと云ふ事で、キリスト敎徒に取 
ては此の河は所謂架水として非常に尊いものであります。従てパレスタインに參詣する歐米人 
は皆一度はジョルダン河に來て其の水を酌み、おみやげとして持歸るのでありますが、利益に 
拔目のない連中は此の水を場詰にして參詣者の爲めに賣ってゐるといふ様な有様であります。 

三、ネ—ブルと葡萄 

パレスタインの山は、日本の山のやうになだらかでなく，槪して岩石から成る突兀たる山々 
であります。むかしユダャ國の盛んであった當時は、所謂「乳流れ蜜滴たる」ところで、到る 
處綠を以て蔽はれてゐたでありませうが、最近ユダヤ人の移住するまでは全く荒廢して，山と 
いふ山、丘といふ丘、すべて滿洲の土地を見るが如くでありましたが、ユダヤ人が建國運動を 
始め、歸國するものが增加するに從って彼方の斜面、此方の谷には橄欖の葉が茂り、海岸近く 
の エスドレ a ンの原には、蜜柑や ネー プルの林が何哩 となく 續くやうな有樣になりました。 

なほ葡萄はパレスタインの特産品でありまして、一駄一房といふやうな美事なるものが裁堉 



され、從って ヤツファ 港の近くの レオン.レ. チ オンと いふ處には、世界一と稱する葡菊酒 « 
造の大工場が設けられてありまして*此の葡萄酒が地中海を越へてフランスに入り、レッテル 
を阽られてフランスの葡萄酒として M に世界中から賞美されてゐる樣な次第であります。 

葡萄を栽培する處を見ると* 口本の様に棚や木に這はせるのでなく.全く石コロの上に這は， 
せて置きます。私は餘り不思議なので何故棚を作らないのかと訊ねますと、「葡萄は石を好む」 
と申しました、非常に面白い答へでは御座いませんか。日本の様な雨量の多い土地で普通の葡 
萄を這はせましたら^腐つてしまふでせぅが、パレスタインは一般に岩石地であり雨量が少な. 
いのですから*葡萄の好むま、に任して®けばょいのでありませぅ。 

四、パレスタインは亞熱帶地 

パレスタインは御想像になれば解ります通り、南は沙漠であり東は山を隔て i アラビアの夕 
漠に臨んでゐるのでありますから非常に暑 V '事は申すまでもなく、殊にジョルダン河谷は十二 
月一月の眞冬でも我國の夏の様でありまして、三四月になると其の溫度は旣に華氏一〇〇度^ 

.ハレスタインは 何ん な 所か J 5 
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上に達するのであります。 

然しレパ ノン 山の西の斜面は、地中海の海風に直接洗はれて ゐ ますので、氣候は非常に緩和 
され、決して堪え得られない樣な暑さではありません。從つて昔からパレスタィンの文化は山： 
脈の頂に擴がる首府ジヱルサレムを中心として西北地 K に發達して居ります。 

海岸方面には有名なヤッファ、ハィファなどの大きな港がありますが，此の附近.には方々に 
以前濕地がありまして、所!|1癉癘の氣を發し、傅染病なども隨分烈しく、アレンビィ將軍の英 
軍が、 スヱ ズ運河を渡つて埃及から北上した時には、其軍隊が傳染病のため、甚しく惱 まされ 
たとい ふこと も ありました が、唯今では此の？ i 地附近に ユ ーカリ樹を植えて?1地 開拓をしまし. 
たので瘴癘の氣も次第に失せまして•目下は昔の様に傳染病も流行しないのであります。 

ユーカリ 樹をユダヤ人は「ユダヤ木」 と 呼んで居りますが、 ユダヤ 人の移住と共に之を オー 
スト ラ リアから 取寄せたもので、此の木は建築材料として適當で あり、又ユーカリ 油を 探 取す 
るばかりでなく、此の木を m 地に植えることに依つて、不思議に土地を乾燥させることが出來. 
るのであります。 



元來橄欖 h を持つパレスタインは橄欖の樹が名物でありまして、ゲッセマイネの園には，キ 
リストが最後 Q 晚餐 Q 前夜べテロと共に腰掛けたといふ、非常に大—古い橄槪 S が今尙ぼ. 
綵を滴らして居ります。醤 SSS . ハレスタイン地方で S ん‘囘 S 5 上せられ- 
まして、 S 地の人々 は丁度口本人が梅干を食べる樣にこ の橄概の 實を嗜 むのであります。 

五、諸國の興亡を物語る聖都->エルサレム 

パレスタインの 首府ジ * ルサ レムはレ.ハノン 山脈の最高處にあつて海拔一五〇〇吹、從つて 
冬期こ於ては毎年ーニ囘の雪を見る位であるか&.，我々が想像する程に暑くは-#)りません。 

人口は約六萬位で、所謂奮市街たるジェルサレム城は大義をめぐらし、其內部は石とコン 
タリ1卜で间めた住宅 S 別なく連—、道 S 僅かに二三間で、道路網は非常 K 不正に走つ 
てゐます。遠くから之を望むと、一隅には昔の n 1マの古城を®ばせる樣なダビテの城砦が聳. 
ぇ、 又一方にはソ n モンの殿堂趾に髙く囘敎大寺院が空を摩して居ります。 

此の 舊 市街の各方面には*昔からの有名な黃金 rl やシオン門などがありまして、衬惲に通じ 

パ ■レスタインは 何んな所か 一 S 
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て居ります。市街の中はキ.リズト敎區、囘敎區，ユダヤ區と三つに區分されてゐまして、這 A 
つて見ますと、如何にも古びた氣分が致します。この舊市街に續いて城外に市街が 段々 發達レ 
て歐洲式の立派な柯衝を成してゐます。 

我々外國人は舊市街の方は m に M , 物に行くと云ふに止まり> 外國人の ホテルも大きな店舗^. 
皆新市街の方にあります。 

ジヱルサレムは世界三大宗敎の中心地だけありまして、歐米各國の代表的キリスト敎寺院が， 
到る處に設けられ、又囘敎の塔も各所に辞えて居ります。從つてジ h ルサレムは來鐘の響きに 
明けて欺鐘の音に幕れ、共問に一口數囘に J : る囘敎僧の讚禮の時刻を吿ぐる朗々たる祈りの聲 
が空に聲ゆる塔から響き渡ります。 

キリスト敎及び囘敎に比べると一番の本元であつたユダャ敎の方は弗だ振はないで、數千年 
を經たシナゴ—グ卽ちユダヤ敎4は殘つて居りますが、 ra 敎、キリスト敎の如く 大規模な 大 
伽藍は一つもありません。蓋し之れは肝腎のユグャ民族が皆國を棄て、世界に流浪してしまつ 
たからで、シナゴーグの廢顏して：！ S るのは卽ちユダャ民族の廢顏を物語つて居るのであつて與 





m 


j. 








ゲッセマイネの圇にある撖欖の老樹にしてキリストが最後の晚餐の前夜ぺテロ 
と共に此の樹に腰掛けて愁ひ嘆きし所 


ジ エルサレム 郊外にあるゲツセマイネの阑にして中央の寺院にはマリヤの墓あ 
り，左方の山はキリストの昇天せりといふカンラン山 







むを 得ない事と思ひます。 

更に又一方には、 - i ツイ堂の様なロシア正敎の大伽藍が、空高く其の十字架を輝し S り 
ますが、 其 Q 帝國が滅亡して無神論 Q ソヴ r 卜3シアになつてからは、參詣者もなくロシア 
の坊さんが寂しく此の大伽藍を守つてゐるだけでありまして、恐らく其の荒廢する®も近い内 
で1ぅ。卽ちジ H ルサレム Q 各種宗敎—物 i 局之— S 人々 si — に物 
語つて居るものと深く感ずるのであります。 

七、交通と土着民 

パレスタインの 交通機關は：ホ*-トサイドに連接するカンタラ驛から ジエルサレムに、ジ 本 
ルサ レムからハイファ—リアのグマスクに 通—英國の國有鐵道があります が、 此 の_ 
道は響も相當高く、 又時間 も 頻繁で ありま XQ で、旅行者に取りまして益り便利では 
ありません。其代りパレスタインは. 道路が非常5達して 居りまして、 而かも其©道路た— 
坦 々 SS ? あ—す t 5 處に I 車を 通じ、外國人 § ss — として I 苹 

ペレスタインは何んな所か 
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に依りこの道路網を利用して居ります。 

元來英國の殖民政策は先づ道路ょり とい ふので、 どこ. 1 ' C 參 りましても 第一に道路を建設し s 
くは番港に於ても新嘉坡に於ても、何處に行つても道路が非常にょく、旅行者が 自動車を以て 
之を ドライヴ する事は一の快き 名物と なつてゐる樣な 次第であります が、 パレスクインは 此の 
道路に就て非常な關心を持つ處の英國の委任統治下に居り、又一方ユ ダ ャの諸刚 體かパレス タ 
インの道路建設に莫大なる金を费すので•往昔キリストがナザレから九十八折なる山路を炎天 
下に喘ぎながら ジ H ルサレム に參詣に來た ことも-それこそ 今は昔の 物語りでありまして、.% 
峻な る 111 また 山の此の道 も、 今は吾々外國人が快き スピードを 以て ドライヴする樣 な 狀態 にな 
つて居ります。 

我々旅行者が旅行する時に、山の高い處 から 各所に點在 する 部落を 眺めます と. 全く 二様の 
形式が目に映じます。 

一つはコンクリートの四角い鍋を伏せた様な屋根を持つ建物が立列んで、而も周圃に一本の 
樹木をも見ることも出來ない部落と-一つはョ I ロッバ式の普通の傾斜を持つ 屋拫の建物から 



成る部落で、 其の周りには 靑 々とした 植物の 繁茂してゐる部落と を見出す のであります が前 
者はアラビア人の部落、後者はユダヤ人の村々であります。 

ユダヤ人はパレスタインに最近移住し初めてから橄權、ユ i リ、オレンヂ、バナナ、椰子 
等の木を初め、各種の植物を植える事に努めてゐますが、アラビア人は樹木に對しては全く無 
嗔着で，折角ユダヤ人の植えた綠の木を遠) tfe く伐り倒して燃料にしてしまふので、最近では 
盗伐者に對する嚴重た法律を設けて之を防止してゐる有樣であります。 

ユダヤ人には極く少數ではありますが、昔からパレスタインに定住して流浪しなかつたもの 
もあります が*之等のユダヤ人は所謂宗敎的ユグヤ人でありまして、其の風俗 も 古代其の ま、 
の有菝を保つてゐて、丁度バイブルに書いてあるキリストの樣な裝ひをして步いてゐます。然 
しユダヤ人の大部分は歐羅巴式の近代風をしてゐて何等一般の西洋人と變る所はありません。 

アラビア人は*アラブ獨特の風俗をしてゐて、男子は日本の維新時代のダンプクロの様な袴 
を 穿ち、 其の上に荒い棒縞などの上着を着まして、高級なものになりますと，前の帶に短劍を 
はさみ、或は銃を肩から掛け、魁偉なる容貌に立派な口髯を生やし、素晴らしいアラビア馬に 

パレスタインは何んな所か 一^ 
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踣つて往来して居ります。 

歐羅巴では聲の大きいのは野®人だと申すさぅでありますが、アラビア人の聲の大きいこと 
は全く素晴らしいもので、ホテルに寢てゐても朝、アラビア人の物賣りの聲に目が覺めるほど 
であります。 又 アラブのバザ ー などに行きます と、 實に 凄し い聲で互に話してゐるのを、知ら 
ぬ者は何か大吭嘩でもしてゐるのではないかと思ふ程であります。 

曩にアラプは容貌魁偉だと申しましたが、一般に顏の輪廓が立派で、特に目が非常に大きく、 
アラビア人に接して後、一般歐羅巴-特に日本人などの額を見ると•一層目の貧弱なのが H に 
つく様な氣が致します。アラブの婦人は之れ亦、頗る體格が立派で、金があるぼど金の腕輪や 
耳飾りなどをゴテ-'^とつけ、それも一つや二.つでな v 幾つもつけてゐるので如何にもコッテ 
リしてゐて、吾々から見ると却つて不快な位であります。 

尙パレスタィンには種々なる遊牧民が住んでゐまして中には今でも火を絕對に用ゐず、肉な 
どは一旦石を燒き、此の燒石の上で燒肉を作つて食べるといふ樣な未開の民族もありまして、或 
る歐洲の學者はパレスタィンは人種的に大なる展覽#場であると rF したくらいであります。 





十四、 共産主義と ユダャ民族 

一、眞の共産はパレスタィンに見る 

共産主義と申しますと、直ぐ罟々は現在のソビエート聯邦を連想致しますが*共産主義の世 
界的宜傳は*勿論 y •ビェートロシアの手に依って行はれたことは申すまでもありません。然し 
共産主義そのもの、根元を探りますと.其の發生はユダヤ民族から出發して居ります。 

現在の ソビ M 1 卜聯邦に於ては、國外に對する寅傳には、勿論理論的理想的共産主義を說き、 
其の實際を知らざる愚民をして憧憬せしむる樣なパラダィスを述べて居りますが、其の實行 (C 
到りましては*旣にレ-ーンの時代に於て失敗し、現在は共産主義國家と謂ふょりは、寧ろ國家 
夫資本主義を實行して居る ことは 旣に御承知の事と思ひます。 

然らば共産主義の實際に實行されてゐる處は世界中のどこ 4 C もないかと云ふと、それはユダ 
共淹主義とユ.ダャ民族 一5 
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ヤ國たるパレスタインに於て、眞の理想的共產を見ることが出來るのであります。 

ジヱルサレムに在る、.シオン團本部は、パレスタインの土地を全世界ユダヤ人の共有財産と 
して逐次に買收し、パレスタインを實質的にユダヤ民族の所有たらしめんと計畫し、着々此の 
庞大なる企11を實現しつ、あります。卽ちパレスタインは英國政府の委任統治下にあります 
が、其の英國の覊絆を脫して、將來不覊獨立の_となることは、仲々困難な事でありますので、 
ユダヤ人は形式は兎に角として*ユダヤの金力を以て、パレスタインの所有權をユダヤの手に 
收めてしまは ぅとい ふ腹なのであります。 

パレスタインの 總面積 二 千萬 ドナム餘(ー ド ナムは H 本の約一反に相 常す〕 卽ち一萬方哩であり 
ますが、此國の南方は シナイ 沙漠に連接する爲めに、全然不毛の地及び開墾に莫大の費用と努 
力と を 要する土地が、全面積の約四割卽ち八百萬ド ナムを 占めて居ります。從つて開墾すべき 
土地は千二百ド ナムと いふ計雜になりますが、其內の旣開墾地は二百五十萬ドナムで、全面技 
の 二割五分に當ります。そして此の開墾し得べき土地の大部分は、昔から土着してゐるアラビ 
ア人の所有に屬して居ります ので、 ユダヤ人は此のアラビヤ人から土地の 買占めを やつて居る 



のであります。 旣に ユダヤ 民族が買占めました面積は、百十萬ドナム餘でありまして、而も其 
の土地は、パレスタィン中最も豐繞肥沃の地であり*又最も重要なる部分であります。 

シオン 圍は此の買收地を開發して、文化的の施設を施し、そこに世界中から來る處のユダヤ 
移 M を移植して居ります。現在ユダヤ移民村は旣に百二十數個出現するに至りました。中には 
旣に村の形を脫して大市街を成して居るものも數個あります。 

ヤッファの港績きにテル.アビブといふ市がありますが*此の市の如きは人口約四萬餘、現 
代式の建築が立ち竝び、綠の熱帶桢物が市街を包み、夜は燦として輝く電燈の光りが、地中海 
の滑らかな水に反映しまして、ユダヤ民族の繁榮を誇つて居るかに眺められます。 

シオン團の綱領として「ユダヤ建國の基礎は農にあり」と示して居りますが、#に申しまし 
た百数十個の移民村は市街を成したものは別として、其他は主として所謂農村であります。然 
しながら此のユダヤの村々は*普道の農村と違ひまして、其の組織に於て特殊の形態を具へて 
® ります。 - 

共產主義とユダヤ民族 \ 一 S 
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二、特種なるユダヤの村々 

是等のュダャ農村は大體に於て三種類に區分され ます。 卽ち協同村(コ—ベラテ"1フ〕個人村 
(インディゥドアー リ ヌイ 又はチャストヌイ〕 共產村 〔コンム =1〕であります。 

協同村と申します Q は、三種 Q 内一番大きい組織を持つ大農村でありまして、家庭生活は普 . 
通の通り一家每に營んで 居りますが、農場、農具、 H 場、器械及び原料等は全部この村の共有 
で村 全體が 協力して事業に從事し、共®利益各戶每に麄される二とに笑つて居ります。 
此の協同村構成の趣旨として彼等が述べて居る處を聞きますと 

『農 H 業擴張®可能を得、叉正當なる必需品を確保する爲めには大集團をなすに限る』 

と申して居ります。 

此の協同村は、後に述べます處の個人村と共產村との丁度中間に位する組織を持つ處のもの 
であります。目下パレスタインには此の協同大農村が十三個村出來て居ります。 

次に M 人村に就て申上げますと、 個人村は三種の村の內で一番その数が多く約九十個村ばか 



りあります。其の組織は其の名稱の示す通り、殆んど我國の一般農村と大差ありません。卽ち各 
家族が各獨立して生業を營み、思ひ-^の稼業に從事してゐるのであります。然しながら此の 
同人村にもユダヤ人の協同團結の美風がょく現はれて居りまして、村には必要な委員を設け、 
生！ 一 物を販資する際、或は種子や肥料などを購入する際には、皆協同して委員の手に依つて有 
利に行なつて居ります。 

次に共產村でありますが、吾々は此の共產村に於て眞の共産主義を發見 する ことが出來るの 
であります。 此の共產村組織は a シアの共產黨 などょりは、 ずつと前に旣に十九世紀末にパレ 
スタィンに 出來てゐたものでありまして、其の趣意とする處は、彼等の書きものに依りますと 
『團員の必要を充實する方針を以て、相互協力することを主義とし、團員各自は親交を基礎 
とし、社會的に一大家族を構成するにあり』 

と述べて居ります。 

共 m 主義とユダャ民族 一3 
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三、共産村の實況 

私はパレスタィン滯在中、是等ユダャの多くの村々を見ましたが、特に此の共產村に就ては、 
非常に興味多く感じたのであります。 

共產村には大きい村といふものは一つもありません。共產村に限つて必ず大きくても二三百 
の人口を有する小部落に過ぎません。總てがソヴヱート(相談〕でゆくのですから、他の村と違 
つて村長とか助役とか云ふものは勿論ありません。卽ち凡てが自由であり平等である_であり 
ます。然しながら面白いことには*最も年長古參の人が全村の首長として、實際には村長の樣 
な ことをやつて全村を統率して ゐ るのであります。之れ を 彼等は古參者 (スタ ールシ-〕と呼ん 
で居ります。 

私が有名な H ンハ B 1 ド共產村に參りますと、共產村の人々が非常に喜んで私の周圍に集り 
ました。そこで村の模様を種々と訊ねますと、それではスタルシーを呼んで來ますからといふ 
めで、寺つて居りますと•六十歲位の顎博の白くなつた如何にも人の好ささぅな、而も如何に 



も 物の解り さうな 老人が參りました。此のスタルシ ー は非常に喜んで村の隅から隅まで載を案 
內し、®一々說明して吳れました。又村の人々は恰も姿婆からお出でになつた珍客をお迎へした 
といふ喜びで私を歡迎して吳れました。 

私が 茲で 先づ第一に考へました ことは、 眞の共産主義であるからして村長のないことは何の 
不思議もありませんが、其の代りに スタ ルシーが居て矢張り村の人々を統率して行くのである 
と C ふことを、 誠に面白く感じました。如何に ソヴ JL 1 卜であらう と多くの人間が一所に集つ 
て一定の 主_ の 下に進んで行く爲めには、矢張り統治者が人用なのは自然で あると 見える、統 
治者な く L - て 如'^ こソヴ ヱ ートであらう とも之を實行する ことは 不可能で ある、 若しも今この 
村からこ Q K タル T を除いた— ば、 1的共產 SS 端者を出して翌日から破壤するの 
であらう，と 斯様に感じました。 

この村では共產村の名の通り、土地も家屋も家畜も、農具.も器械も種子も、總て村全體の共 
有財產でありまして、村民は各 t 其の能力に應じて仕事を致します。 

例へば牧畜 Q 心得1 は、 牛馬 S 育に從 6、牛乳を搾つたり乾 f 2たりします。. 

共牽主義とユダャ民族 一 S 
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又農夫は鋤鍬を擔いで、朝から菜園の手入れや、麥畑の耕作に從ひ、又小川の畔に行つて見ま 
すと 粉挽場で村民の爲めに麥粉を製造して ゐ ますし、其の一方の工場では村民の爲めに靴屋が 
靴を造つてゐます。なほ村の設備として病院、小學校、幼稚園、育兒所、洗灌所、炊事所、遊 
戯物等、凡そ人間生活に必要なる一切の施設が施されて居ます。 

村民は衣食住一切を村から支給されるのでありますから、村には金錢の必要は絕對にたく、 
村民は 一人として |文の 金 も持つて居りません。然し共産村を一步出ます と 共産ではありませ 
ん から、そこに金錢の必要も起ります。又 村と しても外から必要なものを買ひ、又村の農産物 
は外に賣出されますからして、そこにも金錢の必要が起りますが、此の金錢は一切、村の會計 
係が保管して居りまして、必要の都度之を出納して居るのであります。 

村の各施設を巡つて視ますと*そこには當番割の札が貼りつけてありまして、某女は幾日炊 
事當番であ5、其の翌0は洗灌當番であるといふ樣にキチンと割當てが決められ、之に依つて 
皆不平なく働いて居るのであります。朝の出勤は午前七時でありまして、夕方は特別の場所を 
除き午後四時まで勤務して居ります。 



吾々 が 見て 非常に 不自由だと 感じたのは*第一に大人で も 小供でも一片のパン， 一仙の*物 
に至る まで、村 Q 支給を待つ Q であ— して、 吾々 S 分 S で、 今日 S 萩を作つて食べ度 
いと か 或： a 洋菓子を食べ度.2 •とか S 樣に、勝手に自分®嗜好に應じて食慾を滿足させる と 云 
ふ樣なこ4不可能であ—す。又衣類にしましても、五十歲@ さん？、 十七八歲の女® 
りの娘さんにも篇じ樣な着物を着？ゐますから、0下の流行がどぅの、あの柄がい、の、 
私には此 Q 方が似合ふ Q ?、、 衣類や裝飾®選り好みをす i とは雲に出來5のであり 
まして、若しもそれを敢て實行し やぅと 思へ ば 共産は直に破壤されて しま ふので あります。 

この 有樣はチョット軍隊生活にょく似て居りまして、卽ち一般兵卒は軍隊ょり支給される衣 
服を着、支給される食物を食べ、勝手に衣食の選槔をすることは出來ないことになつて居りま 
すが、 然し軍隊に於ては、金 f 持たせ、酒保を開いて兵卒 S 好 S — 樣 S めて居り、 

又日 lm 日 こ i ■ャ /H をして 任意に自分の欲するま、に求めることが , ' H 來ます。この意味から云ふ 
と共産村 Q 生 S 、 少くも衣食 SWS に平等で—こと—?が、雲®不自由を强制 
して居る譯であります。 

共產主義とユダャ民族 一 f 
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然し夫婦の別だけは確實に認めてゐるのでありまして、夫婦者だけの獨立した立派なアパー 
卜が出来てゐます。この夫婦生活に於ても、共産主義の氣分が現はれて居りまして、子供が生 
れても其の夫婦の居室で育てることが m 來ません。■子供は別に育兒所がありまして、そこに收 
容し、母たる婦人が交互に备育兒所に勤務するのであります。そして兩親は如何なることがあ 
つても、共の育兒所から其の子供を連れて来て、自分達の部屋に泊めることは嚴禁されて居り 
ます。卽ち子供は村の協同の子供であつて兩親の子供ではないと云ふ意味でありませぅ。であ 
りますから兩親達は畫休みや或は仕事が終つた夕方、自分の家に歸る時に育兒所に寄つて、自 
分の子を抱いたりあやしたりするのが關の山であります。 

育兒所は仲々ょく設備が出來てゐて、而もそれが年齡毎に棟が區分され*或る棟に這入ると 
恰度三歲位の子供が、何人も何人も網寢臺の上に入れられて日光浴をして居ります。次の棟に 
行きますと スタ ルシーが之れは五歲の子供が這入つて居りますと說明して吳れます。成る程五 
歳の子供があちらにもこちらにも澤山ゐて、それを當番婦人が何くれとなく世話を燒いて居り 
ます。食物も子供等の食事は大人とは全然違ひ別に炊餐をして居ります。兎に角餘程養育法を 



考 へて ゐ ると 見えて、 どの子供も非常に丸々 と 肥えて弱さぅな子は一人も見えませんでした。 
然しながら生れるや否や、斯ぅいふ生活をさせる Q でありますから、兩親が其の人間自然の 

愛情墨？て* 養 S 內に子 f 抱擁し•畫1享 f 5、それぐ違つた家 

庭の特微に依つ V 、子供を媛つけてゆくことは絕對に不可能であります。卽ち此の子供の養育 
法は兩親の煩瑣を将き*充分なる勞磡時間を與へるには非常に好都合でありますが、實際に見 
ますと、 全く 人間の自然の性情及び兩親の使命を沒却したものでありまして、惡く云ふならは 
吾々が鷄や兎を飼つてゆくのと•餘り大差はないのであります。 

この場合も亦，兩親の中に若し自己の高調せる愛に囚はれて、其愛兒を自己の宿舎に連れ歸 
り、或は勞働時間を子供の爲めに缺く樣なことがあつた際には，直に共産は破壊されるのであ 
ります0 

この村に 學校 はあり李が、其§的 S や、 將來共產村に於て®く S .1 唐人間を 
作ればょいのでありますから、高遠なる學理などは全然必要がありません。農業及び牧畜に關 
することを段々と敎育し、之れを實習させてゆくに||*まつてゐまず。 

共產主義とユダャ民族 S 
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それでありますから Ift 園も、之れは七八歳の子供の農園，之れは十歲前後の子供の農園と， 
年齡に應じたる農園が出来てゐて、そこには種々の草花を栽培したり、鷄などを飼育して居り 
ます。從つて成長して靑年になりましても、特に其の希望に應じて專門の學問を3せるといふ 
樣なことは一切ありません。若し自分は勉强して偉い學者にならうとか、金持にならうとかい 
ふ野心を起したり*或は他の者ょり偉い人問にならうといふ競爭心を起して，特別の勉强をす 
る樣なものがあつたならば、勿論之れは共産主義の破壤でありまして•此の共産村を追出され 
るょり仕方がないのでありま - f-o 

以上申上げました通り共産村に於ては特に法律的束縛がなく、自由であり平等でありますけ 
れども-其の實際生活上に現はる k 處は、如何に不自由であり如何に不平等でありませうか。 

勿論*衣食住は平等であり、勞働も平等であり、尙ほ總ベてが如何にも平等のやうにも思へ 
ます けれども、 更に一步を進め.て考へて見ますと，第一に人間が一人一人すベて不平等に川來 
てゐる處に持つて來て、平等を强ふるのでありますから、結局は不平等の結果を鹿むのであり. 
まして、 例へば五の 力を 持つ てゐるもの も八時間働き> 十の 力を 持つ てゐる 者も八時間锄く。 



甘まいもの、 好きな もの も、辛い ものも 好きな ものも 平等に同じ ものを 食べさせる。嗜好 K ょ 
り言.ふならば甘まいもの、好きなものには甘まいものを與へ*辛いもの、好きなものには辛い 
ものを 與へる S * 嗜好上®本當 s 平等であり i う。又若い S 之れに相應し S 物 、 S 
さんは 塞さんらし.^着物を着る處に平等がありませう。六十歳®お婆さん®着る樣な着物を. 
十七八の娘さんに着せるといふことは、綺柄や反物の値段言言へば平等でありませ うが、 人 
間の本質から申しましたならば非常な不平等なことだと私は思ひます。 

理想的 共產主義は共の名に於ては實に自由であり平等で あり、 誠に美しい形式に思はれます 
が、 其の實際に於ては非常なる不自由不平等を堪へなければなりません ので、 少くも私には堪 
へ得られない ものと 思ひました。 

我國でも S 共產產 K 心酔し、 治 S 持法£れ|でも共產 5 S 現に沒頭して居る 
多くの 人々 が、日に 增し增加して居ります が、 是等の人々の樣子を見ます と、 多くは規律節制 
を 厭 ひ、 專制を雲の敵として居ります が、 斯くの如き人々には、•ハレスタィンの共產襄生 
活などは半日でも出来るも®ではありません。卽ちスタル T ® 統制に 服し、 村®枕.を守り 
共產主義と i ダャ民族 一 S 
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朝は氣分がょからうが惡からうが，病氣でない限りは朝七時から夕方の勞働時間終了を吿ぐる 
村の錡の一:くまで勞働に服して働かねばなりません。 

日本の一部の人々の考へて居ります共産主義天國の、眞の有様は斯様なものであります。 

昔、お粋迦様は平等卽不平等と申されましたが、經濟的に於て又形而上からの平等は不平等 
なる結*を招來するのでありまして、規律であるとか節制であるとか云ふ^覊を脫して自由を 
求め樣としても人間社#の集圑生活に於ては結局無制限の自由といふものはあり得ないのであ 
りまして，一部の自由を獲得せんとすれば、共商村の如く他の或る不自由を忍ばねばならぬ i 
いふことになるのではないでせうか。 

但し放縱を以て自由と心得て居り、無秩序を以て平等と心得て居る連中には，此の自由平等 
の意味が判らぬと同時に、斯くいふ人々に依つて共產バラダィスの出現など、云ふことは、到 
底夢想だも及ばぬことであると思はれます。 

私が パレスタィン 滯在中に、或る獨逸の學者が此の共産村を見まして 
『こ0ユグヤの共產村こそ>實に世界唯一の理想的共產の實現であると同時に、之を »行し 




つ..， あるユダヤ民族には唯-敬服の外はない。之れは宗敎的觀念の特に深いユタヤ民族にし 
て初めて爲し得る處である』 

と 感嘆しまし S 、 私— く— り—ひます。 S 2 日本人 ® f 8心 S く、 負けず 
嫌 ひで*就中 宗敎的 1 Q ない ものには、—出現が出来る S — にないと思ひます。 

この ユダヤ共産村の人々を見ますと*多くは蜃亞や波蘭，或は羅馬尼あたりから來た極め 
て 貧乏な士！ して、—中にユダヤ人®中流以上®人物は、一人4見す t とは出 
來ないのであります。私はユダヤ人の相當な人々に對して 
『あなた方も共産村を組織し、共産主義をやつたらどぅだ』 

と冗談半分に申しましたら ば、 其の人々は 

『我々は兎も角も食ふに困る！！ではなし、他から今壓迫を受けてゐる譯ではなし何を苦し 
んであん—屈な共產生活を—必要がありませぅ〇實際共産—?ゐるもので、中 
流] U 上のものは一人もありません』 

と 答へました。 

* 一 S 

共產主義とユダヤ民放 
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そこで我々としては、此の言棄を大いに味はねばならぬと思ふので あります。 私は考へまし 
た、要するに此の共產生活に甘んじ得る爲めには次の様な條件が必要であると。 

一，貧困で生活の保障のないこと 
二•他民族の强烈なる壓迫あること 
三、宗敎心の熱烈なること 

といふ三つの條件です。此の三つが結びつきまして、初めて共産村を無事に組織してゆく處の 
資格が出来るのであります。 

H ダャ共產村の人々は、今まで露西亞や波蘭に於て非常な壓迫を受け、而も非常に貧乏であり 
ました。從つて彼等は、他民族の壓迫なく、共の日が無事に過ごせて、而も水入らずにユダャ 
人だけが集つて、食ふに不自由なく仲ょく心ゆくばかり H ホバ C 天帝〕を仰いで憧がれの有難 
い聖地に暮らすことが出来ましたならば如何に幸福であらぅ。それさへ出來たならば他に望 
みはない、自分はもぅ滿足である、といふ考へを持つたユダヤ人の中の極めて特殊なる人々の 
みが此の共産村を永遠に綾けて行き得るので あると いふことを吾々 tt 考へねばなりません。 



又、此の 共產村© 眞狀を見ますと、 共產生活と云ふものは現代文化の生活ではありません 
寧ろ原始的— 代—を露 S しむ fQl して、 共產£5 步と考へて居る様な 
人々 は飛んでもない誤りであると私は思ふので あります。 

故に他人に共產を强ふ— とは、 人間の獨創力を閉込めて、人間社會の文化的進展を響す 
る ことでありまして、 結局人間生活の去勢をやる ことでは ないでせぅ力。 

尙 叉、 此の共産村はパレスタィンに約三十個ばかりあります が、 何れも二百五十人以下の'^ 
農村でありまして、 大きいものは一つ—りません。之れは共産なるものが大きい範圍に行ふ 
ことの困難なる實證で あると 思ひます。 

前にも £ました 通り、 共産の唱4所習阜等を確保して行く爲めには、之を破壤しな 
い樣に非常なる力が必要であります。 

人間は慾 Q 塊り であります から*斯ぅいふことを致し度いあ、)ふものを見度 I 食 

ベたい何が sf 5二 SV ? 氣 f 警 It 5ります。 S ? 氣儘をさせ 

ずに、一定 Q 主義方針 S もとに大衆を動かしてゆくためには 、そこに 非常なるゾ'™ち名目は 
共產主義とユダャ民族 
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法律とか規則とか云はないまでも*嚴 m なる按が必要であり、此の投を守らせるだけの權力が 
必耍であります。 

茲に於てか、共産の®行の爲めには、赴も大なる專制が必要となつて來るのであります。何 
と皮肉なことではありませんか〇 

私は『共産は專制なくしては出來ない』といふことを確信して居ります。 

ょく人々がソヴ H 丨卜露西亞を見て、其の主義に悖る處の專制を攻擊する人がありますが、 
之れは攻擊するものが無理なのでありまして、露西亞の如き洪產主義の國家こそ，專制が必要 
なのであります。今の露西亞から專制を除いたならば、それはソヴ H 丨 卜露西亞崩壞の時期で 
ありませう。 

故に我が帝國の如き秩序ある統制を嫌つて、共産主義に這入らうとするものは、眞の自由を 
逃れて專制の桎梏下に人るものでなくして H でありませう。 



十五、ユダヤ人のパレスタィン移動より 
ユダヤ 王國滅亡まで 

I 、メ V ボタミヤ地方よリカナン地方へ移動 

ユグヤ人は一體西洋人でありませうか、それとも東洋人でありませうか。 

日本では恐らく一般に英國人や獨逸人の樣に、所謂西洋人だと考へられてゐるのであります 
が、實は東洋人であります。 

人種から申せば白皙人種の一であるセム種に屬し、唯今のアラビヤ人や埃及人と同種族であ 
りまして*アングロサクソンやラテン民族とは違うのであります。 

こ drriy ' ヤ民族と云ふのは，今から約四千年の昔まで、今のメソポタミア附近に遊牧して居 
た民族でありまして、彼等は其の當時からユダヤ敎の神たる上帝(ヱホパ〕を崇拜する處のユダ 
ヤー神敎を固信して居りました。 

ユダヤ人のバレスタィン移動よりユダヤ王國滅亡まで 一^ 
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然し其の當時•附近にはユダャ人ばかりでなく他の多くの民族も住んで居りまして、ユダャ 
人以外の人々は、一神敎徒ではなく多神敎であつた爲めに、ユダャ人は之等の民族から常に壓 
迫を受けて居たのであります。 

そ.こで當時の族長アプラハムは、一神敎を奉ずる自由なる天地を求めながら，全族を引連れ 
まして、段々西南に下.つてユーフラット河を涉り、次第に西方に向つて遊牧し、遂にカナンの 
地に移住したのであります。之れが凡そ西唇紀元前二千年の昔のことであります。 

カナンの地と申しますのは卽ち今のパレスタィンの土地を云ふのであります。 

處が不幸なことには：カナン地方の住民も亦日月星辰を战める處のバール敎の信者でありま 
した爲めに、互に信敎的反感から*之等の民族とユダャ人との爭鬪は，常 fc 絕ぇなかつたので 
あります。 

之れで見ますと云ふと，ユダャ人は實に不思議な運命を持つた民族でありまして、其の開闢 
の歷史か.らして、旣に宗敎的であると同時に、流浪的であり又爭鬪的でありました。 

此の開闢以來常に周圍から壓迫を受け、從つて鬪爭的であつたと云ふことは> 要するに彼等 



のエホバを神と するユダヤ教の固信に依るものでありまして、今日に於てユダヤ人たるもの力 
ユダヤ 敎を捨てる と、 直にユダヤ人の 仲 問から其の族籍を除かれる と 云ふのも、無理から ぬ事 
と思ひます〇卽ちユダヤ人はユダヤ敎あつてのユダヤ人でありまして、ユダヤの歷史鼓に現在 
及び將來も、ユダヤはユダヤ敎 -<!: 運命を共にするものでありませぅ。 

ユダヤ民族の歷史は、宗敎的歷史卽ちユダヤ敎の歷史でありまして、ユダヤ敎を除外して 
ユダヤ民族を觀察することは全く出來ないことであります〇 \ 

二、埃及への移住と埃及脱出 

さて ヵナンの地に、一族を引連れて參りました族長アブラハムの次に立つたものは、イザー 
クであります。イザー クの次には ヤコブと 云ふ人が族長の位を繼ぎましたが此の ヤコフの 多 
くの子供の中の一番末子に當るヨセフは、特に父ヤコブに愛せられた爲めに、其の兄弟達から 
非常なる憎しみを受けまして、一日ヨセフは彼等から井戶に投げ込まれた のであります。 

然るにヨセフは 幸 ひにも通りか i りの旅人に 救 はれまして 埃及に賣られ ました。ヨセフは 非 
ユダヤ人のパレスタイン 移動ょりユダヤ王國滅亡まで S 
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常に賢明な人でありましたから*埃及に於て埃及王の信任を受け*次第に出世を致しまして遂 
に埃及宰相の地位に就くやぅになりました。 

そこで ョセフは自分の故國を ffi んでパレスタインに歸つて見ますと、意外にもユダヤ人等は 
多神敎徒から非常な壓迫を受けて苦しんで居りましたので、ョセフは全ユダヤ民族を連れて埃 
及に歸りました。そして埃及王の許しを得て、ナイル河口のゴーゼンと云ふ處に彼等を居住せ 
しめました。玆に於てユダャ民族一同は*洋々たるナイル河畔に於て約二百年の間、心ゆくば 
かり H ホバの神を崇めつ、平和なる生活を續けたのであります。 

然るにユダャ人の才能は、今や埃及に於てあちこちに頭角を現はし、一の隱然たる勢力を形 
づくるに至りました。勿論埃及人はユダヤ敎徒でありませんから 、斯ぅなる とユダャ人に對し 
て非常なる 不滿を感じ、ユダャ人の信仰の上に大 なる 束縛を加へました。從つてユダヤ人は埃 
及に對し段々反感の念を抱き初めたのであります。 

恰度その時分に*埃及王が西方アジアの蕃族の侵人を防ぐ目的から、築城をやつたのであり 
ますが、其の築城の役割は、此のユダャ人に命ぜられたのであります。茲に於てユダャ人は豫 



ての不滿が俄かに起りまして、當時ニダャ©族長でありました處のモ 1 ゼは、紀元前一三二 o 
年又もや 全ユダャ民族を引連れて埃及を脫出しました。其時 T ゼが率ゐ2ダャ人は老幼男 
女合せて六十萬と傳へられてゐます。 

モ 1 ゼ等は埃及を脫出しまして、 スエズの地峽 を涉り 紅海の右岸に 出で、 遠くアラビア地方 
を彷徨し、遂にシナイ山に參りました。そしてユダヤの一族は數十年此のシナイ山麓に遊牧し 
つつ故國 tc 歸る機會を窺つてゐたのであります。 

.モ丨ゼがシナイ山に於て、 H ホバ Q 神から十戒を授けられたと申す®は、恰度此頃©事であ 
ります 。 i _ゼが紅海を渡る時には其©水が二つに分れて J ダャ人等は悉く之を徒步で涉 
つたといふことは、彼等の有名な言ひ傳へになつて居ります。 

モーゼは此のシナイ山麓を出發しまして、死海の東岸を經てジ ''ルサレムに向つて前進しま 
したが、ネボの.山まで來ますとモ1ゼ■が®くなりましたので、其の子"'シャが父の奢繼ぎ、 
ジョルダン河を渉り、ヂェルサレムの外廊ジェリコの城に立 S て居た處の蕃族王を平げ、續 
いて四方を平定しまして、遂に紀元前一二五〇 年、 再びユダャ民族はパレスクインに復歸する 

ユダャ人のパレスタイン移 ®I ょりユダャ王國滅亡まで 
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こ.こが出來たのであります。 

然るに，ュダャ民族はヵナンの地に復歸後、十二支族に分れ各 < が割據獨立した爲めに國勢が 
餘り振ひませんでした。 

三、ユダヤ王國の建立 

當時周圍の國々では、夫々 lil 王を戴き國尜とし- C 統制を保つて居りましたので，ユダヤでも 
高僧サム H ルが主唱しまして、ュダヤ國にも國王を設けた方が宜しいといふので、ソールと云 
ふ人を立てて國王に致しました。. 

これまではュダヤ找族の政治といふものは、ュダヤ敎の髙佾が神意を受けて實施して居たの 
であります。然しュダャ王が出来て、ュダヤ王國と云ふものが出來ましても*國王が卽ち宗敎 
的の最高の地位を占めて居りまして’國王自ら神を祭り神意を奉じて政治を行ふことには、何 
等以前と變つたことはありませんでした。 

卽ちュダヤ王國の政治は卽ち祭事でありまして、此の祭政一致なる點に於ては、我が大日本 





ジエル サ レム 市、中央の大®塔けソ ロモン 殿堂跡に婕てられナ-ろ囘教大寺院な 
1,.後方の山は カン ラン山，市街の屋根の圓形なるは囘教徒の家 










帝國の 祭政一致と全く 同様であります。 Is 室が國民の宗家であら t る、と同樣にユ 
ダヤ王室は國民の宗家であつたのであります。 

考へて 見 ま-^と 其の國家の成立が、非常によ く似て居りまするに拘らず、我が帝國は開闢以 
來、皇統連綿として S 世界唯一 S 國 として 馨 して居りますに拘ら ず、ユダ5 族は 全然 
その國を S 、 世 SS して f 41 sflit とも、 管面白いこと 
であると思ひます。 

さて 丫ル王の次ぎに位を繼いたのは：タピ1ります。 S 時に今のジェルサレム市 
を王城と奠め 、文武の諸制度を完備しまして、南は埃及から北は レバノン山、 東は T フーフッ 
卜河に至るまで、廣大— 3 を 併略致しました。ダビテ®次 SS 名な ソロモン 王が位に 
卽きました。之れが紀元前杂一一一年 Q ことであります! 

四、 ユダヤ王國の分裂と減亡 

ソロモン 王は天資英邁で あつて、 よく父王の'志を繼ぎ 、大に 政務に精勵 し、 义一方商業 K 易 

ユダヤ人のバレスタィン移動よりユダヤ王國滅亡まで 
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を勵ましたので•ユダャ王國は周圍の諸國を壓し、其の勢は旭日昇天の有様であつて、ユダャ 
の船舶は遠く阿弗利加及び印度にまで周航を致しました。有名なる ソロモンの 殿堂、宏壯華麗 
なる榮華の殿堂は、王が當時王城に H ホバの神を祭るために造つたものであります。 

然しながらソ n モン王は晚年に至りまして*ユダヤ敎の最も嚴禁する異敎徒の婦人を容れて 
自分の妃となし、叉豪奢も愈々募りましたので、一般國民は非常なる不滿を感ずる樣になり ま 
した。けれども王の生きてゐる間は其の偉大なる威力に依つて、敢て國民が騷搜を企てる とい 
ふ樣なことはなかつたのでありますが*紀元前九五三年に王が歿すると共に、到る處に内亂が 
勃發し國内の政敎が二分されまして、南をユダヤ國と稱してジ K ルサ レムを 都と し、 北は ィス 
ラエル國と稱してサマリに都を奠める様なことになりました。 

結局、ダビテ、 ソ B モン王の時代が ユダャ 王國の最も盛んなる時代でありまして，今日のユ 
ダャ人も、豫言者の言を信じて、再び yB モン王國の現出せ らるぺきを 待望し つ i、a 夜神に 
祈て居るのであります0 

ユダャ人には革命家もあり社會主義者もありますけれど，結局彼等の憧憬する處はユダャ共 



和國やソビ H ット•ユダヤ國ではなくして、一人の王に統治された處のユダヤ王國そのものな 
のでありますノ 

此の こと ダヤ敎 S 等 S 言し*神が彼等に 約束し、 彼等は1を奮して居1 
ります。 


ュダャ 人のバレスタイン移動よりュダャ王阈戚亡まで 


3 
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十六、 ユダャ國滅亡ょり世界に 
流散す るまで 

一、逐次列强の版圖に人る 

ユダヤ K はかの有名なるソロモン王の時代までは、其の文物燦然として光り輝き，其の威風 
は四隣を壓しましたが、西曆紀元前九五三年に y &モン王の死と共に、ユダヤ國は南北の兩朝 
に分れ、北はィスラ H ル國と稱し南はユダヤ國と申しました。 

國家が分裂しますと今までの國威が全く失墜しまして、周園の强國から常に征服されるとい 
ふことになりました。ユダヤ王國なるものは-此のソ a モン王の死と共に事實に於て全く消滅 
したのであります。 

王が死んでから間もなく、先づ第一にアッシリア人がィスラ H ル國に铙入しまして、全く之 
を潰亂し、續いて南のユダヤ國はアッシリアに從屬することになりました。 



更に紀元前五八六年、ユダヤの土地はバビロニアの攻略に遭ひまして、ソロモン榮華の殿堂 
は此時に於て—に歸 しました。 そしてユダヤ©貴族達はパピニアに捕虜—り、遠く北方 
のユーフラットの 河畔に移された のであります3 

其後ペル？が If 、パビロン人は之 S めに滅亡しまし S 、 ユダヤの土地は續 
いて.ヘル；1配—た Q であります。ペルシア SSI と違ひましてユダヤ人を 
重し、.ヘルシア f ロスは西曆紀元前蓋 S に：ハビ= XS めに島流しにされたユ 
ダヤ人 QS を許し、 i ダヤ人 S してソニン殿堂の再建を許しました®で、ニダヤ人は 
キロス王を大に德とし、大に喜んで殿堂の讓に着手したのであります。 

然るに 其 後一一〇 四年—元前—二年、彼の有名 t アレ5ンダ1奎％、パレスタ 
インを攻略し、之霞分 Q 所領と致しました。奎 Q 死後"レ？がパレスタイン— 服し、 
其後叉シリア人の征伏する處となりました。シリア人はペルシアとは違ひまして 、ユダヤ人に 
對して激し S 制 S へた Q で、？ヤ人は之れ S 抗し一時シ — sf 脫するまでに至 
り まし S 、 紀元前六三年羅—將帥 S ベイが、 大兵峯ゐてバレスタインに—し、 兹に 
ユダヤ M 滅亡ょり-! It 界に流散するまで 
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バレスタィンは羅馬帝國の版圖に入つ たのであります 0 
然るに rT タヤ人が羅馬に對しまし S - 叛亂を起します Q で、紀元七 ◦年羅馬皇 帝ゥェエス 
ハスアンヌスは、自ら兵を率ゐてパレスクィンに入りユグヤ人を鎭定 しました が、 皇帝が歸還 
しますと、又もやユダヤ人は羅馬官憲に對して叛旗を 翻しました。 

ユクヤ人最後の反抗は紀元一三二年バル •コホ ハの叛亂でありまして、 n ホ ハは 最後に ジェ 
ルサレムの一角ダビデ Q 城に立籠りまして、羅馬軍に反抗しました。羅馬皇帝は其の長子 チ，, 
i を—として派遣し、之れを征討せしめました。バル. コホ ハはダビ‘デの城に 產る こと 
五ケ月、最後まで奮闘を綾けましたが、遂にユダヤ軍は全軍城を枕に討死した のであります。 

後世のユダヤ人は、此のバル. コホ ハをユダヤの大忠臣として、吾々 日本人が 恰も 補公を追 
慕す る如くに尊敬して居ります0 

此の戰爭に依てチ ュ丨ス 軍の爲めに當時の ジ H ルサ レム城なるものは灰儘に歸し ました。 羅 
馬はユダヤ人に對して其 Q 屢‘ Q 叛亂に全く 手を管、 其 後一一年を經て羅量帝ハドリアンヌ 
スの 時に至り政策的にユダヤ 人を 壓迫 することを考へジヱ ルサレ ムの 附近に 羅 S 人を移， te さ 



せ、 ユダヤ人には非常なる重税を課しジ ''ルサレムの市内にはユダヤ人の居住を嚴禁しました。 

兹に於てユダヤ人は國民としての集團力を失 ひ、 故國を棄て、四方に離散する樣になつたの 
であります。之れがュダヤ人の各國に於ける寄生々活の初めでありまして、實に紀元ニニ五年， 
今から一七九八年前のことであります。 

11、キリストとユダヤ人 

キリストが 生れたのは卽ち此の羅馬時代でありまして、ユダヤの豫言者が 
『神は遠からず S 世£1を下し*ニダヤ人を S て世界萬國を征 伏し、萬豐を統一 
せる國家を建て、 H ホバを神とせる宗敎を流布するであらぅ』 

と申しましたことを確信して、 H ダヤ人等は皆此 SQ 出現を、今日か明日かと神に祈つて待 
つて居た 處に 、キリストが 予は神の子なりと云つて現はれました。 

玆に於てュダヤ人等は神に祈つた甲斐があつて我等の救ひの神が現はれたキリストは必ず 
羅馬人を擊退し、我々を其の壓制から救ひ、昔の樣な立派なユダヤ王國が出來るであらぅと期 
ユダヤ 國滅亡ょり 世界に流散す るまで 
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待して皆キ”ストの下に馳せ集つたのであります。然るにキリストはユダャ人等の期待したや 
ぅな人間社會の王ではありませんでした。基督は說いて n はく 

『予の言を信ずるものは、獨りユダヤ人のみならず、何人と雖も救はれん』と。 

卽ちキリストの救ひは人間精神界の救ひであり、彼れは箝神界の王であつたのであります。 
事實に於てキリストが現はれたとて、ユグャ人は羅馬の®制から少しも救はれませんでした。 

そこでユダヤ人等はキリストを僞救世主として、又神に對する反逆者として、羅馬の代官に 
密吿し、キリストはユダャ王であるから王冠を被らせると云つて> 荊の冠を被らせ、之れで立 
派なユグヤ王が出来たと，冷やかしながら十字架上に礎にしてしまつたのであります。 

今日ジ H ルサレム城內に、昔キリストが十字架を負ふて屢-途上に倒れながら、刑場に行つ 
たと云ふ所謂嘆きの道といふのがあります。其の傍らに當時キリストが用ゐたと稱するハンケ 
チと其の十字架とが保管されてありまして、私も拜觀料を拂つて見物した事がありました。元 
ょり眞僞の程は解りませんが、十字架は八寸角位のもので斜めに置かれ、其の上に色の着いた 
大きなハンケチが擴げられてありました。 















斯くの如くユダヤ人はキリストを僞救世主と して、 今も尙ほ豫 言の實現される日を待つてゐ 
るのであります。同時にキリスト敎徒とユダヤ人との 反感は玆に端を發してゐるのでありま 

す。 


ユダャ國滅亡ょり世界に流散するまで 
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十セ、流浪の ュダャ 民族 

1、ユダヤ民族の西班牙への移住 

羅馬の爲めに徹底的に彈壓されました處のユダヤ民族は、前述の通り世界に向つて流れ出し 
ましたが、先づ第一に其の附近の埃及、バビロニア、 シリア、メソポタミア 等には非常に多く 
のユダヤ人が流れ込みました。之れが爲めに當時ユダヤ人は、バビロ - I アのユーフラット河畔 
にあつたバビロンの都を稱して新パレスタィンと申したぼどでありました。 

諸國に流れ出したユダヤ人等は勿論、自ら故國を抢てたのでありますが、 ♦. ハレスタィンに對 
する愛着の念は依然たるものでありました、否寧ろ熾烈を極めたのであります。 

七世紀の初葉 C 六一四年〕に於きまして、ベルシア國王コスロエスがキリスト敎の侵略者に對 
して宣戰を布吿しましたが、其際ユダヤ人の問にも戰爭熱が起りまして、當時埃及に在つた處 



のユダヤ人のビンジャビンは、三萬ょり成るユダヤ軍を編成し、ベルシ r 軍と相策應しまして 
パレスタインを攻略し、兎に角僅かに十四年間ではありましたけれど、ユダヤ人の行政をパレ 
スタインに布いたのであります。 

又、八世 E の中葉になりますと、ベルシアのユダヤ人アプ•イッサはパレスタイン奪還の目 
的を以て强大な運動を起し、メソポタミア及シリアに在つたユダヤ人を以て一軍を編成しまし 
たが、遺憾ながら此の運動は慘敗に歸しまして、ユダヤ人のバレスタイン奪還の企圖は不成功 
に終りました〇卽ち此の運動はユダヤ分散地(ジャスボラ)ょりするユダヤ人叛亂の最後の試 
みであつたのであります。 

第十世紀の末葉となりましては、バビ a ンがユダヤ民族の文化的宗敎的中心となり、兹にユ 
ダヤ文化の大なる發達を見たのでありますが、此のバビロンに於けるユダヤ分散地生活も、時 
代の經過と共に Iffi て衰運に傾きましたので、玆にユダヤ諸部落は逐次にスペインに向つて移住 
し始めました。 

流浪のユダヤ民族 一 g 



ュダャ 民族の世界支配？ 一六六 

西班牙に於きましては、勿論ユダヤ人はユダヤ人特異の生活を營みましたが、彼等は玆に黃 
金時代を現出し、新文化の中心となりまして心靈及び學術の淵源地となりました。そしてユダ 
ヤ人は茲に社會的に地位を獲得し、又一方財界に於て確固不拔なる基礎を固めました。 

ユダヤ人の歷史家は、當時に於ける西班牙の繁榮はユグヤ人の力に依るものである、と申し 
て居るのでありますが、或は事實さぅであつたのではないかと我々も思ふのであります。 

玆に 於て寄生生活者卽ち外来人たるユダヤ人の發展に對して、在来の西班牙人は之を快く思 
はぬ のは申すまでもないことでありまして、恰度 ョシ ア時代に於ける埃及の 如く、 西班牙人は 
ユダヤ勢力に對して犬なる不安と反感と を 抱くやぅになつたのであります。 

そこで其の結果が"紀元一四九二年八月二日に於ける異端钆問となつて現はれたのでありま 
す。卽ち此日外來者たるユダヤ人約三十萬人が、一時に國外に追放されたのであります。 

此の西班牙に於けるユダヤ人の追放は、西班牙の盛衰の間に劃然たる一線を畫 きました。 此 
の事件以來西班牙の强國たる地位は徐々に降下し初めたのであります。 

-かの コロンブス 以下數名のユダヤ人が亞米利加に出發したのは、實に其の翌日八月三日な〇 



でありました。 

玆で一寸、コ a ンプスの亞米利加發見に就ての、仔細に就て申述べませぅ。 

二、ユダヤ人等の亞米利加大陸發見 

此の異端釓問の翌日卽ち西曆紀元一四九二年八月三日、コロンブスは數名のユダヤ人を伴て 
洋々たる大西洋を西に向て出帆したのでありますが、然し此のコロンブスの一行を逃走者とし 
て見ることは適當ではありません。 

何故ならば此の大膽なる航海者コ a ンプスの計畫は、追放の行はれる遙か以前に於て、旣に 
有カュダヤ人等の興味を そそり、 大に其の同情を集めて居た からであります。 

記録に依つて見ますと、コロンブス自身も『予は大にユダヤ人に同情し慰め合つた』と語つ 
て居ります が、 コ B ンブスの母は實にユダヤ人であつたのであります。從つてコロンブスが亞 
米利加を發見しましてから*之を詳細に認めました處の最初の手紙は、矢張り或るュダヤ人に 
宛てたものでありました。尙ほ又、事實に於て非常なる成功を收め，未知の世界の半ばをば世 
.流浪の ュダャ 民族 一2 
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人に紹介し、人類の幸福に至大の貫獻を爲した此の記念すべき航海は•實にユダャ人の力に依 
つて成功したものであります。 

世間ではコ B ンブスの航海の費用は、イサべラ女王が自分の寶玉を賣つて與へたといふ、一 
の美談として傳へられてゐますが、少しく研究して見ますと、さぅではないのであります。 

抑； 當時スペインの宮廷には、非常なる權勢を有する三人の r 祕密のユダャ人」なるものがあ 
りました。其の一人はルイ.デ.サンタゲルと云ひ、彼れはパレンシアの豪商であり、叉スペイ 
ン王室の地租管理者でありました。又他の一人はサンタゲルの親戚に當るガブリヱル•サンチ 
ヱズと申す者で、彼れは王朝の大藏大臣でありました。殘る一人は矢張り此の兩人の友人で侍 
從職をして居りました處のジュアン•カブレロと云ふ者でありました。 

この 三人はイサべ ラ 女王に對しまして、絕へず王室の財政窮乏を說明し若しコロンブスか 
印度の謎の寶庳を發見しさへすれば、 巨 萬の 富を 贏ち得ることを盛んに女王に 焚きつ けました。 

其の結果*イサべラ女王は其言を信じ、自已の寶石をコロンブス航海の費用調達の抵當とし 
て交附する ことにな つたのであります。 



然しながら サンタ ゲル自身も、其の費用の一部を支出することを切望しまして女王の許し 
を得て、—一 SOS ヵット卽ち竺萬弗を支出した®であります 。 S 鑫を今日に見 
積りますと 約 十六 萬弗に相當し、此§附金 S 論 n n N ブ KS 險費を5得て餘りあるも 
のと思はれるのであります。 

コロンブスと一所に航海した人々の中に、少くも五人のユダヤ人がありました。卽ち通譯の 
ルィス■デ.トレ ー ス 、外科醫マル コ 、內科醫べルナール及びアロンゾ.デ•ラヵーリエ*ガブリ 
エル•サン チ h ズの 五人 であります。又 n n ンブスの當時用ゐた處の天文器械も地圖も皆ユダ 
ヤ人の發明したものでありました。 

亞米利加に 上陸した一番乘りは、ルィス.デ.トレースでありまして、彼は煙草の使用を第一 
こ發見した人であります。トレースは後にキューパに土着しましたが、實に彼れは現在煙草業 
をユダ ヤ人が支配するに至つた元祖とも謂ふべき人であります。 

之で見ましてもニダャ人％、當 S 西班牙 SSSS 何に勢力を持つて矣かと公ふ 
一端を窺ふに充分でありませぅ。 

流浪 Q ユダャ民族 . 一 S 
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三、西班牙ょ U 各國へ分散 

さて西班牙を追放されたユダャ人は、嘗て紀元一三五年にパレスタィンを追放された時と同 
様に各地方に散亂しましたが、其の主力の一部は伊太利に移住しました。 

然しなから伊太利に於ては、ユダャ人を歡迎しなかつたばかりでなく*寧ろ之れに對して反 
感を以てしたので*伊太利のユダャ人は大部トルコに向つて移りました。 

當時土耳古はユダャ人を同情を以て迎へ、非常にょく此の流浪者を待遇したのであります。 
之れは御承知の通り宗敎上の關係でありまして、伊太利が耶蘇敎の本山でありますのに引きか 
へまして、トルコはユダャ敎から別れた囘敎國であります。囘敎ではユダャ人との結婚を明か 
に認めて居る様な次第でありますので、基督敎徒ほどユダャ人に對して反感を持つては居りま 
せん〇從つて土耳古に移住したユダャ人は、比較的安らかな生活を營みまして、今日に及んで 
居ります。 

1在に於ても、土耳古のユダャ街には、尙ほ西班牙風の服装を傳へて居るユダャ人を屢< 見 



受けるのであります。 

叉、他の主なるユダヤ人等の一團は葡萄牙に入り、葡萄牙から更に逐次和蘭に流れ込み、和 
蘭から英 S 移—した。更に St 醬亞、 is り行くと同5佛蘭西、棄利加方 
面にも流れ行くのでありました。 

勿論これはユダヤ人 Q 大き I 團 Q 移動—した？ありまして、其內の小な f のは、あ 
ちらにもこちらにも分散した Q でありまして、印度、支那方面にも彼等が流れて來た®は言ふ 
までもありません0 


流浪のユダャ民族 
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十八、 支那とユダャ人の歷史 

印度に移住したユダヤ人は，主としてべルシアに於けるユダヤ人虐殺の結果、ペルシアを逃 
れて印度に渡つたものでありまして、其の年代は西唇六五年と云はれてゐます。 

或る學者は、ベルシアユダヤ人の印度移住に結びつけて•西曆二三一年に印度から支那に移 
住したと說明して居りますが，然しいろ<調べて見ますと、第一世紀卽ち支那の後漢時代の 
頃から、旣にユダヤ人は支那に殖民したものと思はれます。 

マルゴ . ポ B は、一二八六年頃ユダヤ人は支那 r 於て、商業上及び政治上に侮るべからざる 
勢力があつたことを認めて居りますから*支那に於けるユダヤ人の歴史は隨分古いものであり 
ます。 

尙ほ支那ではユダヤ敎を稱して刀筋敎と申して居りますが、又更にユダヤ人の支那移住に關 



する 一說 として、 支那では 次の 様な面白い ことが 傳へられて 居る のであります。 

，『唐の時代(西暦六一八—九〇六〕寧波に多■數のユダャ人が移住した。支那に於て現在「李」の 
姓を有するものは總てユ广ャ人の子孫で—。從つて唐代以前に支那には李の姓はない。且 
つ叉寧波人は、其の習性風俗職業等全くユダャ人と同様であつて、寧波人の多くは金貸業、 
兩換星*寶石商、皮革商等を營むものが非常に多く、其性情は勿論面貌さへもユダャ人に酷 
似してゐる』 

と云ふのであります*若し之を事實とすれば、此の李姓を帶びたるユダャ人は、支那に於ける 
同化ユダャ人でありますが•然し是を以て見ますと、依然ユダャ式の性情を保持して居るので 
あつて、所謂人間の傳統といふものは誠に爭ふことの出來ぬものと考へるのであります。 

支那のユダャ民族移住に關する歷史に就 i - ましては、私は寡聞にして日本の古書に於て見た 
ことはありませんが、ユダャの百科辭典には相當調べて記載されてありますから.今からそれ 
に就て御話し致しませぅ。 

元來支那と 云ふ土地が、バィブルを記述した當時旣に其の當路者に知られて居たかどぅかに 
支那とユ- ダャ人 s 歷史 5 ¢ 
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就ては今日尙ほ學者の間に物議の種となつて居りますが、バィブル註解者の多くの人々は 
『追放されたィスラ H ルの民族は其の本土である處のシ -1 ム ( siB . 日)の地に歸還すべきもの 
である』 

と云ふ文句を以て直に此のシ-ームを支那と解して居りますが、然し一部の人々は此の說を否定 
して居ります。 

それは兎も角として、ペルシアに入つたユダャ人は、早くから生絲の貿易を始めました爲め 
に、當然の結果として 、 B — マ人の所謂生絲商人、卽ち支那人と直接交渉を結ぶに至つたので 
あります。 

(註〕 ラテン語の越(8688〕ょ=*絹(862.0震〕となり轉じて生絲商人(8&1£1>1611〕となつた。0 I マ 
人は支那人を呼ぶに Silk-men (生絲商人の意〕といふ稱呼を以てした。 

然し何れの時代から、之噚の JX . ダヤ人が、支那に植民し初めたかと云ふことは明瞭でありま 
せんが、各 時代に 亙つて、 之等ユ ダ ャ生絲■貿易商人が支那に移住した〇-であるか、或は又一時 
的居住者が定住者となり濟ましたか*その何れかでありませぅ。 



I 七三三年 P ンドン發行の『二人囘敎徒の印度及支都漫遊記』には 

「ユダャ人は，殆んど人々の記憶に#して居らぬ遠い昔から，支那に植民して居る」 

と書かれて居ります。 

然しながら S 義 if rT タャ 人 Q 最初 .Q 支那移住は霸 QS ■代、®ち紀.兀前 二 〇六年乃至 
ニニー年の頃、 詳しく申し ますれば明帝の時代に行はれたと云ふユグャの傳說を否定し、ユダ 
ャの所謂 十 種族放浪と結びつけて居ります が、 之れは蓋しプ»フィール僧正の 

『是等のユダャ民族は支那の漢帝時代に入つた』 

と云ふ〇碑を根據としたものであつて*頗る疑はしいものであるとされて居ります。 

又、 九世紀の 頃、 ユダャ人の旅行家スレーマンといふ人は、ユダャ移住者が支那に入つたの 
は 西 曆六五年で あると 云ひ、又グレーッといふ 人は、 ユダャ人が初めて印度に植民するの原因 
を成した處の、ペルシアに於けるユダャ人虐殺と關聯させて、西暦二三一年に支那に移住した 
と說 いて居ります。 

尙ほ黃河の沿岸開封府に在るユダャ人 自らは、 其の奉ずるユダャ敎を印度から傳へられたも 

支那と. i ダャ人の®史 $ 
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のであると言つて居りますが、何等其の時代 &■ 明示するものがありません。 

又、グ a 丨ベルは其の著 r ハピロ - I ア及び東洋記」に於て、五世紀以前 ic 支那にユダャ人は 
居なかつたと言つて居りますが、之れとても何等之れを證明するに足る材料はありません。 

之れに反してユダャ人の支那移住は、前記諸家の說よりも‘早期に行はれたと信ぜらるべき 
幾多の理由があります。卽ち支那人はユダヤ敎のことを刀筋敎 c 皮を剝ぎ筋肉を引出す意味〕と呼 
んで居りまして、此の名稱はユダャ人の特性を非常によく表明したもので、頗る年代の古いこ 
とを示して居ります。且つ又ユダャ僧0フビ-〕の敎義に依つて、支那人は以上の話よりも更に 
深くユダャ人の特質を印象づけられて居ることが解ります。卽ち支邦人はユダャ敎の影響を受 
け、ユダャ人より其の特質を受けて居ると申して居ります。 

尙又、支那に在ります處のユダャ敎寺院 (シナ ゴ I グ〕に關して、現在存在す る 特殊な祭式に 
依て見ましても、初代植民に關 する 實證を發見す ることか 出来ますし、又一方第九世紀及び第 
十四世紀のアラビアの著述には、古代に於てユダャの商業植民地が支那に在つた事實を確證し 
て居ります。 



要するに & 等の實證を综合します と、 ユダヤの支那 植民は第一世紀の 頃に始まり •宗敎 的に 
も社會的にも’ 長年 月に亙る 特殊の發達を遂げたものと見るのが至當でありませ ぅ。 

中世紀の頃に於げる支那のユダヤ人の歷史に就ては*材料が極めて寡いのでありますが、曩 
に申上げました二人囘敎徒の旅行家は、八五一年の頃にユダヤ人の多くが商業の爲に改宗し、 

又八八 四 年 バィチュ ー の叛風には 十二萬の囘敎徒*基督敎徒 、ゾ aT スタ ー 敎徒等がヵンフ 
C 對アラビア貲易港)に於て虐殺されたと書いてあります。 

又、シャバ ンX 博士は、 紀元九六〇年乃至一ーニ六年の間に、新たにユダヤの植民團體が印 
度から貢物を 持て支那に 入つ て來 たと 申して 居ります。 

兎に角ユダヤ人は、支那にやつて來るのに、總ベて海上から來たもので、決して中央亞細亞 
方面から陸地傳びに來たものではない樣であります。 

前に申しました通り、マルコ.ポロは、一二八六年の頃支那には商業上及び政治上、ユダヤ 
人の侮るべからざる勢力のあつたことを述べて居ります。 

然し當時 、ユ ダヤ人は自ら進んで積極的に、支那の政局に立人る様なことをしなかつた爲め 
支那と11ダヤ人®歷史 妄 j 
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に、 一般には同敎徒と同一視されて；$たのでありますが、それに も拘ら ず支那の年代記には 「ユ 
ダャ 人」 なる 名稱が 出て 居り、特に I 三五 四年には支那 も 内 亂相繼 いだので、囘敎徒及びユダ 
ャ人の 金 持を首府に呼んで、 彼等が 兵役に 應募 するやぅ勸誘した と 書いて あります 0 
其の 當時、 歐羅巴にあつたユダャ 人は* 自分の同族が支那に居る とい ふ樣な事に 就て は、 少 
しも知つて居なかつたのでありますが、然し十七世紀の頃になつて、河南省の南開封府及びハ 
ンチャフに 、五六 ？1人のユダ ャ人 部落が あると 云 ふことを、ヵトリック 宣敎師が歐羅巴に傳へ 
ました。 

此の開封の ユダ ャ敎寺院(シナゴ 1ク' I には、支那に 於けるユダャ植民に 關 する最も古い記錄が 
藏され て居る 處から•學者の注意は自然 この 開封の ユグャ 人の上にのみ 注がれたのであります 0 
今此の シナ ゴークに掲げて ある 大理石の扁額に彫刻され た 碑文の 一部を抜萃して見ませぅ。 

『西の國ょり七十家族移動し來り、皇帝に綿布の織物を獻ず、 皇帝彼等を開封 府に 住せしむ 
……一一六三年 シナ ゴ I クを建，つ…… I 三九〇年明の太宗帝位に 上りユダャ人に對し土地所 
有權拉に其他の權を與ふ。一四二一年帝其の寵愛する 醫師ィ H ン.チ H 丨ンにシナ ゴ ー ク改 





築の認可を與へ、帝自ら香を獻ぐ云々』 

其後在支ユダャ人は、商業上社會上の勢力を失墜して全く歐洲方面との連絡を絕っに至りま 
した。十七世紀の頃、ヵトリック{一 r; 敎師に依て發見されたのは恰も此の勢力失墜時代でぁった 
のでぁります。 

此の事實が歐洲に知れ渡りますと、各地-&ら此の調査に着手しました。一八五八年太平7 
ィビン〕の叛軍が、楊子江沿岸を席搀して北上するや、ユダャ人は各地に散亂しましたが、後再び 
開封府に歸つて參りました。一九〇〇年に於て開封のュダャ人は男女合計約百四十名で、其の 
當事者もシナゴークも敎育施設も何もありませんでした。之れが爲め在支ュダャ人救濟會は 
之等同胞の救濟事業を起し*同時に開封府に於けるュグヤ敎寺院の再建に努力しました。一九 
一二年日本及支那にあったュダャ人の數は、總計二一四三名と云はれて居ります。. 


支那とユダャ人の歷史 一定 
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十九、シォニズムとは何か 

I 、ユダヤ精神王國の建設 

シオーーズムは、現代ユダヤ人の本質を知る爲めに、極めて必要なものでありますから、唯今 
から之に就て說明を試みませぅ。 -ノ 

シオ>1ズムは、現代ユダヤ民族の活動の源泉であり、ユダヤ政策の本源であります。又シオ 
- I ズムなるものは、ユダヤのナショナリズムでありまして，其の活動はユダヤ國家復興運動と 
して現はれるのであります。 

西曆一三五年羅馬の壓制に依って、故國を棄て諸國に流浪し始めました d ダヤ人等は、勿論 
H ホパの外に神なし•と信ずる彼等の宗敎を捨てないばかりでなく、益 < ユダヤ敎に對する信仰 
を 深くしたのであります。 V a モン 王の死後、羅馬の 爲めに四散するに 至る まで、 其の國は附 



近の强國からは絕へず攻略せられ、其の權力下に呻吟して來ましたユダャ人は、絕へず征服者 
に對する叛亂、卽ちユダャ國復興の運動を試みたのでありますが、羅馬の時代に至りまして、 
遂に徹底的の彈壓を受け，其の國土に留まることが出來ない迄の打擊を蒙りましたので、流石 
のユダャの識者達も、最早やユダャの土地は，永久にユダャ人の手から失はれ、再び恢復する 
§1みはないものと諫めたのであります。然しながらユダャ民族なるものは開翻以來非常に根强 
い民族であつて、此儘分散し遂に消滅するやぅなことがなかつたのであります。ユダャの識者 
達は考へました、『國は失つたが、我々ユダャ民族は、兎に角永遠に存續しなければならぬ』と。 
そこで考へついたのが、ユダャの「精神王國 J なるものであります。卽ち縱令其の國を失つても、 
如何に世界に四散しやぅとも、ユダャ人は飽くまでユダャ人として精神王國を形成し、此の世 
に現存しなければならぬといふことを深く考へたのであります。其の結果出來上つたのが、ユ 
ダャの Mf,lii i K 申します處のィスラ H ルの大聚典であります。卽ち此の聖典がユダャの精神王國 
の土臺であります。叉これがユダャ人の本質を、今日まで完全に保存しました處の、ユダ十の 
大思想であるとユダャの學者達は申して居ります。 

シオニズムとは何か 一八一 
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この！!船'ど申しますものは*猶太敎のトーラの謂は yr 譯解ともいふべきもので、ュダヤ人自 
身でさへ何部あるか解らないといふほど M 大浩瀚なものであります。而も蛮典はュダヤ人の惡 
戰苦鬪の眞最中に出來たもので*謂は' L * ュダャ民族の苦腦の產物でありますから、他の宗敎の 
聖典とは非常に趣を異にして居りまして*先づ第一にュダヤ人に對し、「神の選民」として偉大 

! i 

なる II 信力と抱負とを與へ、如何なる苦鬪にも堪へ得る確固た■る信念を注入し*更に限りなき 
反撥性と復11心とが其中に包藏されてゐるのであります。 

二、ユダヤ聖典の內容 

今次にュダヤ聖典內容の一部を擧げて見ましやぅ0 

一、非ュ ダヤ人の財產を管理する ことは* ュダヤ人の權利なり。同じくュダヤ人は非ュダヤ 
人に對し生殺の權利を有す。殺害する勿れとは、實はィスラエルの子なるュダヤ人を指す . 
ものにして、非ュダヤ人を意味するものに非ず。 

一、神ょり 生れたるものは、た r ュダャ人あるのみ、其他の人類は惡魔の子なり。 


一、人間は動物より高等なるが如く、ユダヤ人は、人間よりも高等なり。 

1、非ユ ダヤ人が善事を行ひ慈善を施さば-之を罪と認め彼等を咒ふべし。之れ彼等は誇ら 
んが爲め、斯かる行ひを爲すが故なり。 

一、永久に生存する價値あるものは、獨りユダヤ人のみにして、他の人類は驢馬にも如かず。 

一、非ユダヤ人の生命は、我等の掌中に在り。特に彼等の黄金は我等の所有物なり。 

一，非ユダヤ人の血を流すものは h ホバの神に生 e を獻ずるものなり。 

一、 若し非ユダヤ人が、ユダヤ人より些細なるものを盜む時は、之を死刑に處するは當然な 
り。然れどもユダヤ人は欲する僂に、非ユダヤ人の所有物を奪ふも自由なり。是れ汝の隣 
人に惡を施す勿れとあるも、特に非ユダヤ人に惡を施す勿れと明記しあらざればなり。若 
し非ユダヤ人にして、穴に墜つるものあるも之を引揚ぐるに及ばず•其の穴に階梯あらば 
之を取り除けよ*若し傍らに石あらば*拾ひて之を穴に投ぜよ。 

又次に、ユダヤ人處世の道として敎へらる、處の、ユグヤ處世訓百則の數項を御紹介しまし 
やぅ。勿論之はユダヤ聖典から抽き出して作られたものでありまして、彼等の古來からの社會 

シオ11ズムとは何か 一 S 
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觀並に其の行動を律し來つたものでありますから、ユダヤ人なるものを観察するには一つの好 
資料と存じます。 

第五則ジ H ルサレムには旣に神殿なく獻祭なき今日と雖も-司祭長ア n ンの子孫は，沭浪せ5ユダ 
ヤ人間に於て«通〇ユダヤ人以上に特典と名#とを有し*各祭日には他のユダヤ人を祝福するの資 
格を有ナ、されど其の子弟中ァクム c 非ユダヤ人®意にして•ユダヤ人はユダヤ敎を棄つればユダ 
ヤ人 といは ず〕 となれ るもの あら ば•全家族は汚れ•此の神聖なる資格を失ふ。 

笫六則アクムとなれるユダヤ人は•呪はれたるものにして*個令燈明等をユダヤ寺院に獻ずるも* 
寺院は之を受納する ことを 禁ず。 

笫七則祈禱文シムン(食後®祈禱文〕は•非ユダヤ人の家にて BI 讀すべからず，*れ非ユダヤ人も 
祝福せられざ f > んが爲めなり。 

笫九則駿れたる非ユダヤ人の神殿 e 傍を通行する際•ユダヤ人は「主よ汝を感謝す.蓋し非ユダヤ 
人の偶像殿を此處より根絶したればなり j と唱ふべし。完存せる殿堂の傍を通過す S 時は r 主よ汝 
を感謝す、蓋し汝惡漢等に對して，其®怒を績くればな yj と BI ふべし。 

而して多数のユダヤ人一所に集合す5を Ji -* f •「叡智®神汝を感謝す」と唱へ、非ユダヤ人 e 集合を 





見ば「汝等の母は耻かしめられ.赤面せん」と堪ふぺし。 

又ユダャ人が • ユダャ苺地を通過す5際には*「主ょ汝を感謝ナ，兼し汝正しく彼等を造りたればな 
り」と謳賞し、非ユダャ某地 Q 前に於ては「汝等の母は耻かしめられ云々」と堪ふべし。 

11ダャ人は’宏壯なる非ユダャ人の邸宅を見ば、「騎者の家は主®神•之を毀つべし」と瞄ふべく • 
非ユダャ人 Q 邸宅 Q 廢墟 Q 前に立たば「主は復簪の神なり」と堪ふべし。 

笫十一則祭日には賣買を禁ず’されどパレスタィンに於ては•非ユダャ人〇家を 51 :ふも支_なし • 
其の際賣買手續を爲すを許さる.卽ち之に依つて非*1ダャ人一人を減じ•ユダャ人一人を增すベけ 
ればな P 。 

第十四則逾越節 C 基督教 S 所謂復活祭〕 Q 前夜•各ユダャ人は祈禱丈シュフォフ ( 此の祈壽丈に於 
て神が非ユダャ人に怒を注ぐべき祈鑄)を堪へざるべからず。 

若し敬*を以て此の祈禱文を lli ふる時は，神必ず之を聽き入れ•メシャを遣し、非ユダャ人に其の 
怒 &. 注がん。 

笫十六則ホルガモ H ド(春秋二期®ユダャ祭日〕の際には•商業取引を禁ず • S れど非11ダャ人に 
高利を貸付くるも S ; 障なし■如何となれば■非ユダャ人ょ9搾取するは.常に神の喜ぶ所なればな 

シオニズムとは何か 一 S 



11ダャ K 族の世界支配？ 一 S 
第二十 I 則ユダャ人は•ユダャ人に對抗する非ユダャ人側の證人となるベか £. ず。 

之•か爲め非ユダャ人が> ユダャ人に金錢を請求し•ユダャ人之を拒絕する場合、非ユダャ人の正常 
なる を知れ5他の ユ ダャ人は•非ユダャ\側の證人となつて•非ユダャ人の S め有利なる證言を爲 
すべからず。 

ユダャ人が此の法則を犯し*ユダャ人に對抗する非ユダャ人側の證人となりたる場合には.牧師會 
議は彼を其體ょり除名すべし。 

第二十四則ユダャ人•か、非ユダャ人を爪牙に掛け居る時は，他のユダャ人は•其の非ユダャ人に近 
づきて金を货し•遂に非ユダャ人が全く赤裸になる如く欺くべし。 

斯の如き行爲をなす根本原則は•非ユダャ人 Q 金は•何人にも®せざる財産なるを以て*第一に之 
が收得を欲するユダャ人，先づ之を領有す50權利を有すればなり。 

第二十六則 玆に番頭あり，ユダャ 主人は彼に向ひ•凡ての拾得物は主人の所得に 旖すと 約束せしと 
せん。此の場合番頭が非ユダャ人を欺き.旣濟債務 S 二重取を爲し.或は餘分の勘定を取り fc りと 
せんか*此の利得は主人に屬すべし。如何となれば如上の利得は*拾#物と見做さる、を以てな9。 
(非ユダャ人の財寶は主無き財*なり) 

笫 三十 則ユダャ人は 隣人を欺くことを嚴禁せらる.財寶惯値の六分 s ! e 損害を B 人に典ふれば詐 





僞 とす。され ど之はユダヤ人間に於ての みのこと なること論なし。非ユダャ人に對しては欺くも不 
可なく、又着服せしものを返すの義務なし、「汝の隣人及び兄弟を欺くこと勿れ」と、されど非ユダ 
ャ人は我等の兄弟に あらず •彼等は犬に劣れり。 

笫三十五則 ユダャ人は、 m 荷に桃へ兼ねて殖れたる動物に遭遇するか、或は滿載せる車輛に繫駕せ 
る勸物が疲勞困憊の結果倒れたるを見ば、其の馬丁御者に援助を與へざるベからず*又其の荷卸し 
荷積みに手傳はざるベからず、蓋し同胞 1 C も動物にも此の種の援助を與ふるは當然なればなり。 
苦し荷物がユダャ人に腸し•動物は非ユダャ人に馬する時*或は此の反對に、動物はユダャ人の所 
fru して御者 自身 非ユダャ人、荷物も非ユダャ人に屬する時も斯くなすを要す。 

然れども動物も非ユダャ人に屬し、荷物も非ユダャ人の所有なるときは•ユダャ人は之に對し憐愍 
の情を起し，荷主にも動物にも援助を與ふべからず。 

第四十 六 則 三度 ユダャ人を非ユダャ人に密吿し、其の後密告斷念を誓ふ も •何ほ密告を爲さば*此 
の者を^婆ょり除去する手段を講ずるを要す。 

密告者の除去(殺害〕に要せし費用は*事件發生の都市に居住するユダャ人の炱擔とす。 

第五 十七 則ユダャ人は、非ユダャ人の 接觸せる罎义 は コッブに て 酒を飲むことを禁ぜらる•如何と 
なれば非ユダ ャ 人の接觸のみに て も酒は汚るればなり。 

シオ ーー ズムとは何か 一公 
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笫七十七則ユダ，ャ乳母は•假令報酬を受く5とも•非ユダャ人 Q 嬰兒を育つべからず•如何となれ 
ば非ユダャ人の生長を助くること、なればなリ。 

但し乳過剰にして苦痛を感じ•彼女にとりて有害なる時は許容せら5。 

之と 同じく生沽の資 となる 職業を，非ユダャ人に敎ふるを然ず。 

笫九十八則ユダャ人が、非ユダャ人の女を娶らば.答刑三十九に處せられ.而も其の結婚は無效と 
す。加之牧師會議は之を除名せざるべからず。 

ユダャ人がユダヤ女を3?りたる時と雖も•其の妻が改宗したるときは.夫は離婚手綾を M まずして* 
他に妻を迎ふることを得’如何となれば改宗者は人にあらで•馬と見做さるればな9。 

以上を以て見ましても，ユダヤ人は昔から猶太敎に依つて、どんな精神を注入されて來たか 
といふことがょく解ると同時に、斯の如き行動に對して、非ユダヤ人がまた彼等を排斥壓迫し 
たのは故あることと思ひます。然しながら古のユダヤ人ならいざ知らず、現代文化のユダヤ人 
が、斯くの如き敎を本氣で受けてゐるかどぅかと云ふことに就ては、甚だ疑はしいのでありま 
すが*然し幼少の時から、毎土曜日ユダャの禮拜日に於て、必ずシナゴーグに集りトーラを讀 
み、タルムードを唱へ、其上にユダヤ僧から之に關する熱烈極まる說敎を聽き•感極まつて號 



泣しつ V 育てられて來た是等のユダヤ人の、胸底深くユダヤ敎の敎が滲み込んでゐない普は な 
いのでありまして、縱令表面は現代の文化に依つて、之等の精神が表面的に消失し去つたとして 
も、其の潜在意識として此の徹底的なるユダヤの宗敎的信念が存在することは、何人が之を否定 
することが出來ませぅか〇從つてユダヤ人の行動の裡に、此のユグヤ精神が常に發露することは 
止むを得ないことと思ひます。勿論この精神は實に排他的でありまして、我々非ユダヤ人に取つ 
ては誠に^しからんことではありますけれども、ユダヤ人の慘擔たる歷史を顧みますと、現在に 
至るまでユダヤ人として彼等が存在する爲めに如何に此の精神が必要であり、又效果があつた 
でありませぅか。善きにつけ惡しきにつけ、兎に角ユダヤ人の現存する事は、後世のユダヤ人の 
學者が申す如く-實に此のユダヤ精神王國建設の賜であつたと申して差支へないと思ひます。 

是に依て考へて見ますと、縱令ユダヤ人の如き分散民族であつても*其の民族永遠の爲めに 
其の民族獨特の「精神王 wJ を持つと' S ふことは極めて緊要なことでありまして、我が日本帝 
阈國 K の#在竝に其の永遠の保障は、矢張り我が精神王國とも謂ふべき忠君愛國の念に外なら 
ぬものと思ひます。我が國民から此の忠君愛阈を除いた時は、卽ち我が國民の存在を失ふこと 

シオーーズムとは柯か 一八九 
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であることは申すまでもないことであります。要するに此のタルムードの大思想は、永遠にユ 
ダヤ人の生活の源泉となり、同時にユダヤ人の本質を完成したのであります。 

三、自由獨立の思想と革命思想の注入 

扨て ユダヤの識者等は、ユダヤ民族の生存の爲め*國土を失つた代りに、「ユダヤの精神王 
國」を建設しましたが、一方に於きまして其の故鄕を逐放されたユダヤの一般民衆は、何ぅか 
して自分の懷 しき 故鄕に歸りたいものである、といふ觀念を捨てることの出來なかつたのは當 
然でありまして，其の結果*旣にユダヤの歷史で申述べました通り* パレスタィンに 對する叛 
亂卽ち奪還運動が大小幾つとなく备所に於て行はれたのであります。之れと同時に、あらゆる 
ユダヤ人の村落及びユダヤの有力者達は、ユダヤ民衆に對しまして、自由獨立の思想と革命思 
想とを注人し、祖國開放に關する熱望を喚起したのでありました。卽ちユダヤ人は滅亡以来凡 
そ二干年間此の革命思想の注人を受け、又之を注入して今日に及んだのであります、近代に於 
ける世界备國の 革命は ユグヤ 人の參加に依つ て 行 はれ、現代の 革命思想がユダヤ人を 本源と す 



るのも實は斯の如き原因があるからであります。 

そこで革命 § 革宣想を檢 S んが爲 めに 、 S 其 S 5 S れた SQSS 其の 
事象の是非墨々するばかりでは、其 Q 本源を突—める二とが不可能でありまして、私はマ 
ルキシズ ムも共產社會裏も、結局は此のユダヤ民族の思想を研究することに依つてのみ、其 
の本質を捉へることが出來得るものと思ふのであります。 

斯の如く分散後のユダヤ人間に於ける精神—の建設、自由翌の思想と革命悬 S 興、 
竝 に祖國開放 S す—は、パピこ…：ヘルシア、埃及各地に於て其©中心點を成 
立せしめ、ユダヤ Qft 落は不變 Q 誠忠心を以て、.ハレスタィン S した®であります。従つ 
てユダヤ人に對する壓制が强ければ强いほどニダヤ人®民族精神は益'*需を加へ、愈燦烈 
に燃えあがつたのであります。此の 3 ：タヤの愛國的民族理想は、 時代の流れに従つて勿論各種 
の繁を 取りました％’此 Q シオン Q 地に復歸 X とする彼等の思想が、卽ちシオン思想で あ 
りまして、西班牙に於て彼等 S 常—を受けまし—に於ても、此 ©精神は消えること 
なく、寧ろ炎々として彼等 Q 間に燃え上つた St ました。そして此間屢'具體的にパレス 

シオ = スムとは何 か 一2; 
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タィンへの歸還が企てられましたのであります。 

そこで少しく各國に流れ込んだュダヤ人の狀態を申上げますと、ュダヤ人の流れて行つた先 
きは，伊太利も葡萄牙も，和蘭も英吉利も、悉くュダヤ敎を敵視する處のキリスト敎國であり 
又ュダヤ人が非ュダヤ人の動物共の造つてゐると考へる國々でありますから、彼等が優遇され 
る害もなく，又互に融和する窖も決してありませんでした。そこでユダヤ人等は行くさき-^ 
の國々に於て、ュダヤ人だけの集團部落を形造り、そこでュダヤ人として特姝の生活を營んで 
居りました。このユダヤ人の部落を稱してゲット ー と申します。從つて彼等は其の國の國民と 
同等の權利を與へられないばかりでなく，いろ-—-な壓制を蒙つて居たといふことは旣に御承 
知の通りであります。 

四、ユダヤ人の解放と改宗離籍 

さて斯くて年代を經る中に、ュダャ人の狀態竝に精神上に、一大變革を来す時が來たのであ 
ります。それは何でありませぅか、卽ちそれは佛蘭西の大革命であります。此の怫蘭西革命を 



動機と して歐洲の國々に於けるユダャ人のゲットーは、逐次に開放されて r ; きました。一例を 
舉げますと‘佛蘭西 H 於ては一七八九年蠢 Q 幽由が認められ、次で一七九一年市民權を與へ 
られ、英吉利に於ては一八五八年全然ユダャ人を開放し、獨逸に於ては一八六八年市民權をユ 
ダャ人に與へると云ふ樣に，ユダャ人の開放が殆んど全歐洲に及んだのであります。 

このことが更にユダヤ人の心理狀態に大なる變化を典へたことは申すまでもありません。彼 
等は喜びの餘り、我々ユダャ人が開放された以上は、一般の歐羅巴人と平等の權利を享有する 
資格が充分にあると云ふことを*一般歐羅巴人に示さねばならない、又歐羅巴の國々の此の寬 
裕なる處置に對して保障を與へなければならない*と云ふ樣な考へを起すものが出て來たので 
あります。其の結果として改宗をしてユダャの族籍を離れた方がょいと云ふ考へを起して、之 
を實行するユダャ人が續出しました。其の改宗離籍の理由は、自分等ユダャ人に取つて其の方 
が社會的にも物質的にも都合がょい、卽ち之に依つてユダャ人は幸福な生活が出來るのである 
と考へたのでありまして、此の改宗離籍者の多くは解放の結果，成金になつた處のユダャ人と 
智識階級のユダャ人に多かつたのであります。更に又此の改宗離脫運動に續いて同化主義を唱 
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へるユダャ人が出て參りまして*遂にはユダャ人は民族に非ずと叫ぶ連中も飛出して來たので 
あります。是等の新思想にかぶれたユダャ人は、主として西方歐羅巴の者が最も多くありまし 
て、此のハィヵラ思想は遠く海を越ぇて亞米利加に傳染し、廣く亞米利加ユダャ人の間に傳播 
致しました。是等のモポ.ユダャ人はユグャの傳統を顧みず、ユダャの習 ts を捨て，自ら佛蘭 
西人となり亞米利加人とならむことを希ひまして*アングロサクソンや、佛蘭西人と見間違へ 
られることを以て*自ら誇りとし非常なる幸福を感じたる連中であります。 

然しながら之等の新思想も、間もなく動搖を來すことになつたのであります。卽ち自らは佛 
蘭西人となり亞米利加人となつた積りでも、周圍の人々は依然ユダャ人はユダャ人としか認め 
なかつたのであります。ユダャ人の體軀には永久にユダャ人の血ょり流れてゐなかつたのであ 
りまして、特にユダャの識者達は所謂血は水ょりも濃しと云ふことを痛感する樣になつたので 
あります。我が日本に於きましても日本の婦人にして天性の美髮を赤くし、目の緣を黑くし、 
尙且つ眼玉の色の碧眼ならざることを嘆いて居るモガも多い樣でありますが、之は恰度是等の 
同化主義的ユダャ人と同思想の人々と思はれます。 



五、民族爭圃とユダヤ人の覺醒 

さてユダヤの識者達が*ユダヤ人の實際狀態を見ますと*周園の人々はユダヤ人はユダヤ人 
としてし £ めないと 同時に、約束され た 紙上 Q 同 f 維持す— 4、 頗る困難で—とい 
ふこと を 痛感しました。 從つてこの瘦得せ る 同權を實際 化し、 且又これを保持せんが爲めに 
は、 どぅして 4 民族と Q 激烈繁爭鬪©避くベから— を察知す—至つ た S ありま 
す。 そして斯か1義 Q 新思想と5も S * 結2ダヤ人の衰滅を招くだけ1と 
を麗した q であります。玆に 於て tT タヤ 人 Q 間に自己民族保持®運動が 起り、 ニダヤ人に新 
生活力を 注入せ んとする 各種の試みが 企てられました。 

其の最も聾$第一 S はれとして、現在に於て怫蘭西ユダヤ人を中心として非常—發 
展を遂げて居ります處の、全世界ユダヤ人同盟なるものが、一八六〇年パリーに於て設立され 
るやぅになつた Q であります。之は雷にあるユダヤ人は、各々文明®程度言語及び生活法を 
異こして居るに拘らず、皆共通 Q 敵を有することを凳し、不知不識の間に協同防敵®必要を 

シオ-ーズムとは H か 一^ 
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ユダャ人が感ずるに至った結果であると、ユダャ人は申して居ります。此の全世界ユダャ人同 
盟に就ては、非常に研究すべき面臼いことがありますが、餘談に亙りますから茲では «• くこと 
に致します。 

兎に角この ra 盟の設置に依って> ユダャ人は佛蘭西人としてでなく、獨逸人としてでなくユ 
ダャ人として生きんとする處の精神をモボ•ユダャ人に喚起したのであります。其後ユダャ人 
の中のヵール.マルクス及びラッサールと共に、獨逸のブ n レタリアの第一線の鬪士として現 
はれたるモ ー ゼス•ヘスと云ふ人が 「ロ ー マと ジ H ルサレム」なる書物を著し、同化主義に對 
して官戰を布吿しました。叉ゲオルゲ•エリオ- — 卜やビ* — コンスフィ-—ルド(ヂスレリー〕等の 

人々が r ユダャ國家小說」を書きまして、ユダャ人の爲めに創造的の思想を詖吹し、ユダャ同 
化主義の消滅に貢獻しました。 

六、ヘルツル博士の出現とシオニズムの唱導 

斯くてブタペストにドクトル.ヘルツルと云ふユダャ人が現はれたのであります。へルツル 



はユダャ人の特性を竹學的に說明した近代の最も達識且つ公知の代表的人物であります。彼は 
ユダャ國民の存在と云ふ事に對し確固たる信念を保有し、未だ嘗て少しの疑ひをも挾んだこと 
がなかつたのであります。そしてあらゆる機會を捉へて、ユダャ國民の存在を世の中に發表し 
た〇-であります。ヘルツルは恰度パリーに於て、全世界ユダャ人同盟の創設された一八六〇年 
洪牙利のブクべストに生れ、一九〇四年に歿しました。彼はゥキ ー ンに於て法律を學び後に文 
學に沒頭し、最後は小說家として筆に親しんだのでありますが、此間に於てシオ-ーズムを唱導 
し、ユダャ民族に更生の力を與へたのであります。彼は一八九六年「ユダャ國」と云ふ本を著 
しまして，全世界のユダャ人に檄しました。この本はシオ-ーズムの原本とも云ふべきもので、 
之れに依つて、ユダャ人等は一國民たる自覺を喚起せしめられたのであります。此のユダャ國 
は二十箇國の國語に a 譯されて全世界のユダャ人に配布されました。ヘルツルは r ユダャ國」 
贮於て『同化主義者等は、ユダャ人の社會的向上と其の幸福を計らんとして，其實は自らユダ 
ャ民族の消滅を計りつゝあるものである。幸福どころかユダャ民族に取つて之れほど不幸なこ 
とがあらぅか，ユダャ人は一國民である、一國民である以上は一圃を持たねばならぬ、若しユ 

シオ-ーズムとは何か 一^ 
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.ダヤ人にして一圃を持たんと思ふならば必ず持ち得るのである』と叫び、尙彼はバレスタィン 
への H ダャ人移民計畫を詳述して『如何なる人と雖も、國民を其の居住地から他の居住地に强 
いて移住させる權力と財力とを有して居るものはない。之れをょくするものは唯一つの思想が 
あるばかりである Q 其の威力を有するものは國家思想である。ユダャ人は其の歴史の全夜を通 
じて，此の王國的夢を結ばなかつたことはなかつた。「ジルサムの春夏秋冬」とは、我々の古來 
から渴望した言葉である。今やこの問題は、此の夢から白日的思想を作り得ると云ふことを示 
さぅ とするにある』と叫んだのであります。 

シオンの地に愛著せるユダャ人の思想は、上述の通り時に多少の消長油折はありましたが、 
兎に角今日まで消滅することなく績いて來たのであります。而も此のへルツルの新しき叫びに 
依つて*此のシオン思想は所謂シオ= スム として明瞭なる一新形態を賦與され出現するに至つ 
■たのであります。從つてへルツルは、シオ1 ーズム なるもの i 發明者でなくして、之に新しき形 
を赋與し明瞭に之を公表した處の唱導者なのであります。 • 

ヵールマルクスは御承知の通り、有名なるユダャ人でありますが、マルクスはユダヤ問題に 



關して次の樣な思想を抱いて居りました。 

『現存の社會秩序の倒壤は避くべからざるものであつて，此の秩序の倒壤と共に全人類の自 

由の日が來る。 此 日に 於てユダャ問題 も 亦解決せ らる 、であらぅ』 

この思想に對しシオ-ーズムは、ユダャ問題が全く器械的に獨りで解決を見る樣に考 へて、 棚 
から 牡丹餅でも落ちるのを待つてゐる樣 な 態度で、其の解決の日を待つのは餘りに樂觀に過ぎ 
て、ユダャ民族に取つて甚だ遺憾極まる不幸であるばかりでなく，非常に危險であると S ふこ 
とを指摘し*そして『ユダャ人の社#的經濟的全生活は一新す る 必要が ある、 叉其の組織は變 
更されねばならぬ。斯くて後初めてユダャ人が人生の社會改造に參加するの可能を生ずるであ 
らぅ』 とマルクスの思想を喝破しました。 

斯くて一八九七年、ヘルツルは多大の私費を投.じまして，ゥヰーンに「世界」と名づくるユ 
ダャ敎會を創設し、次で同年八月二十九日から三.十一日に1:り、全世界のユダャ人代表者をバ 
丨ゼルに糾合して第一囘シオン會議を開催しました。この第一囘會議は通常.「パ—ゼル會議」 
と稱せ られてゐます。ユダャ人の所謂陰謀書として最も有名であり、且つ著者の署名がない處 

シオ1 f ズム■とは何か 一 fc 
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から本物であるとか僞物であるとか種々の說のある處の r シオン議定書」は、此の第一囘シオ 
ン#義に於ける祕密會議の議事錄であると謂はれて居ります。此の議定書に就ては岀來ますこ 
となら、別項に於て更に申述べ度いと思ひますが、其の原本は現在 PI ンドンの大英博物館に保 
管されてありまして、私も夫れを見て參りました。私はユダヤ研究の立場から、此の議定書が 
眞のユダヤの議事錄であらぅとも、又非ユダヤ人の捏造したものであらぅとも、其のことは强 
いて問題とするに當らないものであつて、其の眞僞の如何を問はずユグヤ人の實際運動を觀察 
し、ユダヤ人の社# W 學を見る上に於て實に缺くべからざる貴重なる文獻であり、且又吾人が 
現在の世相に對し、之に依つて敎へらる、處が甚大であると信ずるのであります。 

七*シオ-ーズムの徹底とバルフオアの宣言 

此シオン會議は其後毎年開催されまして，第二第三シオン#議と呼んで居りますが、數年前 
ょり隔年に開く事となり今日に及んで居ります。最初へルッルがシオ1ーズムを唱導した當時に 
於きましては、之から起る處の不安と無理解から或は嘲笑し、或は之を排斥す る t タヤ 人もあ 



りましたが*愈<會議が成立しますと、シオー1ズムはユダャ人共通の思想となり>ユダヤ民族 
の統一は日と共に鞏固を加へたのであります。そして世界大戰の直前には、會員(シォ--スト) 
の數約五十萬を算し’世界大 S 依？、世 S 國の—ゆる組織は，或 S 退し或は破壤せ 
られたるに拘らず、シオ-ーズムの組織のみは非常なる發達を遂げ■一方に於て露西亞帝政に對 
する 革命を按助し、又一方に於ては英國政府を動かして世界大戰の末期•英國埃及遠征軍が土 
耳古 軍を 追ぅて、 長驅して將にジ H ル サレ ム城に入らんとするに先ち一九一七年十一月二十 
日、時の英國外務大臣バルフォーア氏をして英國政府の名に於て、ユダャの巨頭ロスチャイル 
ド男に宛て、パレスタインにユダヤ民族の祖國建設に關する次の宣言書を提出せしむるに至つ 
たのであります。 

『英國政府はパレスタインにユダヤ人の爲め鄕國を設立せんことに對し好意を 有し， 其の目 
的達成を容易ならしむる爲め最善の努力を爲さんとす。但しパレスタインに現存する非ユダ 
ャ人團體の民事 及び宗敎上の權利®に他の靈内に居住するユダャ人の權利と政治上の地位 
とを 毀損することなし』 

シオ-ーズムとは何か S 一 
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實に此のバルフォーアの宣言は、ユダヤ史上に新紀元を畫したものでありまして、ユダヤ人は 
其シオ-ーストたると然らざるとを問はず、欣喜崔躍してユダヤ萬歲の叫びは地球の果まで響き 
渡つたのであります。此寅吿は一九二0年サン•レモに於ける協商國最高會議を通過してパレ 
スタィンは英國の委任統治となり、更に一九ニニ年國際聯盟も亦之を承認するに至りました。 

さて斯の如くシオ〗ーズムは、愈‘ヘルツルの所望の如く具體化されまして、シオン團の組織が 
國際的に公認さる、と共に、シオ>1ズムの運動が頓に活氣を呈したことは申すまでもありませ 
ん。現在に於てはシオ=ストの數が遂に百萬を算するに至りました。又縱ひシオ=ストでない 
ユダヤ人であつても、此のシオ11ズムの精神が浸潤されまして、 r ユダヤ人はユダヤ人なり」と 
いふ觀念が全世界のュダャ人の間に喚起されたのであります。 

又實際に於て、縱ひシオ=ストでないにしましても•「ユダヤ人」なる觀念に生きた以上、ユダ 
ヤ人として自國の復興、同族の發展向上に不贊成なる者のある普がありません。ュダヤ敎徒は 
勿論，改宗ユダヤ人も混血ユダヤ人も悉く双手を擧げて、ユダヤ國の復興を待つてゐるのであ 
ります。蓋しへルツルの叫びの偉大なる功績は*ユダヤ民族が其の祖國パレス タィンに ユ夂ヤ 



國を 1 する爲め Q — を S した其 t とょりも、將 K 民族意識を解消し、自己民族を此の 
地球 t ょり 消滅せしめんとしたユダヤ人をして、其の本質に立歸らしむると同時に、彼等をし. 
て强烈 t 民族 愛に包括し、11國民的團結を作成せしめ空とに IQ であります。 

ユダヤ民族は全世界に今尙ほ分散居住し、パレスタィンには未だ其®一部が集結したに過ぎ • 
ませんが、雲上シオ=ズム Q 霞 S つて、世界-ーダヤ國が建設された—とも出來ヤ 
ぅと思ひます。從つてヘルツルに對する現代ユダヤ人の尊敬追慕©念は非常なものでありまし 
て、シオ-ースト S 庭に於ては必ず氏§像を.恰も着敎徒が聖像を揭げる如く S 間に揭 
げ、叉シオ-1 k 卜 S 術品には殆んどあらゆるも Q にヘルツルの像墨いてゐるのを認めるの. 
であります。 

八、シオン圍の編成と行政 

シオン 團は一九二.一年國際聯盟の公認に依りまして、愈< 公式に設立されましたが、其本部を 
ロンドンに 置き、かの科學者として有名なるワィズマン博士が其の總裁となりソコロフ氏を行 
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政部長に任じました。 

其後一九二六年十月本部を〇ンドン及ジ *1 ルサレムに分置しまして、 B ンドンの本部はシす， 
ン W 全部の內政を管 S し"パレスタインの本部はパレスタインに於け る 移 M 業務* 土地の買收 
を初め各種經濟竝に文化的施設其他の事務を管理して居ります。 

行政部員は全世界の シオ ーー ストの 中から約十名を選び-其の半數は P ンドン に、 あとの 半數 

はジエルサレムに居ります。 

ワイズマン博士は二三年前まで總栽でありましたが、現在は引退して行政部長の ソコロフ 氏.. 
が總裁に就住してゐます。 

シオン 阐は此の P ンドン 及び ジル サレ ムの本部を中心として、殆んど 世界 各國に支部が配置. 
され、其數は五十 - L - tsI に亙つて七十六個あります、七十六個の中で、四十七個は I 國の內に多數 
の分 «s を有する聯八 U 體のものでありまして、|一十四個は濠洲*支那及び日本の如き諸國に分離 
獨立して居ります。尙ほ一侗の國際 婦人シオン圑なる ものが あり-其他にシオン主義の特殊な. 
る 主張の上に建てられた處の別働團卽ち JK 統組、勞働黨、社會黨及び古代 マ カ ベス社の四っが， 



ありまして-合計七十六個となるのであります。 

更に叉行政部は政治事務の爲めにジュネープ、パリ及び n 丨マに特定局を持つて居ります？ 
我が極東に於ては、シオン團の最有力なるものは上海及びハルピンにありまして*其他長 崎、 
天津、奉天に設けられてゐます。 

シオン會議はシオン運動の最高の權威でありまして、前會議後に於ける重要事項を論議し、‘ 
將來の政策及び運動に對する決議をなし、在パレスタィン行政部及び桢民事業の支出を定め" 
又行政部及び財政經濟會議の總委員を選定することになつて居ります。 
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|不、ユダャ民族の通信連絡 

シオン團の通信連絡は、パレスタイン行政部に於て B ンドンの總本部を通じ全世界のシオ *V 
團と通信連絡を保持することになつて居ります。 

機關誌としてはパレスタインに於ける「=ュー.ジュデア」「オハラム」及び其他の公刊物が 
あります。尙ほ各國に散在するシオン團は各々機關誌を持つて居りまして、例へばハルビンに 
は「 H ウレイスカヤ.ジーズーこ.上海には「イスラエル.メッセンジア」、ベルリンにはベル 

リンの シオン WI 機關誌が發行され，是等一般シオン主義公刊物は英語，佛語—獨逸語、露語、 

へブライ語’イ I ディッシュ語等十四國語に亙り其數全世界に於て約干數百の多數に上ると申 
して居ります。 

是 等の备 地に於け る 新聞雜誌は、各國シオン團の間は申すに及ばず、各國に於け る シオ-ースト 



の間に交換分布され，全世界に織るが如く緊密なる連絡網を形づくつて居ります。 

尙ほ此外にシオン本部の巨頭たる行政部員を初めとし、各地の_員は交互に連絡のため他の 
シオン團間を往復し、其の連繫の緊密を圖つて居ります。勿論某地に於て爲されたユダヤ民族 
に關する事件は事の P - 細を問はず。卽時シオン團本部の中樞に報吿せられ、同時に關係諸團體 
に通報せらる V ことは申すまでもありません。卽ち世界を緊密なるシオン網に依つて蔽ぅて居 
るのであります。 

なほユダヤ人の相互連絡に就きましては、曩に此のシオン網ばかりでなく，全世界ユダヤ人 
同盟で あると か、フリ ーメー ソンで あると かの、世界的各種の連絡が夫れ-^緊密に行はれ、 
共の外に*ユダャ人の世界的經濟耝織に於ても，亦夫れ-^必要なる連絡網が編成さて居りま 
して、恰度吾々日本人が、日本の內部の出来事を時々刻々承知することが出來ると同じ樣 に、 
彼等が全世界の出来事を時々刻々承知し、之に對して必要なる處置を執るのであります。 

ユダヤ 人は世界に分散して居りますが、其の連絡の緊密なることは*以上の如くであります* 
卽ち連絡は w 結の基礎でありまして、連絡が惡くて、團結の鞏固であるといふ筈はありません9 
一ーダャ民族の通信連辂 51, 
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ユダャ民族が、非常な組織的緊密な連絡を有することは、如何にユダャ人の團結が鞏固でぁる 
かを物語るものでぁります。 



II 十一、ユダヤ人の相互扶助 


ユダ ャ人が 世界分散狀態にあると共に*彼等が同族で あると いふ思想は、自ら此の通信連絡 
を緊密ならしめるのでありますが、之れと同時にユダヤ人の相5:扶助といふものは、實にょく 
行はれて居ります。 

ユ ダャ人は世界の富の大部分を握つで居る大金持であります が、 勿論其の中には貧乏人もな 
い譯ではありませんが*然しユダャ人には乞食がないと申して居ります。之れは相五扶助のょ 
く行はれて ゐ る實證でありまして、ユダャ人は或る一國から他國に當てもなく流れて 行き、 之 
れと いふ職業の見當らぬ時は、直に其の同族の間に出來て居ります處のユダヤ共濟會なり、 ユ 
ダ ャ移民事務所なりに訪ねて行けば、たとひ卽座に職業が與へられないまでも.食ふに困る樣 
たことは 決してないのであります。 

.ーダャ人の相亙扶助 霞 



ユダャ R 族の世界支配？ 1110 

私は海外旅行中、之等のユダャ人の相互扶助機關を諸所で見ましたが、誠によく出来て居り 
まして、却つて下手な公使館や領事館の仕事よりも，實際的で非常な人情味を以て事に當つて 
居ります。勿論彼等はユダャ國の領事館や公使館を持つてゐる譯は*; • く、各-國籍としてルー 
マーーァ なり 獨逸 なりを 持つてゐますが、彼等としては其の國籍國の領事館の存否に拘らず•兎 
に角ユダヤ人はユダヤ人を以て救濟するといふ樣にやつてゐるのであります。 

土. If 古あたりのユダャ人は、世界での最も貧乏な rT ダャ人の集りと云はれて居りますが、他 
の國々と同じ様に*其の子弟の敎育の爲めには、ユダャ人の中小學を建て*病院より養老院に 
至るまでを設備して居ります。然し此の莫大な费用は、勿論在住土耳古ユダャ人に支出し得る 
ものでないことは明らかでありますが、それでは其の費用は土耳古政府の補助を受けて居るか 
といふに決して左様ではありません。それは遠く亞米利加のユダャ人團體から其の經費を補助 
して居るのであります。 

私が小亞細.! ni からバルヵン諸邦を經て、歐雑巴諸國を旅行した所見に依りますと、ユダャ人 
が其の中小學校敎育を-其の國の一般學校に於て受けさせて居るのは、唯佛蘭西とソヴェート 



露西亞だけであつた樣に記憶して居ります。露西亞とても帝政時代には、矢張りユダヤ人の百 
人と 集つ て 居る處では、少 くも 小學校を格別に持つてゐたのであります。 

此のユダヤ人の學校の管理は、ユダヤ敎會が普通之れに當つて居ります。ユダヤ敎會は或る 
_意味に於て、ユダヤの政治機關であります。卽ちユグヤ人は其の國の政治を受けながら、一 - >i 
.では此のユダヤ敎會の政治に服して居るのであります。 

然し米國の如きは、米國ユダヤ委員會なるものがありまして、全米國を十二辟に K 分し、政 
ムロ的國際的諸問題に至るまで、之れを取扱つて居ります。次に參考の爲めユグヤ委員#の憲法 
e 一部を掲げませぅ。 

一、 …… 米國ユダヤ 委員#は國民的組織のものなるが故に > >ーューョーク市のユダヤ諸團體 
が之と結合する場合には、該團體は全國を通じてのユダヤ政策を樹立するに當り、發言權 
を 有する ものと す。 . 

二、 米國ユダヤ委員會は、一般ユダヤ人に影響を與ふる總ての國家的又は國際的問題に對 
し、獨斷的支配權を有する事を感銘するを要す。 

ユダヤ人の相3.扶助=一. 




ユダャ R 族の世界支配？ t = 一 

三、米國第十二區の委員二十五名は、ケヒラ(結社〕.ょり選定せられ、ケヒラの實行委員を形 
成す るものと す。 

以上を以て見ても、ユダャ人の相互扶助が如何に具體的に行はれ、それが政治的にまでも及 
んで居るかが解るのであります。 

尙又、パレスタインのシオン團本部では•其の主要なる業務として、ユダヤ移民の取扱をや 
つて居りますが、どこの國でも同様で、移民として來る人冏に大金持の ある 筈はありません。 
私も寡聞にして口本の百萬長者が、南米や滿洲に移民したと.いふ*奇特なものを聞いたことは 
ありません。まして各國に經濟的大地盤を有するユダヤ人が、さぅ易々といくらパレスタイン 
が彼等の it 地で戀しいからと言つて、移民團の屮に這入つて來る筈はないのであります。どち 
らかと言へば、ユダャ移民も多くは貧乏人でありまして、あとは外の國で壓迫を受け或はポク 
a ム(ュダャ人狩〕 tc 遭つて取るものも取り敢へす避難して來るやぅな連中であります。 

パレスタインの政治的主權は、委任統治受任國たる英國の總督府でありますが、其の總督府 
の法律として、移民は上陸の際二百 W ばかりの保證金を、持つてゐなければならぬこと 1 C なつ 



て居ります。 

處が移民の中には此のことを全く知らずに不用意で來るものもあり、又知つてゐても保證金 
など、いふものは全然持たない連中が尠なからずあるのでありますが*是等に對してはシオン 
團が*一々金を貸與し上陸させて職業のないものには職を與へ、資金のないものには資金を供 
給し其の自活の出來るまで一年でも二年でも、た V で食はしてやるのであ&ます。之れを以て 
見てもユダヤ人の同族愛なるもの i 如何に强烈であるか!! r 解ると思ひます。 

此の相互扶助が個人を對照として行はれる時には、第三者には何等の影響もありませんが、 
之れが國際的に行はれる時には非常なる力5:發揮するのであります。 

その二三の例を擧げて見ませぅ。 

例へば口本の生糸を佛蘭西のユダヤ人が多量に買占めます。然し佛蘭西では運惡く其の相場 
も惡るし 需要 も 充分でなく*ぅまく捌きがつかぬ とい ふ事になります と •豫てからチャンと連 
絡が取れて居りますので、チ31 ック .スロバキアなり、獨逸なり波蘭なりの方面で大なる需要 
め ある 事が直ちに判明し、其の生糸を買占めた怫蘭西のユダヤ人は、直に此の割合のょ V '地方 
ュダャ人の相 3: 扶助 sllf 
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に 生糸を 運んでやります から、 御本人は たとひ 怫蘭西が生糸不況であつても、買占めに何等の 
不利を受けないばかりでなく、相當の利益を收め、又先方のユダャ人も之に依つて E 利を博す 
ることが 出來るのであります。 

歐洲大戰の時に獨逸のユダャ人は何萬噸といふ綿を亞米利加で買占めました處が、其の綿を 
歐洲に運ばぬ内に亞米利加が參戰しましたので、其の翌日其の綿の名義人はロンドンのユダャ 
人の名義に變 S 1 され、その綿は聯合國«の綿として悠々と大西洋を 渡り、 彼等の掌中に收めら 
れたのであります 。 j 

獨逸ではヒットラ ー が政權を掌握してから以來、豫ねての政綱であつたユダャ人弾壓を ，ナ 
チス突擊隊をして盛んにやらせましたが、之れに對し獨り亞米利加のユダャ人ばかりでなく恐 
らく全世界のユダャ人が*相互に之に關する意見を交換し、之れに對する對策を講じて居るに 
とは 明らか &. ことと 思ひます。而して全世界.のユダャ人は*獨逸のナチス團に對し將來如何な 
る對策を執るでありませぅか。之れは大に刖目すべきこと i 私は考へて居ります。 



||十二、 ソヴ H 丨卜露西亞とユダヤ人の關係 

| V ヴ H — 卜露西亞と共産實施 

ft にパレスダインの共産村の御話を致しましたから•序に露西亞の共産に就て、聊か私の所 
見を述べませぅ。 

露西亞の共産主義の元祖は、申すまでもなくマルキシズムでありまして、マルクスと云ふ人 
は獨逸に生れた處の眞正のュダヤ人でありますから，現ソヴ H 丨卜露西亞のコムミ.1|ーズムも 
要するにュダヤ人の產物に外ありません。 

私がパレスタイン各地のュダヤ共產村を視察してジヱルサレムに歸りました時.に、シオン團 
本部のュダヤ首領達は、私に其の所見を求めた後、次の樣なことを申しました。 

r ハレスタインの共産主義は、露西亞の共産主義とは全然違つてゐるから、之を混同しない 
ソヴ H — 卜露西亞と一ーダャ人®關係 S 
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やうに願度い。露西亞の共産は政治的共產であるが、パレスタインの共産は經濟的共産であ 
る。露西亞の共産主義は他人の所有を破壊し掠奪するのであるが、我がパレスタインの共産 
は、自ら求めて建設する共產で、全然その趣を異にしてゐるのであるから、貴下が日本に歸 
つて話す時には之を混同しないやうに說明して頂き度い』と。 

この注意は一應誠に尤もな注意で、兩者が全然相反する樣でありますが、露西亞の政治的共 
產も結局經濟を離れて共產の意義がどこにありませうか。露西亞の共産主義は破壤掠奪し、パ 
レスタインの共產は自ら求めて建設すると申しますけれど、パレスタインの共產村を見まする 
に、共産を希望するユダャ人のみが集つて、一物もない平野に新しく共産村を建設するのであ 
りますから*破壤すべき何物もなく、又其の必要もないのであります。 

然るに露西亞の共產實施には帝政時代の建設が存在し、而も共の實行を急激に、又强制的に 
行ふのでありますから、結局これを破壤し掠奪しなければならないのでありまして、破壤の後 
には建設ありとは露西亞の共産主義のモットーとする處で•共の共産建設を目的として居る點 
に於ては之れ亦、パレスタインも露西亞も同樣であります。た V パレスタインの共產は其の建 



設が可能であるけれども*露西亞の建設は其の建設が不能であると言ふまでであります。 

何故に露西亞の共産建設が不可能であるかと申しますと、舊亞は一僚六千萬の民衆中、共 
產黨 員なる ものは、 僅かに百萬人 そこ ~-^でありまして、而も其の百萬の共產黨員とても眞に 
共產主«こ共鳴し、之れがい、と思つてやつてゐる連中は棰めて小數であります0 
或る露西亞人は私に申しました。 

『共産主義者中*眞に共産主義がい V ものであると思つて、之れを實行して居る人間は先づ 
十 人の內一割か二割でせぅ。他の連中は所謂利口な連中で、共產黨員となることに依つてパ 
ンを 得、 權勢を振ふことが出來 ると いふ打算的な考へ から、 共產黨に身を投じて居る連中で 
ある』 

と 語りましたが •共產黨是 して 旣に之れですから*共產義繁 ざる Its 大衆は勿論共產 
主«こ共鳴してゐる譯はありません。況んや、露西亞人は其の八割乃至九割は無學文盲の農民 
でありますから、日本の大學の 先生とか博士とか s ' , 何年か研究に研究を重ねても結極ハッキ 
リ解らず*蠢 Q 中で靜5ぇに考ぇ拔いて、初めてこれはィヵンと氣が付く程面倒なマルキ 

ソヴ H — 卜露一:亞とユダャ人の關係 一一 11} 



ユダャ R 族 Q 世界支配？ 一一一< 

シズムの理論が、日本人ょり遙に低級な此の露西亞の勞農連中に理屈の解る普がありません。 

斯の如く何等理解なき連中に對して現露西亞政府は、政治的に共産主義を實行させるのであ 
ります から、勢 ひ 非常なる權力を以て唯"壓制してゆくょり外には方法がない譯で あります。 
卽ち埒內に入るを欲すると欲せざるるとに論なく>一億六千萬の大衆を驅つて赤衞軍とゲ•ベ. 
ゥの統制下に共產の埒內に抛り込み、之を一步も出ることを許さない樣にするのでありますか 
ら，露西亞當局の骨の折れることは誠に想像以上であります。 

パレスタィンの共産の如く、共産を欲し其の主義を確實に遵奉し、 而も 其の窮屈なる生活を 
續ける ことに 甘んじ得るもののみが集れば、理想的の共産が出來るので あります が、之れ とて 
も小農村に限るのであつて、協同村の樣に少し大きくなると最早や勝手な奴が出て、其の統制 
が困難になる とい ふこと に 依つ て も、之れが容易ならざることが證 明され るので あります。 

私は共産なるものは、シオン團首領の所謂經濟共産、卽ち政治的の範圍にまで至らない場合 
に限る ものと 思ふのであります。然るに露西亞は之を世界六分の 一の 陸地を占めて居る«大な 
る範圍に實行し*剩へ之を全然國情の異なる外國にまで及ぼさぅと云ふのでありますから、共 



產は其實を失つて其の手段たる掠奪と倭略と專制とが殘るばかりであります。 

二、 n ムニズムの實行者は何人か 

さて 露西亞の コム--ズムは マルクスに源泉を發 しましたが、 之を實行に移した のは、 露西頭 
人でありませぅか。 決して さぅではありません。 之れは矢張りユダヤ 人であります。 卽ち露西. 
亞の革命以來 共產露西亞 SS 沒頭した連中を調べて見 ますれば、 共？とは頗る明瞭にな. 
るのであります。 
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ユダャ民族の世界支配？ 一三11 
以上に依つて革命主義のユダャ人等が共産主義の實行に參畫し•之を成就せしめたことは明 
かに會得せらる i と思ひます。 

尙ほ露西亞革命當時に於ける米國領事フレンシス氏は米國上院の委員會の席上に於て 
『露西亞革命に當り、ユダャ人の革命に參加せるもの極めて多く、革命開始當時の如きは， 
一週間に八百名宛のユダャ人が入國參集せり』 

と報吿して居りますし、又私が歐洲に於て ST 露西亞革命に就て、ユダャ人と語り合ひました 
際に、ユダャ人等は 

『露西亞人の馬鹿野郎共に革命など出来るものではない。露帝ッァーを仆し、又共產主義 
の詳細緻密なる諸計畫を作つたのは皆吾々ユダャ人であつて、露西亞人の様に粗漫な頭脳の 
拷主にあれだけの大事業が出來るものか』 

と露西亞の革命を以て現在に於て尙ほ•共産主義者ならぬ普通のユダャ人がユダャ人の誇り t 
して居る次第であります。 




三、マルクスと共産主義 

序でながらヵール.マルクスに就て、聊か述べて見度いと思ひます。マルクスは日本に於て 
特に有名でありますが、彼は獨逸に生れたユダャ人でありまして、其の傳記に依りますと、獨 
逸政府の忌諱に觸れて英國に亡命し、所謂ブロ生活を營んだのでありまして、彼は異民族の間 
にユダャ人として受くべき苦 fs をょり以上に味つたのであります。 

ヘルツル博士のユダャ人に對する檄文「ユダャ國」の序文の中に 

『吾々が下落する時、吾々は革命的無産者となり革命黨の下士官となる。吾々が向上する 時、 
其時は 金と 云ふ恐るべき 力 も亦大に向上する』 

と述べて居りますが*マルクスも亦、革命的無産者、革命黨の下士官になつたのでありまして、 
皮がユダャ人であつたればこそ*彼からマルキシズムが生れ出でたのでありまして吾々日本 
人の樣に立派なる自國内に安住しては、幾百年經つてもマルキシズムの樣な思想は日本人の頭 
からは決して生れて來ないものと私は斷言致します。 

ソヴ卜露西亞とユダャ人の關係 S 
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然らば彼マルクスは、非愛國者であり叛逆者であつたかと云ふに、勿論獨逸や英吉利に於て 
は，危險人物であつたに相違ありませんけれども、彼は其の死に至るまでユダャ民族の狀態を 
憂へ、民族愛に燃えてゐた處のユダャ人でありまして、此事は彼の傳記のょく物語る處であり 
ます。 

吾々はマルクスが、二千年來革命思想に育くまれ革命的の鞏固なる傳統を有する民族から生 
れ、而も彼の瑗境が斯くあらしめたと云ふ事を考へねばなりません。従つてユダヤ人なるが故 
のマルキシズムであり、共産主義である事を、吾々日本人は深く考へねばならぬと思ひます。 

日本の一部の學者達が共産主義を研究して、兹がょいとか、あすこが惡いとか分解批判して 
居りますが、勿論共産主義とて一から十まで惡いのでなく •中には勿論我國の社會政策上參考 
となる點もありませぅ。然しながち分解した一部は旣に共産主義ではないのであります。 

例へば共産主義を有毒なる水と假定致します。今之れを分解して其の構成分子たる水素が有 
毒で あるが、 酸素は有益で あると いふ ことに 依つて> 其の合成體で ある 處の此の水は，身體に 



有益であるといふことを說くのは大なる誤りであります。有害なる水はいくら分解しても、依 
然として5であ—す。況んや之れが如何なる_若くは如何なる狀窆下に、何の目的で 
其のも Q は作られたか、といふことを考へないといふことは、大なる誤®'を來す根本的の原因 
であります。 

我が國に隨分學者も居られますが、マルキシズムの分解檢査のみに沒頭し、或は之に W め力 
ら陶醉する人々もありますが、一人として其 Q マルキシズムが、どこから如何にして何の目的 
で發生したか、と一5事に就て檢討する人 Q ないことは、誠 S 憾極り—であります。 

先づ玆に*過般東京日々新聞に揭載された「兩個のユダャ人」と題する、德富蘇峰氏の一文 
を採錄し、更に一讀を煩し度いのであります。 

『何人もバートランドこフッ セルの文を讀む者は、其の議論に感心するとせざるとに拘らず、 
其の文字の明快澄徹にして、然も銳利、新尖なるに驚嘆せざるものは—まい。(中略〕記者 
が最近に一讀したる「教育と社#的秩序」の中の S 育に於ける群れ』®一章に、少年時代 

ソ ヴ K — 卜露西亞とユダャ 人®關係 S 3 U 
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其の群れに對する恐怖心が、如何に其者の一生に關係を持つかに就て、叙說したる一節の中 
に、ユグヤ人の引證に於て、其の兩極の例を、マルクスとヂスレリーとに採りたる一項は、 
最も痛快だ。 

■日く； r タヤ人は、假令自由の社會に於てさへもユダヤ人として.侮辱せらるる。而して此の 
少年時代に於ける侮辱が、彼等の記憶に活きて、それが彼等の人生觀、社#觀の全面を彩色 
し來るこ と、 &る。 

彼等は家に在りて«、ユダヤ民族は上天の選民でぁることを敎へらるる。世界中尤も優秀 
なる種族として敎へらるる。而してそれが外に一步踏み出すや*乍ちユダヤ人として嘲笑せ 
られ、輕侮せらるる。此の兩者の衝突が、彼等の神經系に多大の影響を來たし、疑惧の念を 
萌長せしむる。 - 

而して其の反動の結果、一.方に趨く者は'革命的となり、他方に趨く者は、追從的となる。 
乃ち其の兩極端の標本として、ヵール.マルクスとヂスレリー とを 擧げねばならぬ。 

若しマルクスが•ュダヤ人でなかつたならば、決して社#の現在制度に就て、憎悪を感じ 



なかつたであらぅ。然もマルクスは異邦人を憎惡するには、餘りに聰明であつたから、その 
憎惡を異邦人から移して資本家の上に措いた。ヂスレリーはユダャ人に生れたが基督敎徒に 
なつた。彼は異邦人の貴族的華麗と王政的赫耀とを嘆美し、身を以て其の核心に投人した。 
斯の如く群れに對する恐怖心は、其の一方を驅りて革命家たらしめ、他の一方を驅りて追従 
者たらしめた云々。 

以上はほんの意味だけを摘錄したるに過ぎない。されど此の例が一般に通用するか否かは 
別と して、 マルクス*ヂスレ リーの例だけは破的と云はねばならぬ。而してマルクスの心醉 
者も、此點だけは心得置く必要があらぅ。』 

私はこの記事を一讀して、德富蘇峯氏の云ふが如く全く『此點だけは我國めマルクス心酔主 
義者の心得置くべき』ことであると深く感じたのでありますが、然しラッセルの言葉に依ると、 
ヂスレ！を*異邦人に對する追従者としてマルクスに對照してありますけれども，彼ヂスレ 
yl とて、 決してユダャ民族たる自覺を失つたものではありません、寧ろ同化主義者の危險に 
對して「ユダャ國家小說」を作つて臀吿したことは、シオーーズムの章下に於て私が申述べた通 
ソヴヱート露西亞とユダャ人® 關係 達 



ユダャ K 族 e 世界支配？ 匕一1< 

りで、ユダャ人べルンシュタイン博士は，彼に就て次の如く述べて居ります。 

『一八七八年に至り、バルヵン諸民族が解放され、多數小民族の生活に一轉機を馈した。彼 
の英國をして、世界を國とするに至らしむるに與つて力のあつたビーコンスフィルド(ヂス 
レリー〕は、東方に於て新秩序を創設し、諸小國の獨立運動を成功せしむるに貢獻したが、 
此のバルヵン解放者は、深甚なる愛と達觀とを以てイスラ H ル民族に對し、且つ彼は胸中に 
パレスタインの將來の狀態を畫きつ i 之に注意を拂つた。又彼は東方小民族が歐洲民族の力 
を藉りて.各-自由と獨立とを得たる此の時に於て、文化の程度高きユダャ民族のみが，獨 
り歐洲諸阈壓迫の下に分散し，奴隸的境地に生を偷むのは、是れ歷史的にも政治的にも、不 
可解且つ不合理なことである。凡そ人間たる以上ユグャ民族に對しても、爲すべき何等かの 
義務があるではなからぅか。セルビア、モンテネグロ、ブルガリア及びリバノンが解放さる 
ることが出來て、何故にユダャ人のパレスタインのみが新生活に導かれないのであらぅか。 
と彼は感じた。それで彼はユダャ獨立戰爭時代を題材として面白き國家小說を創作し、パレ 
X タイン解放の思想を以て終生の事業とし、且つ東方に於ける偉業を完成したる傳說の如き 



英雄ダヴィ■卜.ァル a イの生活及び奮鬪を叙述した。此の書は文學的作物ではなく，此の英 

政治家の著した修飾を施した政治的記事で、ュダヤ民族に對する臀吿書である云々』 

四、現ソヴ H — 卜露西亞はユダヤ戰法を踏襲す 

さて 又、ソヴ H 1 卜露西亞の話に舞ひ戾りますが、露西亞革命當時に活動したュダヤ人の卜 
W ッキー、ジノヴ イヱ フ、 ョッフ H 等錚々たる連中は、露西亞の反ュダヤ主義の勃興と共に、 
第一線から一掃されまして、私が過般露西亞に參りました時には、次官級に唯一人のュダヤ人 
を留むるのみでありました。 

然しながら革命當時に於て、全露西亞を支配した處のュダヤ勢力が、根本から覆されるとい 
ふことはありません。現在に於ては第一線の政治家こそありませんけれども、實際露西亞で仕 
事をして居る處の中堅は、依然ュダヤ人を以て固められてゐます。 

露西亞革命後間もなく、シヵゴ.トリヴューン紙は、一九二◦年六月十九日其の第一面第一 
欄に 

y : tH 丨卜蕗西亞とュダャ人の關係 0 
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『卜 n ッキーはユダャ過激派を率ゐ、世界支配權を獲得せんとす。過激主義とは斯の如き企 
0に對する彼等ユダャ人の一手段に過ぎず』 

と論じ、更に同論說の第二節に於て 

『ボルシ H ヴ v ズム QHE 標とする處は、現在社會 Q 破蠢證して、勞働者 S 際的同胞主 
義を世界の支配^たらしめんとするにあ^'。而して其の第二の運動は、新たなる XV !;を以て r 
しき支配階級たらしめんとするにあり。英國佛國及米國の各政府の調査發見に依れば、第二 
段計畫の指導的人物はユダャの極左傾者なり』 

と論ぜられましたが*現在露西亞の爲政者たるスタ—リン等の非ユダャ人は，ユダャ人に依つ 
て 始められた處の共産政治形式を其儘踏襲し、假令惡いと思惟しつ、も共産主義を手離すこと 
は結局自己の沒落となるので、國内に於ける實行が資本主義に退却しやぅが、帝國主義的專制 
政治を實行 しやぅ が、兎に角表面だけは、謂は! ir ユダャ人の異邦人征伏計畫を以て自己の政策 
とし、 其の野心を滿たすに汲々 として ゐるのであります。 

斯様な 次第で彼等現ソヴ卜政權の人々は*ユダャ人自身® • 利益のために計畫され M . つ 



共産主義それ自體の理想とかけ離れて，全く實行不可能な政治共産を-恰も人生のパラダイス 
であるかの如くに、國外に: ft 傳放送して居る、此の根源を究めないで，之れを眞面目に'取入れ、 
我國に實行せんとするが如きは其の愚や及ぶべからずであります。 

我が國の勞働者が、露西亞は我等の祖國なり、露西亞は我等のパラダイスと：11歌して居りま 
すが、我々は露！ I ；亞の隣人として，又我が皇國と全然反對の立場にある國家として、之を正當 
に認識する爲めに、此の■所謂パラダイスに就て、革命後の極めて槪略の經過を、ユダヤ問題に 
關聯して申上げますことは徒爾でないと思ひます。 

五、革命の順序と政治共産實施の不可能 

露國の革命の原因に就て一般の歷史家は、露國に於ける政治組織の缺陷、國民生活の不安定 
にあると說いて焐ります。卽ち政治組織の缺陷と申しますのは-皇帝は絕對不可侵の神授權を 
闽執し政治宗敎 CD 兩權を掌握し、又皇帝の左右に侍する貴族等は皇威を恃んで、虎の威を借る 
狐の態度を以て國鉍に臨み、所謂少数貴族の專制政治を實施して居りました。例へば H 露戰後 

ソヴ H 1 卜露西亞と， I ダャ人 Q 關係 S 一 
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の當時に於て、漸く皇帝は憲法を®布し響を招集致しましたが、それは名のみでありまして 
其の内容は篇專制政治でありました。斯かる有様でありましたから、辜府中は共に國民の 
怨府となり*虛無黨は愈-相結束して*皇室を絕滅する爲めに腐心して居りました。 

次の原因たる國民生活®不安定と申します Q は、一九一四年歐洲大戰の突發に當りまして 
國民の愛國心は勃然として起り、之が爲めに一時は專制政治に截する憤りを忘れ、官民相協力 
して外敵に當る S 悟をした Q でありますが、 li 續するに從ひまして、民問に對する物 
資供給がぅまく行かず、今まで S 食 QH 場は軍需品 QH 場と化し、交通機關 S 器雲の輸 
送機關と變じ*遂に日日の生雲料が缺乏を吿ぐるに至りました。一九一六年の冬になります 
と帝都.へテルグラ 1 ドは中す y 及ばず、一般 Q 各都市も頗る物資が缺乏しまして、國尺は非常 
に悲慘なる狀態に陷りました。 

此兼こ國 W が内に在つて®苦缺乏に堪へつ、ある間に、露軍は獨逸軍の猛擊に對し W 鬪致し 
ましたが、兎角敗戰勝ちであつたのであります。 

比の國内の不安なる有様が*纏て國內の摱亂を釀す處の酵母であつたのでありますが，一方 



に於て、皇后アレキサンドラは怪僧ラスプ ー チンを信任し、官規全く索亂致し、醜態を國民の 
前に曝露するに至りました。 

そこで一九一六年十二月に慷慨悲憤の皇族が相諮りまして，ラスプーチンを暗殺し、宮中の 
大改革を企てましたが、皇帝は却つて暗殺に關係した皇族を追放し、翌年一月に召集すべき箐 
の議會を二月に延期しました。 

生活の安定を缺き，戰時行政の不備を憤りました處の國 民は、 一九一七年三月相群集して政 
廳に 迫り、口々 にパンを 興へ ょと叫び、市內は騷然として鼎の沸くが如き有樣となり、玆に革 
命の導火線は火を點ぜられたのであります。 

そこで十一日には露都に戒嚴令が布かれ、軍隊は暴民鎭壓のため街路に繰出されました。開 
#中の議會は社會民衆黨 Q 意見に贊成し*其夜政府を瓦壤せしめ、翌日假政府を組織し、議長 
ロジャンコは議會の內外に諮りまして、リボ—フを首相に、民衆黨首領ヶーレンスキーを司法 
大臣に任命しました。 

其後四日目の三月十五日には、皇帝は臨時國民政府の勸吿に從ひ退位の勅令を發し、皇帝 -r 

y ヴ•一—卜 露西亞 とユダ ヤ人の 關係 i 
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レキサンドルウィッチに皇位を讓り、クリム半島の離宮に移されました。續いてケレシスキー 
は新帝に退位を迫り、ヶレンスキ—は假政府の大統領に就任し、玆に三百年來欧洲に蟠居して 
居りました處の露西.'! II 大帝國は崩壊し、革命後僅かに十日にして民主平等の共和 W たることを 
聯合軍から承認されたのであります。 

然るに革命に依て勢力を得た處の過激派は*此機に於て下層階級を煽動し團體を組織し、更 
に兵士を勸誘して勞兵會を組織し、盛んに暴威を逞しくしたのであります。 

この勞兵會の指導者はユダヤ人であつたのでありまして，其後かのィヵテリンプルグに於て 
皇帝以ド皇女に至るまで暗殺されたのでありますが、暗殺荠の一味十六名中、®か十三名まで 
はユグヤ人であつたと記憶し- T : 居ります。 

私が嘗てシベリア某地に滯在中、其の皇帝暗殺者の一人が〇系露人のために逮捕され牢獄に 
人れられたので、私は物好きにも If 察署長に賴んで其男を見に行つたことがありました。 

さて假政府の大統領に就任したヶ I レンスキ—、彼は混血ユダヤ人であります*當時戰線に 
は數； C 萬の單隊が現存して居りましたが、ヶーレンスキーは如何にして此の數 ?!• 萬の帝政露軍 



をして、彼に反抗せしめずに、之を崩壤せしめたでありませぅか。 

それは戰場に活動し疲勞闲憊してゐる處の軍隊に向て、次の言葉を官：布したのであります。 

『將校は汝等のトヮリシチ C 友達〕なり、兵卒は敬禮するに及ばず』 

此の一言が新主權荠の命令として軍隊に傳はりますと、戰爭に倦み疲れ、惡しき給輿に飽き， 
獨：也の猛烈なる攻维に士氣沮喪せる愚味なる露兵は、直に將校の命を拒み、甚しきは此の機會 
なりとばかりに將校を侮辱し、中には兵卒が將校を追放虐殺するといふ様な狀況が演出せられ 
まして、軍隊の生命たる軍規は根底から顚覆せられ、統制は全く亂れて蜂の典を突つついた樣 
な有棵と なりました。 

そこに持つて来て、皇帝や貴族將校の罪惡を列記し、共産主義の甘き理想を說いた寅傳を飛 
ばしたのでありますから，忽ちにして昨日までは兎に角强敵を向ふに廻して、激烈なる戰鬪を 
繼績してゐた處の露西亞の大陸軍も、四分五裂に崩れてしまつたのであります。 

この自由平等の蜜の様な甘い言葉ほど.衆勘に取て危險なるものはありません。自由平等が- 
尺衆の手に渡された時、それは直に放縦と化し、秩序は破壤され悲慘なる混亂が惹起するので 
シヴ土1卜露西亞とユダャ人の關係 SS 



ユダャ 民族の世界支配？ S 六 
ありまして、誠に恐るべきものであります。秩序ある處にこそ幸福があるのでありまして、诉“ 
亂の中に如何にして幸福を求め得られませぅか。 

斯くてユダヤ革命家として、-ーューョークの下 WI に!&居してゐたトロッキ—が、佛蘭西のブ 
ルジョアユダヤ人から莫大なる軍資の供給を受けて、露都に飛び込んで來ます。續いて獨逸政 
府は敵國露西亞の徹底的崩壞を爲さしむる爲め、レー=ン以下の革命家を貨物列車に封じて窃_ 
かに露都に潜入せしめました。 

レ-ーンの夫人がユダヤ人であることは確實でありますが、レ-ーン其の人に就てはユダヤ人と. 
も云ひ、露西亞 人とも 云ひ確かな ことは 解つてゐません。 

この有名な レ U ン、卜 a ッキー が、混亂の露西亞の舞臺に飛び上つて來たのですから堪りま. 
せん。彼等は直に勞兵會の指導者となり、盛んに共産思想を: H : 傅し，國家の爲めに戰ふことの 
愚なる ことを 髙唱しましたので、軍隊は益•混亂し、兵士が將校の命令に従はないばかりでな • 
く、平然として自己の上官を銃殺するものさへ生ずるに至りました。 

比の混亂に乘じ十一月六日レ--ン，トロッキー等は臨時政府を倒し、新に過激派政府を組織- 



し、遂に大露西亞の支配權を完全に其乎に掌握し、一九一九年三月三日犬—讓步の下に、獨 
澳以下の同盟諸國と單獨講和をたすに至つたのであります。 

レ-ー ンー派が政權を掌握しますと、其の理想たる共産主義國家の建設に邁進し，外は戰带卽 
時中止と同時に外债の破毀を世界に宣言し、內は農民への土地分配、產業國營' 鑛山證 
工場の沒收等急激なる -Kii 革をやり初めました％、一切が支離謹でありまして、國民の生辑 

苦はいやが上にも增大したのであります。 ^ ■■.... » 

加之、一九二 〇年からニー年に J : りまして、オルガ地方に大饑饉が起り、之が爲め人民は人. 
肉を食ひ藁パンを食するも尙ほ足らず、之れが爲め遂に餓死したるもの、實に八百萬と稱せら. 
れます。 

斯くレ -1 ンの共產天國は全く裹切られたのでありますが、何故にこの理想政策が敗れたかと' 
申しますと、農5一時、 SQ 分配、秦 Q 平等—共產主 SIK 非常に S じました 
が*愈-收獲時になりますと、生活に必要以外の農産物は、總べて政府に無償沒收になりま U 
たので、其の次ぎからは™分の食分以外に誰れも働かなくなり.ました。いくら善良過ぎる農夫 

y ヴエート露西亞とユダャ人の關係 霞 



3.ダャ民族 sllt 界支 sa ? 3八 
であつ.て， P , た r で他人の田を造る人はありません。それに又露西亞 C 人 W は農夫ばかりであ 
りませんから、農民が自分以外の食物を作らなくなれば、農民以外の人々の 口に パンが這入ら 
なくなるのは當然であります。兹に共産主義の人間性を無視したる矛盾があるので あります。 

玆に於て、流石のレ--ンー派も非常に弱りまして，一九二一年彼等は理想派の反對を押切つ 
て新經濟政策を實行し，資本主義に退却したのであります。 

卽ち其の主なるものは殼物の無償徴收を廢止して買上げること-收入の多寡に應じて課税す 
ること、土地賃借の許可、雇傭人の許可、 W 人商業の自由-勞銀を技倆勤怠に依つて差別す る. 
こと等でありまして、之れは相當の效果がありましたけれども、主義上から國民を壓迫して重 
き累進税を課しました。 

然しながら理想主義の弊に依つて疲弊した.る經濟狀態に對しては、之れ位のことでは到底救 
ふことが,' I ',來ま.せんでした。 

そこで一九二五年、又々主義の一部を放菜し更に右變して、新々經濟政策なるものを樹立し- 
たのであります。 



この新々絆濟政策と申しますのは 
⑴個人商業に對する壓迫の停止 

(2) 無制限に使用人を許す 

(3) 八時問以上の勞砌を許す 
W 侗人商業の和税を減ず 
(5) 銀行の 信 J 11 贷を許す 

⑹ W 人資本に一定の保障を與ふ 
(7)熟練職工の賃銀を大に增加す 

等が主なる も Q でぁりまして、 以上再度！ siH る 資本主義■へ®退却®繁 、農 二業は大に振興し 
概ね it 界大戰前に於ける帝政時代の水準まで囘復する樣になりました。 

其の結果，クラークと稱する 富農が 出現し、 ネップマンが ソヴュ ート露西亞に現はれる様に 
なりました。ネッブマンと申します のは， 新しき 政策に依つて生じた人問といふ ことで、 日本 
の所謂成金を意味するのでぁります。 

ゾヴ H I 卜露西亞とユダャ人の關係 -一竞 


ユダャ R 族 S 1 UT 界支配？ i 
之れが爲め一部の共產黨員の中に物議を釀しまして、之等資本主義への退却に對し 
『革命の意義を沒却し共産主義を胃漬するものなり』 

と云つて騷ぎ出しましたが、共産の大御所たるレ-1ンは、兎に角之れを抑壓し、新政策の實行 
に邁進しました。 

一九二四年レ=ンが歿しますと、玆にスターリンが彼に代つて權勢を揮ふやぅになりました 
が、革命の元勳たる卜 a ツキー、ジノヴィ H フ等の人々は新經濟政策を攻擊し、玆に新經濟政 
策を維持せんとするスター.リンー派卽ち幹部派と、之に反對する卜 B ツキーー派卽ち反幹部派 
との間に、激烈なる鬪爭が起り、之が爲めソヴ JC . I 卜露四亞の將來も危ぶまれた程でありまし 
たが、幹部派は反幹部派に對し大彈壓を加へ、之れが爲めトロッキーー派の反幹部 M - は徹底的 
に掃潘されました。 

レニン並にスターリンの主張する處は、露西亞内部が共産主義に依つて、斯く金缺病に褪つ 
てゐては、將來の大目的たる世界赤化など\云ふことは到底覺束ないことである。先づ内を堅 
めて然る後に外部に向ふべきである、之れが爲め一時資本主義への退却も止むを得ないといふ 



CD であります。 

反幹部 派 Q 方は共産主義に遠ざかつて、資本主義に 5 くと 云 ふことは， 我々共產黨員を統 
御して行く道で t 又我々共產黨の恥辱である' 篇我々は失脚して、行くべき道がない。 
國 S 內部に對しても外部 S しても、 眞直ぐに共產裏で押し通せといふのであり t て、 
謂はば之等反幹部派は理想主義者なのであります。 

斯くて 幹部派は激烈なる爭鬪の 後、 反幹部派を徹底的に弾壓しました、然しながら幹部派も 
其後遂に反幹部派の理想主義を抹用 しまして、 又もや一九二七年政策を左變するに 至りました。 

結局之1±反幹部派の唱へた處その儘でありましたから，反幹部派の連中はスターリンは我 
等の政策を盜用したのであると攻擊しました。 

勿論一般 SS 農读、此 Q 戰時共產蠢へ—轉 S しては、非常—不平反感を抱い 
たのであります。 又黨内に於ても、醬亞 Is 礎—く處の右派が、盛んにスタ--リンの 
政策を攻擊 し、 一九二八年の終りから一九二九年の初めにかけて、スタ—リンー派は非常なる 
困難に陷りました。 

V ヴ HI 卜露西亞とユダャ人の關係 S 一 



ユダャ.民族の lit 界支配？ 二 四 一一 
然しながらスターリンは斷乎として之を排擊し、一方に於ては一九二八年產業經濟の建直し 
をする爲めに、 ffi 業五ケ年計畫なるものを樹立するに至りました。 

- L . 八、階級爭鬪ょリは民族爭鬪 

此の幹部派及び反幹部派の闘爭を其の理想並に政策上から-觀察致しますと、以上述べた通り 
でありますが、更に一步踏み込んで觀察致しますと、幹部派は非ユダャ人の連屮であり、反幹 
部派はレ-ーン夫人も卜&ツキーもジノヴィ H フも3ッフ H も、殘らずユダヤ人側であります。 
それでありますから、歐羅巴の一般ユダャ人は、此の問題に就て、私と話し合ひました時に 
『露西亞人の様な恩知らずはない、一體ッァーを倒したのは、誰れのお蔭だ、.革命の時は我 
々の手を借りて漸く成功し、愈<自分達の希望を達すれば、露西亞にユダャ人の用事はない 
と云つて、之を II 面上は政策上の意見の相違にかこつけて、ユダャ人の革命の元老を皆やつ 
つけてしまつだ。貴下は之を見て何んと思ひますか.世の中に露西亞人ほど惡い奴はありま 
せん』 



と 卓を叩いて憤慨しました。 

事實に.於て、 トロ ッキ'は土 耳 古に追放され、 第三ィンタ1ナショナルの讀 として、 飛ぶ 
鳥を落した ジフヴ‘フは1から1され、か e 日本巣たヨッフ-の 如—， スタ—-リ 
ンー眩の壓廹に堪へ兼ねて*遂にビストルで自殺を遂げたのであります。 

いくら 共產黨員でも、露西亞人は露西亞を自分の國と思ふと同時に、今まで卑しめてゐた二 
.ダヤ人が、自國を支配するといふことは不愉快なことに違ひありません。 • 

從つて此 Q 時分から全露西 S 、 反ユダヤ主義が勃然として 起り，大 S はユダヤ人學生を 
排斥し、工場に於て勞働者は 

『ジューを仆せ、露西亞を救へ』 

と公然にビラを張り廻す様な有様となつたのであります。 

又一方から觀察 しますと、 外 國人なるユダヤ人の政策と、自國人たる露 rJ !! 人の自國に對す 
る考 へとが違 ふのは當然であります、我々は玆に階級鬪爭など 1、 內輪同志の喧嘩をする前に、 
:!- づ民族 M 率の免るべからざることを 觀 取しなければならない のであります。 

ソヴ H 1 卜露西亞とユダヤ人の關係 S 1 一| 
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私が 嘗てジ M ルサレムで 、非常に世話になりました カリパリースキ ー とい ふ内 髮の立派な老 
人があります。彼の岀身は、露西亞ユダヤ人でありまして、二三十年前から佛蘭两のユダヤ富 
豪〇スチャ ィル ドの代表者として、 パレスタィンに於け る土地の買占めに着手し、其後シオン 
團成立と共に、其の全土地をシオン 圑に 寄附し、自らはシオン團の幹部となり、 目下パレスタ 
ィンに 於て單にユダヤ人ばかりでなく、アラビア人からも、基督敎徒からも、非常な尊祟を受 
け* 歐洲諸國のユダヤ人で、カリバリ ー スキ ー の名を知らぬものはないほどの人物であります。 

私はこの老人と最も親しく交際し、未知の地に於て種々の世話になつたのでありますが、此 
め老人は、 a 本に來たョッフ H の從兄でありまして、私にョッフ H に關して*次の様な物語り 
をしたことがありました。 

『日本に參りましたョッフェは、私の從弟に當つて居ります。私がベルリンに住んでゐた頃 
ョッフ H は恰度大學生でありましたが、日曜毎に私の家に來て，茶を飲み本などを讀んで， 
終日暮して居りました。私は若い時からシオ_ーストで、今では露西亞シオ--ストの元老であ 
りますが、ョッフ '一は私と全然反對で、大學當時から旣に革命主義者でありました。誠に頭 



のょい、 § かな可愛らしい小供でありましたが、露西亞革命の際之に參加し、遂に希望を達 
して段々 m 世し、ベルリンの大使とな P 、又日本に行つて後藤伯と日露通商協約を締結する 
など、中々立派な人物になつたので*私も蔭ながら大に喜んでゐたのでありますが、先般現 
露西亞政府は、反ユダャ主義の思想から彼を排斥し、彼が病氣になつて外國に行つて治療し 
度いから、旅券を下附して吳れと言つても、現政府は之を與へず、それかと云て薬を買ひ度 
いから金を吳れと言つても、金も支給せず、遂に ョッフ は憤慨の 餘りビス トルで自殺を遂 
げたのです。 

3ッフュの家は、元來相當な金を持つてゐたが、彼が革命に役ずるに及んで、全部その金 
を革命黨に獻じました。そして革命後、今日のソヴ HI 卜露西亞にするまでには、多大の苦 
心をしたのであるが、それにも拘らず今日になつて其の恩を忘れ、露西亞の野郎共が薬代も 
寄越さないで、遂に彼を殺してしまつたのです。 

ョッフ JC には妻君も子供もあつたが、ョッフヱ自身が斯ういふ悲慘な目に遭つてるのであ 
るから*妻子は果してどういふ暮らしをしてゐるであらうか、恐らく食ふや食はずに悲慘な 
ソヴ H 丨卜露西亞とユダャ人の關係 1藍 



ユダヤ民族の -WT 界支配？ - 
る有様ではないか知ら。 實に心配に堪へない。貴下は此の露西亞の不人情なる有様を見て何 

と思ひますか』 

と云ふて聲淚共に下る有樣でありました。此の老人のョッフュ物語に就て、諸君は果して如 W 
なる所感を持つでありませぅか。 

平等なるべき共産主義の本家本元に於て此の有様であります。 

日本には、我が國をして露霊の治下に入らし め、 其の聯邦の一に入ることを以て一生の希 
望と し，國禁を犯してまで も、 反霊動に沒頭してゐる革命蠢者が績出して居る®でありま 
すが、此の一點 から 見ましても，日本に露西亞の共產黨員が來て 、我々 を支配することが果し 
て幸福でありませぅか。 考 へる だけで も 惡感を催さずには居られない次第であります。 

叉、 此 Q 老人 QM 依つて、ニダ XQ 革命に對する觀念が如何なるも®であるかと云ふこ 
とを 如實に餘解されたことと思ふのであります。 

我が國 运ニ ダヤ人に對する間違へた親切から、賴まれもせぬ® に、 『ユダヤ人は平和の民で 
革命など、いふ大それたことをやるものでは ない、露西亞初め 备國の 革命に 於て、 ユダヤ人が 




活動をしたなど >. 唱へる連中は，所謂ユダャ恐怖症に罹つたユダャ禍論者であつて、ユダャ人 
を誣ふるも甚しいものである。我々日本人たるものが、何が故に歐洲の基督敎徒の尻馬に乘つ 
て、ユダャ人を排斥する必要があるのだ』といふ樣な> ユグャ人に忠勤を援んで、我々の研究 
を、何等根據なく淺薄なる一片の感情を以て抹殺せんとする人のあることは、甚だ遺憾に堪へ 
ざる次第であります。 

たとひ共產黨員でなく、革命家でなくとも、ユダャ人にして露西亞革命の成功をユダャ人の 
成功として誇り、之£自慢とし、ユダャ人の名#と心得てゐないものはないのであります。反 
對論者はユダャ人に忠實ならんとして、其の實其の名#を毀損して居るのでありまして、ユダ 
ャ人に取つては迷惑此の上もなきこと、存じます。 

我々日本人は，日本帝國に對する革命なるものと、ユダャ人が其の壓迫されたる他國家に對 
して爲す革命とが*全然相反するものであるといふことを、明瞭に認識しなければならないの 
であります。 

事の序でに申しますが*私がパレスタィン滯在中*內地から來る新聞を見ますと*殆んど各 
ソヴ卜露西亞 と,！ ダ ャ \の關係 i 
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斩聞に*日本の共産主義者の問題が揭載されてゐないことはありませんでしたので、私は或る 
時、口本が斯ぅいふ狀態であるのに、現在私が來て居るパレスタインのユダヤ國はどんなであ 
らぅかと思ひまし.て、或話の序でに 

『近頃日本か.らの新聞を見ると、日本にもコムミュ-ーズムが侵入して、共產主義の宣傳に躍 
つてゐるものが非常に多く、誠に慨嘆に堪へない』 

と中しました處、ユダヤ人の首領達は、私の口を遮りまして 

『その心配は無用である。口本人は世界一の愛國者である。我々はシオーーズムの運動に於て如 
何にしたならば日本人の樣な愛國心を、彼等に養成することが出來るか、又それを是非養成せ 
ねばならぬと云ふことが、此の運動の最も重大なる點であると考へて、之れに努力してゐる』 
と申しますから 

r ハレスタインにも、露西亞のコムミュ-ーズムの運動がありますか』 

と尋ねますと、ユダヤ人が答へまして 

『昨年であつたか、露西亞の共產主義者が三名ばかりハイファの港に来ましたけれど*露西 




純粹のユダヤ人市にして，人口四茁餘，一九〇八年不毛の％:牮にユダヤ人等が 
木市の娃設を開始しれろ4のなり 





パレス タイ ン 第一の要港ハイフアの遠望 








亞の コム ミュ -1 ズム宣傳者と判明したので直に追放しました。それ以後このパレスタィンに 
は、一人の露西亞式 コム ミュ -1 ストも居りません。』 

と斯ぅいふのです。實に驚くべき事實ではないでせぅか。 

コムミューーズムの原泉であり，革命家の本家本元である此のユダャ人の國の內部には、事實 
に於て一人のコムミュニストもなく、國を擧げて國家主義であると云ふことは、實に刖目すベ 
きことであると同時に、之に依つて我々にユグヤ人の革命主義なるものは、實際に於て如何な 
るものであるかといふことが，よく理解し得ると思ひます。 

此の事實は非常に面白いこと、存じますから、更に繰返して申します、世界一の國家主義の 
帝國に、無數のコムミュニストが蠢動し、世界一の社會共產無政府主義、あらゆる左傾思想の 
放散者の自國パレスタィンには、自國を賣り或は破壤せんとする一人の大馬鹿者も居ないとい 
ふことを。 
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so 


七、宣傳の裏表 

さて話が横に入りましたが、一九二八年に R シアが創めました處の五ケ年計畫の話に戾り 

す。 

先づ農村に於ては、新々經濟政策に依つて生れました處の、クラーク(富農)を退治し、貧農 
を糾合しまして團體を作り、國營農を創めました。之が所謂ソフォーズと稱する農業の一制度 
であります。然るに又貧農連中は、戰時共産主義に左變されてから愈■困窮して來ましたので、 
獨りで耕すことは*やり切れなくなり、玆に.互に農具や其他の原料を持ち寄りまして、協同し 
て農業をやる様になりました。之が=1ルフォーズと稱する處の共營農であります。玆に於て政 
府は、生產率を高める爲めに盛んに此の共營農を奬勵し、農村をソフ *1 ズ化し、コルフォーズ 
化することに努め、次に工場勞働者を政府の權力下に掌握しました。 H 業は重 H 業に力を集中 
し、國を擧げて工業國化し、個人商人を極度に壓迫し、其の結果遂に個人商人は全く其の跡を 
絕つに至つたのであります。 


ま 



斯くて政府は農産物を强制徵收し、之を金貨の代りにドンく輸出したのであります。従つ 
て農民は一向に働かず、政府に對して所謂消極的抵抗を開始すると共に、一方農民©生産£ 
つて生活しつ、—都會 Q 人々はパン Q 缺乏を來し、非常 S 困惑に陷りました。 

結®、歐洲の殼物庫と稱へられてゐた處の大露西亞は、今度は反對に外國から殼物を仰いで 
辛ぅじて人命をつなぐと云ふ樣な有様を演じました。 

玆に於て -ts 憲は農民に對しまして、コル^とを强制し始めました。然しなが 
ら富農卽ちクラークは、此のコルフォーズに人ることに絕對に反對であります。 

何故かと申しますと-コルホーズに入るのには、一切の財産を提げて入るのですから、富農 
が一度びコルホーズに入りますと、結局貧農と同様になるのでありますから、態"貧乏する爲 
めにコルホーズに入る馬鹿はない譯です。 

然しながらスタ-リンの專制は斷乎として之を强制しました。例へば養亞の嘉が、富農 
の處へ來て、コルホーズに入ることを您通します、さぅしますと富農は、斷乎として之を拒絕 
(たします、するとゲ.ベ•ゥが来まして、貴様は共產黨に反對する奴であると言つて之を銃 
ソゲ H 1 卜露西亞とユダャ人の關係2一 
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殺に處してしまひます。ゲ.ベ•ゥは共產黨反對者に對して、最近まで裁判なしに卽時に銃殺す 
る權利を有して居つたのであります。 

之れに就て思ひ出しますことは、■死刑廢止を力說して居る處の共産主義に於て、レ-ーンは革 
命當時、連日三干人宛の反共産主義者を露都に於て銃殺しました。今日の露西亞に於て 
『デルデンスキーが來た』 

と云へば、子供も泣き止むのでありますが、このデルデンスキーなるものは、革命以来今日ま 
でソヴ VI 丨 卜に對 する非常なる忠勤者で、彼が今日までに殺した人間の救は三十萬に達する と 
云はれて居ります。 

又•官憲は一般の富農者を捉へて、之を北歐の森林地帶に追放致しまして—之に强制勞働を 
命じました。昨年米國に於て、露西亞の大材木船に對し、米國は强制勞働に依つて生産された 
貨物の陸揚げを禁止する旨を宣言しまして、露西亞の材木船を追ひ歸したことがありましたが、 
其の材木は卽ち慘酷なる强制勞働に依つて、クラークが伐採し力ものであります。 

クラークの中には、逸早く歐洲に亡命したものもありますが、中にはどぅせやつつけられる 



ならば、と云ふので暴動を起し，到る處露西亞官憲に反抗し，之が爲めに政府は赤衞軍を出動 
して、之を鎭定するといふ樣な大混亂を生じたのでありますが、遂には此の農民の反抗が赤衞 
軍に影響する樣になつたのであります。 

卽ち赤衞軍とて夫々鄕里は農村でありますから，農村の反對は結局赤衞軍に動搖を來したの 
であります。 

茲に於て流石のスターリンも到頭參つて、農民に對する手をゆるめることとな9、又赤衞軍 
の兵士を其の出身地に入營せしめず遠方のものを入れて農民に當らしめました。農民も亦之に 
對する消極抵抗を續けてゐるといふ有様であります。このコルボーズは結局封建時代の搾取制 
度その.ものであると一般農民は考へてゐるのであります。 

政府は兎に角、國民の生活を犧牲にして、一路五ケ年計畫の遂行に努力し、其の豫算は九百 
H 十三億ルーブルと云ふ實に尨大なものでありました。而して此の九百二十三億ル I ブルの尨 
大なる豫算の重點は、前に申しました通り重工業に置かれ、重工業の主力は露西亞の軍備の遠 
大なる整備に指向されて居ることは、旣に皆様の御承知のことと思ひます。 

ソゲ卜露西亜とユダャ人 S 關係 一:1 
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此の産業第一次五ケ年計畫も、昨年で終りを吿げましたが、政府は最初兎に角五ケ年間我® 
しろ*五年經てばお前達はパンも充分食べられるし、着物も新しいのを着ることが出来るのだ 
と宣傳して、一般の國民に忍耐を强いたものでありますが、愈<五ケ年計畫の終りになりまし 
ても、 やはり 國民は襤樓を纏ひ、食ふや食はずでゐなければならぬ とい ふ有樣なので、或は國 
民の恨みが爆發しやせぬかと危ぶまれたのでありますが、愈<年度末近くになりますと、更に 
尨大な豫算を以て、第二次五ケ年計畫を宣言しまして、國民に忍耐と緊張とを要求し、一方民 
心の轉換を圖つたのであります。 

この第二次五ケ年計畫の目的は 

(1) 資本主義的分子及び一般階級の最後淸算 

(2) 全勤勞住民の階級なき社會主義的社會の意識的積極的建設 

にありまして、其の豫箅は第一次五ケ年計畫ょりも更に尨大なる一千四百億乃至一千五百億ル 
丨ブルと申して居ります。 

この K 年計畫決議の重點は軍備にありまして、其の五年計畫決議の一節に日く 



『五 年計畫 Q 遂行 K 關し第一義 S 爱る任務は、其 S 聯邦國防力に關係 tH 業部門を發 
展せしむる にあり』 

唯今露西亞に於て陸海軍大臣ゥォロシーロフは 、或る 意味に 於て、スタ ly ンをも凌駕する 
ほどの大なる勢力を有する男であります が、 このゥォロシーロフは 

『ソヴ卜聯邦國防の根本的 基礎は、經濟の發展，金屬發掘量の增大 、毒 瓦斯製造量の增 
加、 自動車、トラクタ ー の建造、一般器械類の製造增加にあり』 

と申して居ります。 

そこで該計畫の具體的事業として 

S 重要囊5人民 S 雲 f 、 少くも S ® 一一一望び二倍にする 

(2) マルクスの 唱へた處の農業電化主義に依って*電力を 現在の. 六倍にする 

( 3 ) 器械工業(軍事 H 業〕を*現在の二倍乃至三倍半以上にする 
⑷燃料(石油石炭〕を二倍半乃至三倍にする 

g 殊に器械工業中、鐵の生産に力を注ぎ、年額二千二百萬囉を產出せしむる 
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英國は世界大戰の鐵生產最盛時に於て一千萬噸、現在六百萬噸でありまして、米國の生產は 
現在七百萬噸に過ぎません。 

之に比べますと，露西亞の二千二百萬噸といふ數は計#とは申しながら、如何に尨大なもの 
でありませぅか。 • 

更に翻って我國の鐵に至りましては、年額十數萬噸でありますから、殆ど問題になりません0 
尙ほ該計畫に基づく軍事豫箅は、十二億八干萵ルーブルでありまして、之れを我國の非常時 
軍事豫算十億未滿に比すれば更に尨大なるものであります。 

斯樣な有様であ〇ますから、第一次第二次五年計畫と申しましても、結局は國民生活の改善、 
文化の向上など上 K ふことは二の次ぎで、國防軍事といふことに重きを置かれてあるのであり 
まして*例へば航空路の如きは露都を中心として、東はベト 11 パゥロ、スクから、南は中央 as 細 
亞と印度との國境に至5、更に新疆及び 外 蒙に延び浦鹽斯德に結び，北は遠く北氷洋に及んで 
居る有樣なのでありまして、飛行機の如きも一九二七年に僅か七百臺であったものが、今日で 
は二干三百臺に增加し、更に日本では此の非常時に於て國民の熱誠を籠めたる愛國機が獻納 S 



れたも q 警機に及んだと芸ますが、 S 5於ては、尤も半强制では t ますが、民間愛 
國機が旣に一千機に達したといふことであります。 

又、 タンクの 如きは、五年計畫以前に僅か墓しかなかつたものが、目下に於て千數百臺卽 
ち以前の十倍以上に達してゐる譯であります。 

なほ一九三一年スタリングラ""ドに於•て製作されたトラクタ1は，三萬七千臺に及んでゐる 
と申されて居ります。 伹し霞 Q 報に よります と、トラクタ-は出來たが操縱韋附屬品がな 
c ので、 其の七割五分は農村で雨曝しになつて居るとのことであります。 

® ソヴ r 卜政府は 軍備の前には、國民の社會生活など-■'いふ ことは 勿論、其の生命さへ眼 
中にないのでありまして、百人の國民を餓死させて一門の大砲を製造した方がよいといふのが、 
其の眞相であります。 

兹で一寸御斷りして置きますが、是等の軍備は總ベて赤衞軍の武装の爲めに行はれるのであ 
りまして、此 Q 赤雪な fQ は我が髪とは非常に趣が異つて居ります、我が皇軍は、國内 
Q 人民に向けられ fQ でなくして、國外よりする處©外敵£し、 S 國防に任ずるも S 
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あることは申すまでもありません。然るに赤銜軍は共產黨の軍隊でありまして、ソヴ .-£ 丨卜共 
和國自體の國防に任ずると共に、露西亞内部の全住民に對し共産主義を擁護すべき任務を有す 
るのでありますから、一般良1^は赤衞軍の有する飛行機、タンク及び銃剣の脅威の下に、常に 
不安な生活を續けて居るのであります。我が平時兵力は二十二萬でありますが、露軍は百二十 
萬であります。 

『赤軍はブロレタリア獨裁の守護なり』 

とは赤衞軍建設の要義でありまして*若しも我が日本の政府黨が、直に國民に向け •& るべき恐 
るべき軍隊を國内に持つてゐたとしたならば、我々の心持は果してどんなものでせぅか。 

斯様な軍隊でありますから、共產黨が其の政權を維持する事は、赤衞軍を維持することに依 
つてのみ達成せられるのであります。従つて日本では兵役を義務とし之を血税と稱しますが、 
露西亞では兵役は義務にあらずして特權であります。之れに伴ひまして彼等が國家的優遇を受 
けて居ることは非常なものであります、例へば軍人は郵便無料であり、軍人を出した家庭は免 
稅せられ、恩給は二十年にして悴給の二分の一、三十ケ年にして俸給と同額の支給を受ける樣 



な有樣であります。 

反軍悬宣傳の本家本元が、此の有樣でありますからして、 其の宣傳を受けて眞詈に反軍 
悬を振り廻して t 我が國一部の人々 Q * 屋さ加減がょくお解りになりませぅ。 

革命以來：まで、舊亞一般®士は殆んど食ふや食はずで、雲不良® 狀態 にあります 
が、 赤衞軍のみは非常に給與が ょく、. パンも充分に支給されるので，パンを食ひ切れずに捨て 
るものが多い爲めに、政府は「パンを捨てるな」といふ訓示を發した位であります。 

現在の露西亞一般の住民から見れば*此の 赤衞 軍の 狀態 は、 全く 特權階級でありまして、若 
しも 軍隊に於て不良な fQ は其 Q 兵役を免除さる、と共に、特菅剝脫 されます から、第一 
塞は 直に税 f S られ 、本人は郵便 SSI 位は f C として* 1 食 S 乏 S 會 
に出て仕事もなく， 其の 日から ルンべン生活に這入らねば なりません。之れ では 如何に吞氣な 
露西亞 人で、家 f 本人 赢 つて軍隊 S 權 i つ i5s であります。 
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八、共産と農奴 . 

序でに現下の露西亞の社會狀態に就て玆に少しく述べて置きませぅ。 

私は露西亞と云ふ國は共産主義國家ではなく、帝國主義的專制の而も國家大資本主義の國家 
と見るのが至當であると思ひます。 

目下勞働者に對しては、其の自由移働を嚴禁して居りまして、勝手に勞働紹介所から紹介さ 
れた職業を斷ったものは、勞働者登録簿から除名されまして、再び職に就くことが出来ません。 
卽ちルンベンになるょり仕方がないのです。從つて解庸された花恥し きタィピストが 雪搔きを 
指定されたり、筆を仕事とする書記が荷物運搬に遠慮なく指定されたりするのはまだしも，時 
時突然カムチャッカやサハレンに飛ばされるのでありまして、之れを斷れば最早や食ふことは 
出來ないのであります。叉指定の仕事の出來ない處の專門技師は，直に懲罰に附せられます。 
勞働者は如何に不平があつても*甲の工場から乙の工場に移り變ると云ふことは、絕對に出來 
ません。一々勞働人民委員會の指令を待たたければいけないのであります。結局、解放され自 









由なるべき勞働者が、昔の農奴制度同様、共產專制の鎖に縛りつけられて居るのであります。 
無論俸給は帝政時代より數倍よくなつてゐますけれ ど、 物價が更に數十倍高くなつて居ります 
から實際は帝政時代より更にひどいのであります。而も其の俸給は現金でなく貯金帳で渡され 
るのですから堪りません。 

私は或る露西亞人に訊づねました。 

『私の見た處では國民の生活狀態が帝政時代と比べて餘りよくなつて居らぬ様だが，現在の 
ソヴ H 丨卜 は*帝政時代とどこか違つた處があるか』 

と申しますと•彼は聲をひそめて 

『そりやもぅ 大變な違ひだ。言論の自由が更になく、官憲の横暴なことは帝政時代 も 今も同 
じだが、帝政時代には食ふに困る樣なことがなかつた。今は其の日のパンに困る有様で、此 
點が帝政時代と異なる最も大なる點である』 

と斯ぅ申しました。 

露西 S 1 人は元來、主として牛肉を嗜んでゐたのであります が、 目下は其の牛肉さへ缺乏を來 
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し、露西亞人の今まで餘り好まなかつた豚を食へ、魚を食へと頻りに官憲は宣傳獎勵してゐる 
のであります。鷄卵なども病人さへ口にし難き狀態であります。 

斯くの 如き 有樣では、 いくら-ー チヱゴー主義の露西亞人でも我慢し切れる普がありませ ん、 
國民の不滿は至る處に充滿し、各所に内亂勃發する有樣であります。そこで流石のスターリン 
も，又もや一 步を讓つて•近頃はコル ホ- ズの勞働標準を定め，勞働能率に依つて賃銀を支拂 
ふこと 卽ち賃銀 Q 等差を設け、侗人の自由競爭を認める樣になりました。卽ち資本主義を認め 
る樣になつたのであります。 . 
之れに就て スターリン が中しますには 

『平等主義は コムミューーズム には可なるも、今は過渡期な るを 以て平等主義を採らざるも可 
なり』 

と云つて居ります。 

之れに依つて見ましても、現露西亞の狀態は、日本に於ける勞働者が謳つて居る樣な共産天 
國でもなけ1♦は、パラダィスでもないのでありまして、一言にして露西亞を評するならば闇夜 



の國であり、 乞食の 國であり， 而も 何等の 0 由な き國 民が、 ゲ •ベ.ゥ.の桎梏下に、牢獄生活を緩 
けてゐるのでありまして、凡そ 憐れなる 國 民と云つてこれ程氣の毒な國民が又 ありませ うか。 

私は露西亞良民が、穿つに靴なく，食ふに食なき此の悲慘なる實況を見て*此の一僚一千萬 
の露西亞大衆を救ふべきものは何人であらうか、又何人に依つて救はる、であらうかと云ふこ 
とに就て深く考へさせられたのでありました。 

九、 I 般ユダャ人の狀態 

さて大分、露西亞の現況に就てクド-'^と述べましたが、之はユダャ人に關聯する露西亞革 
命後の狀況を明かに する 爲めに必嬰な ことと 思ふのであります。 

囊にスターリンは政治的主義主張の差違に名を藉りて、.露西亞革命の yc 動たるユダャ苴頭.を 
排斥處理してし i つたことを申しましたが、それかと云つて國內に多數のユダヤ民族を包蔵す 
る露西亞が、殘らずユダャ人を追放した譯ではなく，今までのユダャ人は依然として露西亞に 
住み、 而も 革命に依つて得た處の地位を維持して居ります。卽ち技師、敎師、辯護士、藝術家、 
yv- T .— 卜 露西亞 とユダャ人 〇 關係 一一 S 
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俳優、醫師、役人等の知識的仕事は、多くユダャ人に依って占められて居ります。従って現露 
西亞に於ける反ユダヤ主義は、•依然熾烈を極めて居りまして、國家はユダャ人排斥者に對して 
最大の膝罰を設け、聲を大にして反ユダヤ運動の實行を禁止して居る狀態であります。 

露西亞內部のユダャ人としては、一時は全然露西亞の支配的地位に立ったのでありますから* 
革命の效果を減少した現況に不滿を感じて居ることは勿論でありまして、一方海外に亡命した 
トロッキ ー 等は內 部と 相策應して、 又元の ユダヤ人の露西亞を出現する爲めに努力して ゐ ると 
云ふことは 最近我が新聞に依って報導された通りであります。 




二十一一 I 、ナチスのユダヤ排斥に就て 

ft に申し述べました通り、獨逸の言論界は、全くュダヤ人に掌握されて居りますから、ナチ 
スのュダヤ排斥に關する通信の如きも、ュダヤ人に依って通信され、ュダヤ人に依って、各國 
の横字新聞に揭載されるのであります。從って之等通信は、ナチスの憎むべき横暴に對し、ュ 
ダヤ人の同情すべき情況のみが、多く傳へられることは、已むを得ないこと i 思ひます、日本 
に傳へらる i のも*特別の視察談などは別としまして、多くはュダヤ通信の一部でありますか 
ら、吾々が其の眞相を捉へることは困難なことであります。 

私は勿論ナチズでもなく、又獨逸ュダヤ人に對し何等の怨恩をも有するものではありません. 
が*我々日本人が單に外國通信を見て、ュダヤ人を憐みナチスの横暴を憎む前に、先づ獨逸の 
ュダヤ人の狀態を-一通り觀察することが必要と思ふのであります。 

ナチスのュダヤ排斥に就て 一一& 
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抑-世界に於ける各民族は•各：其の歷史、環境、能力、性質等に應じて、其の有する文化 
に獨自の特徴を持つて居ります。日本の文化と亞米利加の文化、ユダャの文化と獨逸の文化は 
決して同じではありません、各民族は此の違つた文化を向上して行くことが、各民族の世界人 
類に貢獻する所以であり、それが文化的使命であります。若しも亞米利加が、全部日本文化を 
以て換へられたとしましたならば•それは亞米利加の文化的滅亡であり、亞米利加の文化的使 
命の消滅でありましやぅ。昔日本は印度及び支那の文化を多く輸入しましたが.之にょつて日 
本の文化が消滅したのではなく、我が獨特の文化に一層の光を添へたのであります，今日本は 
歐米文化にょつて貢獻せられて居りますが、併し之が爲めに口本文化を滅却して、歐米文化を 
して之に代らしむる如きことは*相濟まぬことであります。 

扨て獨逸ナチス團のユダャ排斥は、日々に伸び行きます處のユダャの絕大なる勢.*に對して 
起つたのでありまして、文化的方面を申しますならば、獨逸の文學も藝術も音樂も、其の影を 
潛め、ユダャ文化が之に代りつ i あつたのであります。卽ち劇場の監督官4美術學校長も土ダ 
ャ人であり*有名な音樂家も作曲家もユダャ人であつたのであります。又獨逸人の子弟の，多く 



は、ユダヤ敎授の敎育を受け，患者はユダヤ醫師に生命を托し、訴訟はユダヤ法官に依つて捌 
かれ、一方證人の學者も法律家も失業狀態にある有様であります。.又證 S 行も取引所も、 
全部ユダヤ人に押へられ*一流新聞たる有名なベル？ネル.夕-ゲブラットもフランクフ丨 
ルテル：ソァィッ ングも皆ユダヤ新聞で、其の上大通信社ゥォルフさへユダヤ經營であり、遂 
に十萬の替察隊すら、ユダヤ指揮下に入るに至りました。 

然るに义一方に於きまして、ユダヤ人中共產黨に通じ、盛んに獨逸の潜行的破壤作業をやる 
のでありますから堪まりません。結局此の ま、 では獨逸は何處に行くのでありましやうか玆 
に於てヒットラーが立つたのでありまして、最近の總選擧に干七百萬の國民投蕻を得たのも、 
獨逸國民の對ユダヤ思想の現れに外ならないと思ふのであります。 

若し日本が、外來の異民族の爲めに、斯の如き狀態に立ち至りましたならば、我々日本人は 
だまつて居るでありましやうか、我が新聞雜誌に報導される樣に 、ユグ ヤ人を排斥するのは惡 
ユ ダヤ人は憐れなる同情すべき民族で ある、 之を 攻擊 する のは 世界文化の 敵であるとして、 
そのま-1ユグヤ勢力下に沈默して居りましやうか。 . 

ナチスのユダヤ 排斥に就て - 一 S 
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私は獨逸ナチス團の活動を見て、ユダャ人が排斥されるのは、ユダャ人が世界大戰の成功に 
乘じて、他國に於て、卽ち獨逸人の獨逸に於て、横暴に振舞つた爲めで之はユダャ人が惡いと 
思ひますが、又一面獨逸人が、今日の狀態まで、ユダャ人に勢力を占められたのが間違で、排 
斥する位なら、なぜ獨逸人が初めから、もつとしつかりして居らなかつたか、といふことにな 
ります。然し獨逸が、ヒットラーの如き-特に熱烈果斷の愛國者を待たねばならなかつた程- 
巧妙に張られたユダャ網に對しては、敗戰後疲勞困憊した獨逸人には、如何ともすることが出 
來ず、獨逸の國土に事實上のユダャ國を出現せしむるに至つたのではありますまいか。 

それは兎に角として*ユグャ人の勢力は，單に獨逸に許りあるのではありません、御隣りの 
波蘭にも、佛蘭西にも、亞米利加にもあります。之等のユダャ人がそれ—策動して居ること 
は、旣に御承知の通りであります。又獨逸に金權を握るユダャ人のナチスに對する反抗は*獨 
逸將來の財政に如何なる影響を及ぼしましやぅか、ナチスが頑としてユダャ人に向つても、間 
もなく其の手がゆるむのは、此の間の消息を物語つて居ると申しますが、此の獨逸人對ユダャ 
人の抗爭は，結局獨逸國の運命を左右するもので、色々の意味から吾々は愼重に注目すべき* 



大なる問題と思ふのであります。世界列强は皆ュダヤ排斥の歴史を持つて居りますが、獨り我 
が日本帝國は•未だ嘗てュダャ人を排斥した歷史を持たない國であり'ますが、將來ともュダャ 
人を排斥せねばならぬやうな國柄に&りたくないものであります。 


ナチ スのユ ダャ排斥 に 就て 1 一£ 
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二十四、洪牙利革命の眞相 

本章は、洪牙利王國に於けるマッソン祕密結社(卽ち7リ-メーソン〕の活動に始まり、洪牙利 
が、王國ょり社會革命に依つて共和國となり，續いて共産革命にょりソヴュート國を出現し， 
更に隣邦軍§人から愛響 Q 1 となり_、遂 S 望 SS する幾霊 Q 狀態と、此の間 
に於けるユダヤ人の非常なる活躍とを.有りのま X 記述したもので、嘗て拙著「革命運動を暴 
く」の一節に說明した處でありますが、革命狀態を知る好資料と思ひますので、敢て重複を厭 
はず、次に摘錄紹介することに致しました。 

洪牙利人はユダヤ人を嫌ふことが實に甚しいのでありまして、従つてシオン運動も禁止され 
て居りましたが、漸く一九二九年一月に許されたやぅな有様であります。 

このユダヤ人を1*ふことは世界大戰以後のことでありまして、それ以前には決してそんな惡 



感情を持つてゐた譯ではありません。卽ち洪牙利人の頭に非常なる惡感情を與へたものは’洪 • 
牙利の共產革命でありまして，洪牙利に於てユダヤ人が如何にして勢力を獲得し、又ユダヤ人 
が如何なる順序で共產革命に及んだかは頗る興味ある問題であると#じます。 

それには先づユダヤ人の解放當時に遡りまして.歷史的經過を觀察する必要があるのであり 
ます。 

十九世紀の末に. T タヤ人が解放されて、一般國民と同權を得るに至りましてから•ユダヤ人 
の社會的方面への進出は實に目覺ましいものでありましたが、殊に洪牙利に於けるマッソン祕 
密結社べのユダヤ人の倥入は、洪牙利の政體を幾變遷せしむる原因となつたのであります。 

洪牙利の祕密結社マッソン團は、以前はユダヤ人の入會を絕對に禁止して居りましたが、一 
八九二年にユダヤ人の入會を許すやぅになりました。 

處が、それ以前の洪牙利マッソン團は、政治に關與せず全く道德的の結社で，尠しも陰謀的な 
ものでなかつたものが、ユダヤ人の入社を許すやぅになつてから•非常に多救のユダヤ人が入 
社しましたので、之れが爲めに洪牙利の舊結社員は全く壓倒され、面目一變するに至りました。 

洪牙利革命の眞相 一5 
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前にも申上げました通り、マッソン圑は一名 S 澤の結社といはれる程の費用を要する結社で 
ありまして、一年の會費約六百圓位に上るのであります。貧乏人は人社し度くとも到底人るこ 
とが出來ないのであります。從つて結社 II は悉く富豪や政府の顯官や貴族などであることは當 
然であります。 

然るにユダャ人には金持が多いのですから、六百圓位の會費 などは 何んでもありません、い 
よ-^. 入社出來 るとなると、どし.^ 人社しました。そして彼等は此の結社の力を自己の勢力 
の爲め巧みに利用し、之れが爲め洪牙利の道德的マッソン結 - It は、今や一變してユダャ野心家 
の陰謀的結社となり、遂に彼等のィンターナショナル的思想を以て王國に反對し出したのであ 
ります0 

斯くて王國の顚覆は、国民の少しも知らぬ間に徐ろに準備されつ i あつたのであります。 

そこに歐洲大戰は勃發しました。洪牙利人は國を守るべく熱狂し、國民は或は銃を執て戰線 
に馳せ•或は力の續く限り護國の爲めに働 i - ました。 

然るに此間に於て*戰線に立てる人々の血を犧牲にして自身のポケットを膨したものは、基 




督敎徒たる所謂改宗ユダャ人達でありました〇卽ち戰線に紙の靴を送るといふやぅな幾多の非 
愛國的不正事件が*彼等に依つて無遠慮に行はれ*又一方に於ては社會主義ユダャ人の會合が 
行はれまして.破壤的ユダャ人の勢力は日每に增加して參りました。 

戰举の繼續に伴つて物資は缺乏します。加ふるにユグャ人は故意に貨物を買占めたり、或は 
陰匿した〇するので物價の昴騰は天井知らずで-勞働者の感情は日毎に惡化し、煽動者の一聲 
でストラィキは何時でも出来るやぅに整へられました。 

又市場に於ける食料品の缺乏と騰貴は•一般の伟給生活者を全く經濟的奴隸の地位に沈めて 
しまひました0 

斯くして愛國心は日每に弱められ、軍隊の軍紀風紀は愈"廢頹し、十月革命の準備は滑らか 
な道を迎つて進んで行きました。此の準備は主としてユダャ人一部の獨占して居りました處の 
共濟 組合集會 所と 密接な關係を有する、ュダャ人學生及びュダャ識者との聯合團であるガリレ 
1團に屬する人々の手に依つて進められたのでありました。 

一九一八年十月が參りました。佛國に捕虜にたつて居る中に、すつかり自由主義にかぶれて 
洪牙利革命の眞相 S 
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來たヵー a イ.ミハイ伯は、有カユダャ人等に推されて立ちました。衰弱し切つた國民は譯も 
なく自由主義を謳歌して彼れを迎へました。遂に同年十一月十三日力 a S 王は退位して瑞西に 
亡命し•而かも亡命中，怨を吞んで死去しました。 

十一月十六日終に洪牙利は、ヵー a 小 . ミハイ伯の SR 黨、卽ち社會革命黨の力に依りまし 
て共和政體となか•ヵー Q イ伯は假大統領に選ばれました。 

大統領は社會主義の理想を實行すべく、先づ軍隊は帝國主義者の武器であるから不必要であ 
ると云つて.戰線から歸る軍隊を片端から武裝解除しました。叉憲兵や警察は、自由の國の不 
用品であると云つて解散を命じました。兹に於て洪牙利には武裝せる何物もなく，社會主義者 
の所謂理想の自由國が生れたのであります。 

處が玆にべラ•クンといふ共産主義のユダャ人が居りました。彼は露國に行つて過激派の首 
領 等と 相談の上、機は至れりと洪牙利に歸つて參 りました = そ して 力 la イ 政府が、羅馬 尼と 
境界問題で國民の反感を買つたのに乘じて、豫め準備してゐた共產黨のスイッチを切つたので 
あります。 




そこで洪牙利 Htl 至る處 H 大動亂が勃發しました。而も今や政府攀には過激派に對抗十へ 
き一兵 もありません、叉憲兵も警察も皆解散されてゐますので、共産主義を取締る可きものは 
一人 もゐな いのであります。政府はベラ•クンに對して如何ともすることが出来ません。カー 
ロィ 政府成立してから僅か^ヶ月目の三月二十 二日、 ベラ.クンはカーロィ们を追つ て、 怡も 
懦手で粟を摧むやぅに洪牙利の政權を掌捤して、過激派政府を'立しました。 

玆に於てベラ. クンは、直に國境を封鎖し*露國と軍事同盟を 結び、 自分はダ-ーューブ河畔 
の大ホテル.フンガリヤに陣取つて、對岸の王宮を眼下に眺めながら資澤を盡しました。今で 
も此のホテルの壁は、ベラ•クンが赤色に塗つたま、になつて居るのを取は見て參りました。 

彼は玆で例の恐怖政治を實行しました。先づ彼等は過激派政府に反對 しさぅな 人々を片端し 
から捕縛して 裁判なしに死刑に處しました。次に彼等は宗敎を破壤する爲めにあらゆる手段を 
講じました。卽ち 牧師 や 尼僧は、凡て僧職を放棄して新政體を承認す ると いふ證書に署名する 
ことを強要され、 之を拒ん*た人々は飢死せしめられました。 

彼等は「宗敎 «- 個人的の&のなり」といふ社會主義の理論から、敎會を國家から分離しまし 
洪牙利革命の眞相 II # 
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て*之に屬する財産は動產といはず不動産といはず全部沒收してしまひました。病院だの孤兒 
院だの其他の慈善事業さへ都會同様の運命 K 陷りました。 

此の宗敎破壊の仕事に采配を振つたのは、ドクトル.ヂクモンド•クンフィといふ新敎に改 
宗したユダャ人であつたのであります。 

次に過激派政府は、敎育の徹底的改革を提案致しまして、第一に「空氣を一新せねばならぬ」 
と稱 して、敎育にたづさはる「信用の置けぬ人々」を取除きました。卽ち國民的及び基督敎的 
偏見を有する 疑 ある 校長初め敎員は卽時に解雇され、又大學敎授は如何に專門的畢識がありま 
せぅ とも 遠慮なく M 首されました。 

そして大學では法科も神學科も廢止され、技術的學科のみが殘され、而も其の敎授は二一の 
例外を除いて、全部ユダャ人が任命されたのであります。要するに此の大學の改革なるものは、 
ユダャ大學生及び其の先輩達が、其の復響心を滿足させる爲めに行はれたものであります。 

又彼等は現社會の私的生活は道德觀念に基いて居るから，此の觀念を消滅させなければなら 
ぬと云つて*いろ-^の野獣的手段を講じました。其中で最も甚しかつたのは、女學校に紹介 





された所謂敎育の開化制度なるものでありました。此の開化制度なるものに依りまして、生徒 
達は有らゆる W 女關係の祕密を直接に、而も實物敎育に依つて敎へられたのであります。又彼 
等は新社會に對する義務や自由戀愛の魅力や*或は八，まで行はれてゐました處の總ての所謂「舊 
式の道德及習慣」を排斥する權利、果ては兩親に對して服從しない權利さへ敎へられました。斯 
くして共産主義宣傳といふ假面のもとに、家庭生活の神聖は根本から破壤されたのであります。 

是等の道德破壊に關する指揮者は、基督敎徒なるアレキサンダ！ガルバィでありましたが， 
然し彼は名義上の指揮者でありまして、實際の指揮荠も其の部下も總ベて反國家主義のユダャ 
人でありました0 

彼等の知名の士に對する死刑に至りましては、聞くだに戰慄を禁じ得ない程でありまして、 
鼻や手に穴をあけて生きながら之を吊し、或は其の家族の面前で自分の首をつらせたり、又は 
近親の者に處刑を命じたり、そして之に應じない者は卽座に殺しました。或る時は幼稚園に命 
じて此の死刑の光景を園兒に觀せるやぅにと强制しました。又あとで死刑にされるものに前の 
死刑を餘り多く見せるのは氣の毒だと云つて眼を拔き取つたり，又死刑施行前に騷がしいと云 
洪牙利革命の眞相 =怎 
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づて舌を切取つたり，又時としては射殺して河に投げ込んだり致しました。 

今日、ダ II ュープ河畔には、彼等が大臣を家族諸共河に投じた場所に石碑が建てられて、當 
時の怖しい光景を物語つて居ります。 

尙义、共產黨及び之に煽動された勞働者達は*恰も敵國に侵人したやぅに工場を占領し、美 
術的紀念物を破壊し、公闽の名木を伐つて薪にし、良民を襲 ひ、 「人のものは自分のもの」と 
いふ共産の妙味を遺憾なく滿喫して、暴行掠寒の限りを盡したのでありました。 

然しながら此の混亂に際して、其の指導宜しきを得たとでも申しませぅか、共の慘害を蒙つ 
たものは主として基#敎徒に限られ*ユダャ人に及ばなかつたといふ事實は*特に注目に値す 
.べきことと存じます。 

斯様な次第で交通は杜絕し、店は閉ぢられ、瓦斯は絶ぇ、.電燈は消ぇ、其上貨幣は無惯姐と 
fe り、糧食の缺乏を來したのですから堪りません、良民までが何時の間にか共產黨に如はつて 
共稼ぎをするといふ有樣となりました。 

すると 此の光 s を 看ました處の小協商國、卽ちお隣りの羅馬尼やチ H ックは、協商阈の秩序 



維持を名として洪牙利に兵を進めて參りました。然し何しろ一つの軍隊さへない洪牙利として 
は如何ともすることが出來ません。そこで兩國の兵士共は得たり賢こしと、此の混亂狀態に乘 
じて盛んに發展します。仉し其の個人的戰利品を兵士達は自國に持ち歸ることが出來ませんか 
ら、皆二束三文に賣り飛ばします。すると之を買ふものは皆ユダャ人であります〇ユダャ人は 
兵卒の來る停車場附近に網を張りまして、千圓のダィャの指 is を十圓二十圓で貿取ります。此 
の買取られた品物は翌日になると、最 U 十や旣に獨逸のユダャ人の所有に移つてゐるといふ有様 
でありました。 此の間に於て ベラ. クンは、虛報を發して近く露國から援軍が來るといふこと 
を國民に宜傳しましたが*勿論露軍などは終りまで影も形も見せなかつたのであります。 

洪牙利人等が霉 Q 物®5光音私 S つて吳れました 時、 傍に居つた婦人達は、常時を追 
想して身を振はして顏を掩ひました。 

此の戰慄すべき共產革命を實行した首謀者べラ.クン(本名コーン〕以下九割までは實にユダ 
ャ人であつたのであります。 . 
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此の共產黨の横暴と協商國の蹂躪に對し、洪牙利國找は之に默從し之を甘受することが出來 
ましたらぅか。洪牙利國民の胸には父祖傳來のマジャールの血が流れてゐました。久しい戰爭 
に疲勞しでゐたマジャールの血は勃然として再び沸騰し、靑年や在鄕軍人は劍を取つて立ち， 
愛國の叫びは，それからそれへと傳はりました。アラットやセゲット市などには，之等の人々 
に依つて自治軍が組織されました。其の中の最も有力な自治軍は*海軍提督であつたホルテ. 
ミク a K を指揮者と する セ ゲット 市の學生軍でありました。 

ミクロス提督は、 後に洪牙利の統治者に選ばれる程の人物です から、 實に管男兼備の名將で 、 
又其の麾下に馳せ槳つた學生達は進んで提督の命に 服し、 救國の爲に身を犧牲に して、 屍を故 
國の野に晒すことを潔しとした處の、忠勇無双の靑年達でありました。從つて學生軍は到る處 
に狂暴悪鬼の如き過激派を掃瘍しつ i 首府ブダペストに向つて前進しました。 

學生軍が愈‘首府に近づいた時、市民の歡びはどんなでありましたらぅ。市民は救ひの神と 
して狂喜して迎へたことはいふまでもありません。 

狡 滑なベラ.クンは、 學生軍の前進を聞きまして、其のブダペスト進入に先ち、一九一九年 



八月首府を落ちて國外に遁走致しました。茲に於て過激派政府は成立後百三十三日目に.瓦解し、 
ホルテ.ミク：！ス提督が選ばれて執政となり、翌一九二〇年三月憲法を制定致しました。社會 
主義にも共産主義にも苦が V '體驗を C 卄めた處の洪牙利人は、國家の政體は王阈に勝るものはな 
いといふことを心の底から自覺致しまして、王樣がないのに拘らず、洪牙利は王國であるとい 
ふ旨を世界に宣言し、王となるべき人の發見されるまで、ミク ロス 提督は攝政として國政を見 
ること、なつて今日に及んでゐます。 

此の革命騷ぎは短日月で濟みましたが，然し供牙利國の荒廢したことは想像以上でありまし 
て、國民の痛手は今も尙ほ續いて居ります。それは恰も火災に遭つた樹木のやぅなものであり 
まして、春になつて芽が出ても> 綠の葉が繁茂するやぅになるのは容易でないのであります。 

共産主義者は、破壤の後に建設ありと稱して*人間の歴史あつて以来人智の限りを盡 して、 
改善進步せしめて來た有らゆる制度を破壊し、各民族が各地方に應じて獨特の發達を遂げた處 
の貴重な文化を壊滅し、幾多の天才と幾多の勞力に依つて建設された燦然たる藝術を滅却し、 
更に人間性の弱點に突入して、宗敎心道德心を根本から廢顏せ しめ、 そして人生のあらゆる 歷 
供牙利革命の眞相 § 



ユダャ K 族の W 界支配？ - 一5 
史を抹殺して人間を原始時代 Q 盲昧織き、而も斯くして初めて所謂共賽國が生れるのだと 
云ふのであります。 

脔へても御覽なさい、今日の凡ての文化は、幾干年の間幾僚萬の人々に依つて造られたもの 
であります。 然らば此の世界を人生の歴史の第一頁に復秘せしめ、改めて此の天國を現出せし 
め やうと するならば果して幾萬年を要するであり ませう か。 

共産主義の爲めに、露國に於て、洪牙利に於て、將又現支那に於て其の犧牲となつたものは 
幾 - T - 萬人で あるか解りません。又破壞せられた歷史的施設は幾僚金を積んでも代へられません。 
そして此の破壊後に建設せられたものは何んでありましたらうか。そこには去勢された哀れな 
無辜の民の上に建てられた浮浪人の無限の糊力があるばかりであります。而も勞農民は權力を 
與 へられて ゐな がら 飢餓に喘へ ぎ* 智識階級は此の勞働者の足下に痍せ衰へてゐる■といふ有樣 
ではありませんか。 

然し洪牙利人は幸ひに して！： ES 1 めが早かつた爲めに、赤い火災を消し止めて，凡てが灰燼に 
歸せずに濟みました。之は洪牙利人に取つて不幸中の幸であつたのであります。 



今まで述べました通り*ユダャ人べラ•クンの共產革命に依つて、非常な苦痛を嘗めまし^ 
洪牙利の人々は•ユグャ人を忌み嫌ふこと甚しいものであります。 

私は或る供牙利人に 

『君達は一見してそれがユダャ人であるか、外の人種であるか M 別がつくか』 

と聞いて a たことがありました。すると其時、洪牙利人は 
‘『ユダャ人は三四米後から來ても*感じで共の近づいたことが解る』 

と答へた程、彼等のユダャ人に對する感情は銳敏になつてゐるのでありまして、最近まで首府. 
ブダペスト ( C は「ユダャ人人るべからず」といふ札をかけたレストランやヵフェーがありまし 
た。又國民はユグャ人の經濟力から遁れる爲めにハンジャ (Hangya) と稱する消费組合を作 
つて國家及び公共團體の御用を聞くこと、し、又政府はユグャ人を調査する目的で、パスポル 
卜に宗敎を記人せしめることに致しました。 

私はブダペスト滯在中、或る日、口洪協會に案内されました。其の日は丁度、對共產黨會議 
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の發會日で、外務大臣ルヵーチュ氏や、チ H 1 チィムレト將軍等、第一流の人物が二十人ほ^' 
集つて居りましたので、會議の前後に是等の名士と會談する機會を得ましたが、會議の内容は， 
共產黨と申しましても、實は對ユダヤ策の研究であるとのことでありました。 

斯様に洪牙利の反ユダャ思想は盛んでありますから、ユダヤ側も之に對して決して默つては 
居りません。而も此の國の主なる新聞は.ユダヤ人の掌中にありますので、之を利用して盛んに- 
ユダャの世界主義を鼓吹して居ります。 

玆に洪牙利大學の問題で面白い話があります。 

元來洪牙利には私立大學といふものがなく、大學は國立で其の卒業者は社會の指導的地位に. 
立つ人々でありますが、革命前まで其の學生はユダャ人の子弟が大部分を占めて居りました。 
それはユグヤ人は金があつて子弟を敎育することが出來るのと、試験に際してユダヤ人の成績 
が勝つて居つたからであります。又大學敎授も六割はユダャ人で占めて居りました。 

隨つて國家は莫大の經費を投じて，ユダヤ人の爲めに大學を設置してやつて居るやぅな觀2:_ 
呈して居つたのでありました。 



ところで革命後、此國が王政になりましてから、斯んな馬鹿氣たことはないといふので、政 
府はヌ メ ルス. クラブスス Numerus clabss と申しまして、 民族の 人口に比例して入學者 
を決定する方法を採用し、而もユダャ子弟を政治科には人學せしめない方針を採つたのであり 
ます。同時に官吏*敎授にも制限を加へたのであります。之は申すまでもなくユダャ人の政治 
家が出て、再び政權を掌捤されては堪らないからであります。. 

此の制度を設けましてから、ユダャ大學生は大いに減少し、洪牙利人の入學者が增加して， 
初めて洪牙利の大學らしくなりました。 

然るに數年後、新制度に依つて入學した洪牙利人の卒業生を出すやぅになりましたが、さて 
此の卒業者達は急に就職難に陷つてしまひました。卽ち是等の卒業者が、大會社、大銀行，大 
工場に就職を依賴しましても、是等の會社は . 

『ブラ ー グの大學かッ ー リスト大學(此の二校はユダャ人が多いのです)の卒業者なら採用 

するが、洪牙利大學の卒業者は其の資格がない』 

と云つて跳ねつけてしまつたからであります。 

供牙利革命の眞相 § 
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是れは一面に於て、ユダャ人が如何に社會的勢力を有して居るか、を物語るものでありまし 
て、 ユダヤ 人は ヌメル ス.クラブススを社會的に役»した譯であつたのであります。 

そこで洪牙利人はユダャ人を排斥して大學を卒業させても、高等遊民を製造す る ばかりで、 
紡 M は國立大學の主旨が無意義に終ることになりますので、大に困却して恰度私の滯在當 時、 
ユグャ側と 妥協中で あるとの 話で ありました。 

又ユダャ人は現政府に好感を持つて居りませんからして、洪牙利が外愦を募集致しましても、 
內部のユダャ人が洪牙利の內 If を曝露して、外國に惡宜傳を致しますので、借款は何時も失敗 
に 終るといふこと であります。 

以上洪牙利國は、我々と同種族の國であるに拘らず、歐洲に介在する爲め餘り日本人の話題 ■ 
に上りませんし，又露國の革命に就ては隨分硏究されて居りますが、此國の革命、殊にユダャ 
人との關係に就ては殆ど紹介されて居りませんので、私の見聞した有の儘を御紹介致した次第 
であります。 

曩に一九二〇年、洪牙利はユダャ人の共産主義者を一掃して王國を宣言し•國王がないので 



攝政々 台を行つてゐることを申述べましたが、此の國王問題は同國に於て最も重要な問題であ 
るに拘らず、今以て解決されずに殘つて居ります。， 

lit の問題 C 就ては我々日本人に參考になることがあると思ひます から、 序でながら次に述べ 
て置きます。 

洪牙利の王統は ハ ブス ブルダ家でありまして、ヵロ ■口 王は一九一八年の 苯 命の 際、 瑞西に亡 
命中亡くなりましたが、其の王統は依然として殘つて居ります。そこで私は國王の一族が立派 
に殘つて W - るのに、何時までも主なき王國で居るのは可笑しい*王族中の何人かを選定して早 
a 卽位せしめたらよささうなものであると考へました。 

之は私ばかりでなく日本人は誰れしも、さう感ずるであらうと存じます。併し之は我々日本 
人の皇室に對する觀念でありまして、洪牙利人の觀念ではないのであります。 

洪牙利王は其の 昔、 同族マジヤールを率ゐて東洋から歐洲に來り、此地に洪牙利王國を 
創設したのであります。然るに獨逸系のハブスプルダ王家が洪牙利に 侵入し、 マジャール族を 
征伏し之に^ • 臨したのでありますから，例へば我々日木人の上に j ! ii 米利加人が君臨したやうな 
供牙利革命の眞相 
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ものであります。そしてハブスブルダ家は代々彼等の反抗を弱める爲めに、ユダヤ人を利用し 
ました。隨つてマジャール族は機會があつたならば此の西洋人の壓追から通れ、其の統治權を 
マジヤールの手に復歸させやうと考へて居たのであります。 

然るに偶然にもマジヤールの洪牙利を滅亡させた處の、謂は^仇敵たるハブスブルダ家は、 
飼犬たるユダヤ人の革命家達に手を嗡まれまして、國外に亡命するに至つたのであります。 

斯んな事情でありますから、今此の異種族たるハブスブルダ王統を再び迎へることは、マジ 
ヤールに取つて意味をなさないのでありますし、又それが忠義にはならないのであります。 

勿論、中には、斯う何時迄も主なき王國では困るから、ハブスブルダ家でも構はないから持 
つて來やうといふ黨派もあります。併し此の黨派には昔から關係のあるユダャ人が多いのであ 
ります。又搦政ホルテミクロス提督は.洪牙利人であるから、其まま王にしやうといふ黨派もあ 
ります。 

中に最も面白いのは、同民族たる日本の皇族中から來て頂いて、王様になつて戴かうと眞面 
目に考へて吾る人々もあるのであります。 



以上に 依つ て、國王 問題が未だに行惱んで居る理由が明かでありますと共に、洪牙利の今迄 
の皇室と人民との關係がハツキリお解りになつたことと思ひます。 

これは獨り供牙利許りではありません。口本を除く世界の所謂帝王或は王と稱するものは槪 
ね此の類であります。 

卽ち君主は征服者で人民は被征服者でありますから、人民は最初から君主を敵視し*君主は 
其の位置を保たんが爲めに、威力を以て之を抑壓するのは自然の勢であります。故に君主の威 
力が衰 へますと*國民は之に反抗し、甚しきに至りましては、革命を起し、或は之を追放し、 
或は遂に露國のやうに佛國のやうに、之を殺戮するものさへあるに至るのであります。 

君主と人民との間がこの やうでありますから*是等の諸國人の觀念から生ずる君主に對する 
理論 も 解釋も思想も、我々日本人と異なるべきは當然 のこと であります。 

然るに外國のこと i さへいへば、進歩したもの發達したもの、新しくして善良なるものと考へ 
世界に類—我が貧一致 S ® に、其 S 來観 f 及ぼし、其 G 國體 S 立上、他國人の爲 
さんとして 爲し得ない我が忠孝の道徳を以て、奮思想，舊道德と思惟するに至つては其の愚や 
洪开利革命 S 眞相 K 九 
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及ぶべからずであると存じます。 

私が海外旅行中に於て、幾多の國々の人々と我が國體に就て談話を交へました時、笱も我が 
阈體を了解して居るものは•之を羨望しないものは一人もありませんでした。ユダヤ人とても 
さうでありました。最初ユダヤ人に國體の ことを聞く と、何人も帝政は大嫌ひだと申しました。 
それはその箸であります。彼等が昔、流れ歩いた先は何れも帝政の國家でありまして、そこで 
常に辂められてゐた爲めに、帝政とさへいへば彼等は直に自己に對する壓制を聯想するからで 
あります。 

そして彼等も帝政といへば* H 本の一部の人さへ誤解してゐるやうに、我が日本の帝政も蕗 
國や獨逸のやうな帝政と等しいものと考へて居ります。從つて彼等がユダヤ民族の自由の獲得 
の爲め、又ュダャの世界主義の實現の爲めには、之が抑壓者にして第一の障碍たる帝政を除去 
せんと欲すれば、日本帝國をも其の數の中に人れることは當然であると思ひます。 

然し共れは鬼に角として、彼等とても我が國體の成立を知り，西洋の諸帝國とは全く其の趣 
を異にする所以を了解すれば•我が理想的！；體に就て讚嘆措く能はざるものがあることを私は 



着取致しました。 

私がジヱルサレムで"シオン團の元老カリバルスキィ氏の宅に晚餐に招かれた時のことであ 
ります。話がたま'^我が皇室に及びました時、 

『今や我國は、神武天皇紀元二千八百八十餘年で•其の皇統は連綿として百二 h 四代に及び、 
未だ iti て外敵の侵略を受けたことも、革命の興つたこともない』 

と述べました處、氏は 

『實に不思議&國である。殆んど三千年の間一つの皇統であるといふが、何うしてさう緩い 
たのであらう』 

と申します ので、私は 

『我が皇室と 人 M とは一體で元々一家族である。卽ち皇室は我々人民の總本家であらせらる 
る。 而も 皇室の祖先は日本國民の尊祟の中心たる天照大神で ある。 從つて代々の 

日本皇帝は、外國のやうに人民に對して、權力や暴力を用ひて之を壓制統治する必要がな 
く、常に仁政を施して我が子の如く人民を撫育愛護し給ひ、人民も皇帝を見ること恰も親に 
供开利革命の眞相 一 5 C 一 
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對するやうに、親しみと生ける神としての尊敬とを以て仕へて來た。隨つて叛亂とか革命と 
かいふものはあり得ない。リュボリューション卽ち革命など、いふ言葉さへ日本には今迄な 
かつた。又日本人は之を知らなかつた。又外國から攻擊を受けても、國民は武勇に富み君民 
一致して國難に當るから、日本國内に敵を一步も入れたことはない。從つて開闘以來一つの 
皇統が連綿として續くのは當然で、何等の不思議はない。今後も無限に續くであらう』 
と說明致しました處、力 y バルスキィは體を反らして非常に驚嘆し 

『今の話を聞くと日本國の成立は、恰度我がユダャ國の成立と同じである。卽ちユダャの王 
室も其の人 W も同じ神から出て、王室はユダャ人の宗家であつた』 

と言ひながら、其の眼は昔榮ぇたユダャ王國を、深く憧憬するかの如くでありました。氏は周 
囤の人々を顧みながら 

『みんな今の話を聞いたか、日本の皇室は昔から今日まで變りがないさうである。何んと立 
派な國體ではないか』 

と繰返し、私に日本の國體を研究し度いから*歐文で書いた本があつたら是非送つて吳れと申 



しました0 

ユダャ人が諸國の帝政を呪ひ、專制を忌むのは*國が亡び諸國に寄生生活をしてから後のこ 
とであります。元来彼等は非常た專制主義者であり、ユダャ王國主義者であつて、一方には異 
民族の諸帝國を呪ひながら、他方にはユダャ王國に對する憧憬愛著の念は、今日猁ほ依然とし 
で變らないのであります。従つて彼等が日本の眞の阈體.を知る時は、實に羨望に堪へないので 
あります。 

然るに此のユダャ人さへ羡望する我が帝國に生を享け乍ら、此の比類なき阈體の變革を欲す 
るものが、我が國民の中の一部に存在することは實に言語同斷のことではありませんか。 

今や日本は、西洋を先進國と崇め，その及ばざるを恐れた昨日の日本ではありません、世界 
に於て最も大なる日本である。我々は、其の國家成立の根本に於て異なる歐米の國體觀念に捉 
はれず、深く我が建國の本義を悟り、萬邦無比の國體を有する大日本帝國臣民として、歐米人 
め亨受し得ない幸福を受けつ Vあることを 感謝せねばなら ぬと 思ふ次第であります。 

洪牙利革命 e 眞相 1 
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二十五、 i / ォンの議定書は隱謀書か豫言書か？ 

.シオンの議馨は、恐らくユダヤ問題に 就て、 其の片鱗でも窺はれた人々 は、 殆んど知らな 
、人 QVH ハ位有名なもので*我が國に於ても、二酉社發行の 包 荒子著 「世界 革命 之裏面」に 
完5られてあり、又屢‘多数のユダヤ 研究家に依つて、籠されて 居ります から、 旣に其の 
存在だけは御承知の方も多數あると思ひますが、シオン®議定書といへば也ぐに共の W 僞の論 
爭にのみ耽り、 殆んど其 S 8 S 討 f 其 S 値に就て論じて居 f 誠に遺 
憾至極であります。 

勿論馨は IQ 署名 sst 、 歐米に於てユダヤ S 、 ユダヤ人—れる2のキリ 
スト 敎徒 S 作で—と主張し、非ユダヤ人側はいや.本物で—、一八九六年ジ11ヴに於 
て開かれた處の、第ーシオン.會議に於ける祕密會議の議事錄である、と主張して®ります。日 




本では、シオンの議定書は僞書であるとか、西们利亞出兵の際軍部が貰つて來た白黨の宣傳書 
であるとか、勝手な獨斷を下して居る人々がありますが、之等の否定論者の多くは、不思議に 
もフリーメーソンは祕密結社ではない、餺西亞革命の裏にはユダヤ人が居ないと-何等の根據 
なく獨斷を下し、堂々と論じて居る連中に多いやぅであります。 

私は B ンドンの大英博物館で、一九◦六年以來大切に保菅されてある議定書を手にし一讀し 
て參りましたから、少くも一九◦六年以前に出來たものであることは明瞭でありますし、又其 
の内容を見ますと、少くも其の年代以後、ユダヤ人の勢力が、其の計*通り寸分違はず實行さ 
れ、而もそれが完成されて居るのに驚くのでありまして、此の事實を否定することは、何人も 
不可能—のこと、思ひます、尙ほ义、人間社會國家に對する議定書の考へ方が，全くユダャ式で 
他の民族のょくし能はざる所と思ひます、又世の變化推移に對する豫想は更に驚嘆すべきもの 
で、今日之&見れば數十年前の作とは一寸思はれない、現在そのま V の111:相を物語つて居るの 
でありまして、此の點から申すと、議定書はユダ人のものでないならば一つの立派な豫言書と 
巾して差支ないと思ふのであります、私は本書を通じて世相を觀察するとき、一 M - の適確さを 
シオン議定書は隱謀書か豫言書か？ 一 g 
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興へ—、 Q であります。故 S し日本人が今から二十年前といはず、十年前に議定書を見て、 
國の內外 S みて、我 SSE 對し或5ルク£1¢、 S 雲麗—めたな 
らば*恐らく今日吾人 S て遺憾とする多数の要除去し得たらぅと思ふ？あります 
要するに議定書 S 値は、其 © 眞僞 S なく、其 QS そ？？1時に、ユダヤ人 
の現在活動を觀察する上に、莫大©利益と U と思ひます。私は今議馨に就て述へた力 
らとて、敢て？ヤ人を呪はせやぅと S 具—、又ユダヤ人を偉い奴だと無暗に感服 
させる 目的で 1 X 。兎に角之 S 十年 S 作で—二 If 於て、我が日本の 狀態 
を觀 察する 日本人として—で t S 書 S り ニダヤ人©1?ヤ人8へ— 
知せらる、ことは、ユダヤ問題研究上大—參考になると思ふからであります。 

尙ほ議定書 SS 、 I 「革命運動1 く」にも、私®所—多少述べて置—したから、 
詳しいこと iT 此等 SQ 著述 S りまして、 S は議藝—は、人間性の 1 を遺憾 
なく解剖剔抉し、人間 Q 行爲 © 內的根源を深刻に捤んで、そ®虛 S 込み’更に思想、經濟 
政治等廣大—範圍に5て、現代國家及び社會に對して至極適切な批判を下しつ"之に對應 



手段を講じ、結棰非ユダ ャ 人の 精神、 社會及び國家組織の破壤と共に、一方世界ユダャ國の建 
設に 目標を取つ て居るものである ことを 述べて置きます。換言すれば、議定書にはユダヤ式平 
和戰法が書かれてあるのでありまして、之が非ユダャ人に依つて書かれ+やうが、ユダャ人自身 
の議事録で あらう が、敢て問題ではありません。 

議定書は、全部で二十四の議書から成立つて居りまして、隨分長いものでありますが、玆に 
は其の一小部分だけを紹介しますから、私が今迄述べました諸點並に現世相と對照して戴き度' 
いと思ふのであります。 

議定書は*人間の本性を惡であると觀察し*權利は力にあり、と結論を下して居ります。 

. 人々 Q 中で■善良なる本性を有するも〇ょりは*不良なる本性を有するものの方が多いか£»して* 
政治上の良結果は•强制と排除とを用ひて竄ち得るのであつて、大學式の議論で得らる、ものでは 

なぃ。 4 

元來人は權 力を 得 やうと 努力し、爲し得れば執政者となることを M んで居るものである•然しな 
がら其の際.自分 s 幸福を達成する爲めに.他人 s 幸福を犠牲にすること及•何んとも思はないも 
のが多い。 

シオン議定書はII謀書か豫言書か？ 



ュダャ民族〇世界支配？ S 八 
人問と 呼ぶ狡猾な動物を•今：！ XS で抑制して來たものは何か？又： r か今口まで，人！1!]を指尊し 
て來たのか？ 

社會飢織 S 初めには.人々は亂暴な盲力に服從し.次に法律に服從したが.法律とても’此の 1 J 
力の恨面を被ったものに過ぎない。 

そこで ■ 0然の法則に從って*權利は力にあり■といふ結論に到着するのである。(笫一議定) 
右の社會觀は、勿論歐米のことで、我が國とは全然興なるのでありますが、併し現代我が一 
般の世相を眺めて、ぅなづかれる點が多いと思ひます。 

近頃 日本で も、 言論の自由、研究の自由、國民の自由、1]女の平等及び分配の平等等、备棰 
各様の方面に、自由平等が主張されて居ります が， 議定書は、此の自由平等に就て、如何なる 
見解を下して居りましやぅか。 

二，抑-®々(ユダャ人〕が，财ほ古き背に於て■人民の中に自由.平等•四海兄弟な S ; 葉を初め 
て叫んだのである。それ以來此の 一！®葉は’到る/ M から此の誘惑に向って.飛んで來る所の無自覺の 
现鹉に依って.常に繰り返3れた’ K に彼等は•此»誘惑と共に.群衆の Kifl から個人を保護する 
所の，個人の33の自3と平和の健全とを瘅ひ去ってしまった。 




いかにも 怜悧 らしく 見える非ユダャ人の！？識階級は、此の言葉を抽象的に判斷することが出來 ず， 
又此の言葉の意味の矛;&と調和とを發見し得ない。 

又彼等は•天然には平等なく.天然夫れ行身が^能、性熨、才能の不平等を成し立て、居つて、 
天然 c 然の法則に服從すべきものであることを知らない。 

又彼等非ユダャ 人は、群衆は盲目であつて、行政の爲めに群衆の中から選出された in 出者は*冋 
じく政治に盲口であ9*神に依つて選出されたものは*假令馬鹿でも政治を行ふことが出來るが* 
さぅでないものは*天才でも政治に要領を得ないといふことが解らない%* 

王統政治は此の根據に依つて*創造されたものであつた . 然るに時日の經過に從つて、政務の 

眞の狀態たる王統繼承の意味が失はれ•我が事業の進涉に都合ょくなつた。 

政治の d 由は•理想であつて、 W 際的のものではない、若しも我が黨が*政權を掌搌して居る所 
の、他の黨を倒さぅと思つたならば•理想的の欺瞒を用ひて* R 黨に民力を引き入れることが必要 
である。其の時には此の白由の理想を甘く利用し得ねばならない。 . 

自由、平等，四海兄弟なる言葉は、我が盲目の諜者にょつて•非常に多くの人間を我が仲 IJn に入 
シォン議定書は隱謀書か豫言書か？ 一一 fc 
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れた、是等の人々は狂喜して、我が旗を擔ぎ廻つてゐる〇 

然しながら此 S 言葉は、到る處の平和' 安寧■協同一.致を滅却し•非ユダャ人國家®有らゆる极 
底を破壤し，以て非ユダャ人の幸福を幢ひ盡す所.の虮蟲である。 

是が吾人の勝利に役立つといふことを、將來諸斿は見るであろぅ。…… 

一、 & 由と いふ抽象的標語は•政府なるものは、國家の持主卽ち國民の支配人に過ぎないから、弊 W 
の 如く 交化し得るものであると いふ信念を群衆に與へた。(笫一議^-) 

自由なる言葉は•人 nn 社會を一 I つて 有らゆる 力 •有らゆる 權力•果ては神權や，然力に對して 
きへ 抗爭せしむる•ものである、それであるから、 吾人の S したる _には、「群衆は變じて血を好 
む猛 g となる」とい ふ勤物學の原則からして*此の言葉を人問の辭書から除かねば ならぬ。 (第三 
議定) . 

自由が，若しも神に對する信仰の道に保持せられ、又服從を規定する天地の法則に背馳する平等 
の觀念を除去したる四海兄弟に維持せらる、ならば•人民の幸福を害ふことなく •阈政を無事に保 
持することが出來る。(笫四議定) 




% 


凡て自由といふ 觀 念は*若しも 實行上の無政府主義でなけれは•思想上の無政府主義で—。彼 
等の凡て S . 我儘 S ち 不平 SS に. 思想的無政府主義运リ了 •自由®幻影を追.ふて®るので 
ぁ5。(第十二議定〕 

C 由は •放從 や 我儘の權利でない*同じく人間の力と價値とは’吾人が良心の自由や.平等の如 
き破接主義を主張する權利ではない。 

又個人の自由は' 無秩序な群集中に■駄辯を弄して自他を®亂する權利では決してない。 

W の 自由とは* 肚會生活の諸法則を忠實に、正常に守る個人の神聖に存する。又人間の尊ぶべき. 
ところは •自分卽ち「己」といふことを空想するにあ5のでなく■自己の權利の自覺と共に無權利 
の0覺に存する。(笫二十二議〕 

議定書中自由に關することは、まだ澤山にありますが、此の位に止めます、現代では、自由 

の上に更 HSQ1I 加へられ、やれ雲 Q 解放、議 © 解放、娶 S 放と恰も日本人は、 

怜も奴隸生活でもして居るやぅに， 叫び 合って居ります が、 之が實行の曉はどんな結果を招來 
シオン議定書は隱謀書か豫言書か？ S 一 
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するでありましやう。 

ヶ ー レンスキ ー が、帝政露軍を崩解せしむるとき、「將校は汝等の友達な り、 兵率は敬禮す 
るに及ばず」の一言で十分であつたことを前に申しましたが、如何に 此の自由 平等の 言葉の持 
つ魔力が大でありましやうか0 

次に印刷物に關し、議定書にある一部を左に紹介しましやう。 

二、現 V 各國家の中には、人民の思想傾向を知る偉大なる力•か存在する、卽ち是れ印刷物である"印 
刷物の任務は、拾も人民の切なる要求があるかのやぅに書き立て、又人民の叫ぶ訴を傅へ或は不 
平を製造して之を發表するにある。 言論の & 由の勝利は•印刷物にょつて肉付けられるのである。 

然るに各國は•此の力を利用し得なかつた2•言論機關は*吾が掌中に歸してしまつた、再々 
• E 身は楚あつて、印刷物を經て勢力を赢ち得た•又血と淚の早瀬からとはいひながら、印刷物の 
御蔭で、黃金を自己の手に集めた。…… 

吾人が科學(理論)として、彼等非ユダャ人に鼓吹したものをして、彼等の中に大なる役街を演 
じさせたい ものである•此の0的で、吾々は印刷物を利用して、絕ぇず科學に對する>40的信念耷 




鼓吹せねばならぬ。非ユグャ人の智識階級は•智識 K 誇つて.科學から扱み取つた有らゆる智誠を 
!1•論理的に點檢せずに.實行するであろぅ•か•其の科學は•非ユダャ人の智力を，吾 A . に必要な 
方向に敎養する H 的で.我が諜者が組み立てたものである。 

諸对、荇人£0斷1目を极據なきものと思ふ勿れ。吾人の仕組んだダルゥィ-|ズム*マルタス-ーズム 
及び一一 - y シ H ィズムの成功に注意せょ•此等の主義の非ユダャ人心に及ぼす破壤的價値は■尠くも 
吾人に取つては明瞭ではないか。(第二議定〕 

我が廣讥なる計蜜は•旣に吾人の愤憬する地點に近きつ、ある•此の計®に向つて，非ユダャ人 
の各政府を動かして行く ffi めには•所謂大國 CO 出版物の拨助にょり*密に吾人の製造した輿論を以 
てせねばならぬ。 

■極めて少数の例外は ある* か*凡て e 出版物は•旣に吾人の掌中にあ6。(笫七議定〕 

次に普通選舉、議會等に對して、議定書の着眼を述べて見ましやぅ。 

三•投票なるも Q を•吾人が王位に卽く爲の武器として用ひたが.之で人間社#の最も零碎な分子に 
シオン議定書は隱謀書か豫言睿か？ 璧 
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到る まで、 集#や111合を la 織す る 習惯をつ け •投票は其の任務を終らうとして居る。 . 

吾々が絕對多数を占める爲めに、階級財產の區別なく、凡ての者に投票を行はせることが必要で 
ある •絕對多数は有産有識階級から得ることが出来るものではない。 

斯くて凡ての 人々 に自 覺の觀 念を 馴致し、非ユダャ人の家庭と、其の敎育的償値を破壤し、又吾 
人に 指導されて 居る群衆は、 非ユダャ 人の 傑出を取り除くのである。(第 十 議定) 

自分自身彼等 仲間の11?. 出 者に左右さる、國民は*權利及び名譽の爭絜と、是れにょつて生ずる不 
秩;>から惹起する黨爭に因つて、自滅するものである。 

民衆は固 人の 利害と 混同してはならない國事を、冷靜にそして競爭せずに、處理し都議すること 

が、 出來 やう か、又民衆はょく外敵を防ぐことが出來やうか、夫れは行ひ難ひことである0 . 

(笫十議定〕 

非ユダャ人の救濟者たる專制政治に代つて、自由主義から、立憲^が生れたが*諸ガが能く承知 
の如く、憲法は軋鑠，爭闘•不和，無益の黨派的述動及び黨閥の學校に外ならないのである。一言 





でいへば•此の學校は國家の活動力を減殺するものである’といふに盡きて居る。 

議 f 演壇は新聞雜誌以上に•各元首を無能力なるも®として判決し*之を無用の長物たらしめ、 
斯くて各國に於て•元首は王位より黜けられてしまつた。 

そこで 共和時代發生の可能を得ることになり.漫寮的政府の元首の代りに大統領を持つて來 

た。(笫十議 S , 

歐洲諸國の帝政國家は、 槪ね 右の議審の 順序を姐り つ、、 其後共和 國に變化した、日本は 
世界 S 一 無比の立派な大帝國として存在して居るが、併し國內の情況を此の議定書に 照したな 
らば*果して如何でありましやう、全く人事ではありますまいと思ひます。 

次に勞資の問題に就て、二三を摘錄して見ましやう。 

四*我が社會マッソン主義の主張する社會人逍連帶の同胞主義より.吾人が常に梭助を與へて居る所 
Q 我が軍隊，卽ち社會主義.無政府主義或は虚無豪に入るこ—’勞働者に fs 涅は.我々 
は恰も.此 の膝迫に對する勞働者9，救濟主の如くであるで あらう。 

權利によつて •勞働 者 .Q 勞 力を 利用して居る 貴族は.勞働者が滿腹で t •健康であり•頭 丈で 
シォン 議定書は Is 謀書か豫言書か？ 
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あることを梁んだが•吾々は之と反對に•非.ーダャ AC 敗®をょろこぶものである*我が權力は勞 
働者〇眘養不良及び衰弱に存する Q だ•なぜならば之に因つて、彼等は我々 S 思ひ通9になり，之 
に反抗する氣力も力も、自己の權力中 1 C 見出すことが出來ないからである。 C 第三議定〕 

吾々は又賃銀の侦上する•然し賃銀®値上は•嘮働者に少しの利益をも ffif さない•なぜならば之 
i 同時に•吾人は如何にも農業及び畜産業 e 衰退の原因から e やうな pttQ 下に、生活必需品を騰 
貴させるか&である。 

加之吾人は•勞働者を無政府主義と飮洒と fc 馴致し•之と同時に•他上から非ユダャ智識階級の， 
有らゆる力を騵逐する手段を講じ*以て巧妙深刻に’產業の根底を顚®しや-つ。 

吾人は•表面如何 K も勞働附級 Q 爲めに、又經濟〇大原則の S めに盡力するかのやうな主義を取 

つて！3相を Is さう•此の經讲 Q 大原 則と いふのは.我黨 S 綞濟的學說が盛に宣傳して®る所の t 
のである。(第三議定〕 

勞資問題に就ても、まだ澤山議定書に書か V れて居りますが、餘り長くなりますから、此の 
位にと Sr めましやう。露國や洪匈利の共產革命の經過を見ますと、全く此の通りでありますが、 



此 3 本の内部は果して如何でありましやう。反省の必要はないでありませうか。 

次に、人心を牽制指導する手段として、次の方法を述べて居ります。 

1、 $ほ吾々 は、 非ユダャ人の思考をそらす爲めに，享樂や、遊戲 や、 娱樂や•性慾や* K 衆俱樂部 
などを 設け.て、彼等を牵制する。…… 

問もな く •吾人は新聞雜誌 にょつ て、各稀多樣 S 動及び藝術の競技を_する、卽ち -ilt 等の趣 
昧は•吾々が彼等と戰はねば ならぬ 諸問題から人心を 徹底的に 牵制する ことになる。…… (第十三 
讓定) 

現時に於ける以上の歡樂機關は、歐米に於て多くユダャ人の仕事である、彼のオリンビック 
競技 さへ、あれはユダヤ人に獻金の爲めに行くやうなものだといつた人があり、事實獨逸に於 
て、 ユダャ排斥が行 はれるや否や、亞米利 加の一角から、 獨逸がユダャ排斥を止めない限り、 
次囘 の大會 は、 伯林に持つて行かぬ と 叫ばれた。それなら一體米國では排日を實施して居るか 
らオリンピック 大會 を、 米國で行はない と、 なぜ 何 處かで叫ばなかつたでしやう。 

議定書に關する御話は、之を以て終りに致します が、 最後に今一度、議定は近頃出來たもの 
ではなく、 旣に數十年前に書かれてあるものであることを繰り返して 置きます。 

シオン議定書は隱謀書か豫言書か？ S 
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二十六、大和民族の使命とユダヤ民族 

以上永らく ユグヤ 民族に就て御話を致しましたが、最後に、我々口本人の使命とユダヤ域族 
に就て、私の所見の一端を申し述べ度いと思ひます。 

我が日本は、今や未曾有の非常時に際會し、老も若きも皆 R 本人たる自覺の下に、擧國一致 
して、活動して居る のであります が、 一體我々 活励の目標はなんで ありましやうか、 縱令我が 
國を焦土と化する毛•滿洲國に關する限り、之を擁護するの方針を保持して行けばよ - V ' のであ 
りましやう か、そして滿洲を三千萬民衆の樂土と化し、我々と共存共榮の實を舉げて行けば、 
それでよいのでありましやうかし 

抑-我々が滿洲に莫大の犧牲を拂ひつ、、聯盟の脫退も、經濟封鎖も、事によれば列國を相 
手に、一戰も數戰も交へることさへ辭せない覺悟で進んで居るのは、果して何の爲めでありま 



しやぅ、今や恰度滿洲事變第一-週年に際會して居りますので，先づ之を想起しつ i 、 帝國と滿 
洲に關し一應思を新にして見ましやぅ。 

先づ日本の滿洲進出の理由としまして、今迄槪ね次の樣なことが、舉げられて居ります。 

笫一 • H 探戰带に於て•數十萬 Q 生靈を犠牲にして得た貴き利權と.其後日本 QS した 5 二十億に近 
き大投資 e . 空しく消滅せんとするを復活防止し■更に在滿=鮮人百餘萬 s 生命財雍を，張家 s 脅威ょ 
り ^:出すること。 

笫二•今や H 本は•人口過刺にして土地狹く，他に- H 給&足の道•かないから•かねて露网から繼承し 
た滿荣に於け 5 權利を立直し.以て®力を充實す 5 ょり外に他に方法なきこと。 

第：： . 對岸滿洲に•我が國と相反する勢力の侵入樹立は•我が國の存立を危くす6も S であり W すか 
ら•國防上滿洲から敵勢力を囅逐すること。 

笫四•滿洲國を放任して通く C . とは•極來平和の上から見ても•我が國として、許容すること能はざ 
る C. と C 

以上の理由は•我が國民一般の旣に知悉する所でありますが*併し私は、大日本帝國の國是、 
日本國民の使命上から觀察するときには、自給0足の問題も、國防の問題も、將又極東平和の 
大和民族 S 使命とユダャ民族 I 



.ユ.ダ>民族の卅界支配？ 一一13 
問題も、寧ろ第二意義的のものではないか、と思ふのであります。 

抑‘帝國の國是は、申すまでもなく、「天業を恢弘するにある」のでありまして、この高遠 
なる國是を遂行し、.皇道を世界に宣布するのが、吾々日本人に、神ょり與へられたる*神聖な 
る使命であります。 

今世界を見渡した處、何處に安寧があり、何處に平和がありましやう、世界各國各=利己本 
意で、唯葛藤を續けて居る。甚しきは同一國家内に於て、政府が自己國民に對する大軍隊を擁 
し*之に依つて少數支配階級の野望を、全ふしつ、ある國さへあります。昔から人々に依つて、 
叫ばれて居る處の，あこがれの世界平和. , 人類の幸福は、英米列強の提議する、何々會議に於 
て、半步でも其の理想に近づいたでありましやうか、又之が爲め内外の平和主義運動は、幾何 
の效果を齎したでありましやうか、殊に共產社會主義運動に至つては、赤化範園の文化を壤滅 
し、人民の幸福を逆轉して，人民をして獸類生活に一步を進めた以外何物がありましやう。今 
の調子で、推移しましたなら、何時になつたら、此の世界萬民が救はる、ことになりましやう？ 

共產黨專制の、ソゥュート社會主義共和國を視られた人々は、マルキシズムなどに無頓着な、 



餺西亞の一般國 M が、.恐ろしいゲ.ベ.ゥの監督下に、蜜の様に甘い 空宣 傳を滿喫しつ、、墓 
場から出て來たやうな、憐れな顏をして、生そのもの、執着にょつてのみ生 t . て居る有様を見 
ては何人と雖も、一片の憐れを催さぬ人はないで ありまし やう。最近のゥィンょりの電通を見 
ますと、 填國大僧正で、羅馬 法王 廷の樞機員の一人た る、 テオドル • イ_| ッッ H ル師 は、 最近 
露西 5 S に於ける娥民救濟に關し、次の檄を全世界の各宗派宛通電して居ります。 

全世界0各宗敎宗派は、此の際一致©1結して*飢餓に頻する露西亞人救濟委員會を組織すぺきであ5、 

過去数ケ月 rfllc •ゥクライナ、コーヵサスを中心にして、銪西亞瓴內で餓死した者は.二百萬に達する. 

而も事態は愈>悪化し.小兒殺戮•食人行®は日常茶飯事となりつ、あり。 

と•私も先年此の陰慘な、露西亞の有様を見た時、此の憐れな無辜の民、一億一千萬を、此 
の 地獄から 救ふのは一體何人で あらう* 露西亞人自身は*もう衰弱し切つて、反抗する力も， 
自ら 救ふ力^ない、然らば人道主義の亞米利加か、否亞米利加が之を救ふ位なら、米國に排日 
は無い普だ。それとも紳士國の英國か、否英國が露西亞人を救ふ位なら、ガンヂーは斷食はし 
ない、結極歐米何處の國 も* 之を救はない。そこで若し之を救ふものがあつたとしたたら ば、 
大和民族の使命とユダャ民族 S 1 
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我が日本 以外絕對にない、卽ち露國民衆を救ふのは*我々日本人の使命の一つであると考へま 
した。先年上海事變の際、十九路軍の暴虐に 泣き、 却つて敵軍たる日本軍を慕ふ純朴な支那農 
民を1り見て、やはり私は.支那の無辜の良民を救ふのは、我々日本人の使命だと、深 
く考へさせられたのであります。 

そこで滿洲に、我々日本人が、莫大の犧牲を拂ひながら、共存共榮の樂土建設に努力して居 
るの も、神ょり 與へられた大使命から考へますれば、我々に時機到來して、愈‘島國を乘り出 
し、皇道を世界に宣布すべく、向ふ大陸に一步を占め、此處に天の示す基點を設けたのである、 
と 私は 考へるのでありまして、先づ我々は、極東全般に皇道を布及し、更に進んで、全世界に 
之を及ぼさねばなりません、此の見地からしますと、近頃稱へらる k 大 ] sl 細亞主義の如きも 
其の 一過 程に過ぎないのでありまして、我々日本人の使命や重く、且つ實に髙遠であります。 

斯の如く考へて來ますと、ユダヤ民族も、世界の文明人の一でありながら、我々には考へも 
及ばない隱險な利己的手段で、自己民族の存續と繁榮とに、沒頭せねばならぬやぅな、流浪寄 
生の生^ょり悅 出し、 公明なる生活に人る ことの 出來るのは、結局英國や佛國の力でなく、我 





が日本 Q 皇道に依つてのみ、爲し得ることではないでありましやうか、従つてユダヤ人が氏の 
ことを 考へ套 らば、 我％帝國に對しては-徒らに馨敎國に對する如き敵本襄で向はずに、 
共の積りで對すべきであらう と 思ひます。 

從つて 5 日本人は 、此の 重大 使命に霞す ると 同時に、先づ第一に西洋崇拜病から、脫却 
せねばならぬと 思ふのであります.申すまでもな く 日本は、明治以來西洋の物質的文明の念 
激な輸入 S つて、今尙 S 米を先進國視し、西洋？とであれば' 一から十まで S であり、 
日本のことは劣等であると 考へて居る*甚しきは民族其れ自體さへ、日本は劣等種マ西洋は 
優良 種で あると 考へて唐る人が尠くないやうに見受けられます〇歐米人を見るのに、英國人に 
しろ、瑞典人にしろ、一人として、日本人は自分ょり優良だ、一段上の人間だと考へて居 f 

のがありましやうか、— 人でさへ、 自ら 中華と稱へ、日本人4蠢人—へる—觀を持 

つて居る。ユダヤ民族に至つては、他國人はジゥと卑しめては居ります が、 自身は、神の選民 
と 確信し、 世界最高の：^族であるとの誇4を持つて居ります、日本人も此 際、 自ら先づ「偉大 
なる使命を持つ神 Q 子孫」であるとの民族的自覺に生— ことが、 第一に必要であ.る' 丈の高 
大和民族の使命とユダヤ民族 5= 
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いことや、皮膚の白いことが、何にも民族的優劣の分界でないのであります。 

ユダャ人が、神の民ならば、我々日本人は神の子孫であります、神の家來と神の子孫、どち 
らが上でありましやう、日本人で自ら蒙古人の子孫であると確信し、自分の先祖は南洋の土人 
であると喜んで居る人がありましやうか、皆天孫民族であると考へて居るに相違ありません、 
卽ち天孫民族であればこそ•此の天業恢弘の大使命を*天が我々に降されたのである、我が天 
, 孫民族は、卽ち神の子孫であり、世界最高の民族である。されば神の民は N 亡びて流浪して居 
りますが、開麗以來、神の子孫は榮えて，其の國礎に些の動ぎなく*皇統は連綿として今日に 
至り、 將來永遠に亙らんとして居ります。 

然るに現在の日本人中自ら、歐米人は日本人ょり一段上の人間だなど i 考へて居るのは•西 
洋の物質文化に眩惑し，た一時的現象であると思ひますが、此の考が、今迄日本の有らゆる方面 
に於て如何に有害であつたでありましやう、併し何時迄も眩惑して居る時ではない、光りは日 
木 - J : り輝き始めた、滿蒙は方に光被せられつ、あるではありませんか。 

然しながら、? V 々が世界に臨み、皇道を哈く宣布する爲めには、之から先き、更に更に大な 




る 難關に遭遇し，時に經濟的大 パ-ー ックを 蒙り、 時に國を擧げて魔軍の大掃蕩に從はねばなら 
ぬことのある可き は勿論であります。之が爲めには、現在のやうな國民の意氣では どうして 行 
けまし やう*それとも 之で十分でありまし やう か、殊に意氣昂軒なるべき我が靑年が，ユダ ヤ 
人の振る タク トに、調子を合せる ことに 專念して居るやうでは、如何のものでありましやう。 

故に我々日本人は先づ第一に、此の我が肺聖なる大使命、世界人類の爲めの大使 命を、 深刻 
に頭に入れて、潑剌たる意氣を以て、各々天分を盡 し、 大に國力を充實 し、 以て名實共に、尊 
き天命に背かないやうにすることが、急務であらうと思ひます、私は斯く申す間 も、 刻々と幾 
多難 蘭の、 此の大日本帝國に迫りつ X あるを*感得するのであります。ュダヤ民族に關連し、 
我が日本に就て些か所感を述べて終りと致す次第であります。 
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